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(57)【要約】
　無線デバイス（Ｄｅｖ）が自動車電子制御モジュール
又は住宅（又はビジネス）アラーム／セキュリティシス
テムに利用され一体化することができるように無線ネッ
トワークをプログラムし、制御しかつモニタするシステ
ム及び方法。システムはまた、携帯電話の送受話器、イ
ンターネット装置が携帯電話、インターネットネットワ
ーク及び他のワイヤ／無線ネットワークを通じて情報を
相互制御し、モニタし、共有し、交換するような、一般
の入出力機能を制御する一般の制御（ロボット）装置を
示すものである。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
所有者と関連するモバイル装置と協働して役立つ新しい器具を識別しかつ登録するコンピ
ュータ化された方法であって：
所有者と関連するモバイル装置から新しい器具で一度限りの時間制限された起動コード及
びデータであって、携帯電話サービスプロバイダによって該モバイル装置に提供された該
一度限りの時間制限された起動コード及びデータを受信すること；
前記携帯電話サービスプロバイダに一度限りの時間制限された起動コード及び固有の器具
識別子を携帯電話ネットワーク経由で前記新しい器具によって送信すること；
及び、前記携帯電話サービスプロバイダから前記携帯電話ネットワーク経由で割り当てら
れた電話番号及び起動承認を前記新しい器具で受信すること；を含む、方法。
【請求項２】
前記起動コードが近距離の有線通信チャンネル、近距離の無線通信チャンネル、及び移動
式のメモリモジュール媒体のうちの少なくとも１つを経て受信される、請求項１の方法。
【請求項３】
前記新しい器具が、前記携帯電話サービスプロバイダから前もって受信された前記一度限
りの時間制限された起動コードと前記モバイル装置を関連させ、それにより、その器具デ
ータパラメータを該新しい器具及び該モバイル装置の所有者と関連させる、請求項１の方
法。
【請求項４】
前記一度限りの時間制限された起動コードが：前記所有者と関連する個人情報；前記所有
者と関連する支払いのモード;前記携帯電話サービスプロバイダによって割り当てられる
起動データ及びキー；起動タイプ；起動方法；及び、暗号化キーの少なくとも１つに基づ
くものである、請求項１の方法。
【請求項５】
前記固有の器具識別子が、ＩＭＳＩ（国際移動電話加入者識別番号）、ＥＳＮ（電子シリ
アル番号）、ＭＥＩＤ（移動機識別子）、ＩＭＥＩ（国際移動機識別子）、ＳＮ（電子シ
リアル番号）、モデル番号及びメーカー名の少なくとも１つを含む、請求項１の方法。
【請求項６】
前記モバイル装置と関連した固有識別子を受信しかつ登録することを更に含み、それによ
り、前記識別されたモバイル装置との通信を制限する、請求項１の方法。
【請求項７】
前記登録されたモバイル装置から前記第２のモバイル装置の識別子を受信すること；前記
登録されたモバイル装置に登録承認を送信すること；及び、前記第２のモバイル装置に登
録操作情報を送信すること；による第２のモバイル装置の登録を更に含む、請求項６の方
法。
【請求項８】
前記登録されたモバイル装置から登録解除される前記第２の登録されたモバイル装置の前
記識別子を受信すること；前記登録されたモバイル装置に登録解除承認を送信すること；
前記登録された第２のモバイル装置に登録解除コマンドを送信すること；及び、登録解除
されたモバイル装置との通信を中断すること；による前記第２のモバイル装置の登録解除
を更に含む、請求項７の方法。
【請求項９】
前記登録されたモバイル装置から前記第２のモバイル装置の識別子を受信すること；前記
登録されたモバイル装置に登録承認を送信すること；前記第２のモバイル装置に登録指示
情報を送信すること；及び、住宅へ出入りするための前記第２のモバイル装置の機能性を
制限すること；による第２のモバイル装置の登録を更に含む、請求項６の方法。
【請求項１０】
前記登録されたモバイル装置から前記第２のモバイル装置の識別子を受信すること；前記
登録されたモバイル装置に登録承認を送信すること；前記第２のモバイル装置に登録指示
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情報を送信すること；モバイル装置の登録を可能にしないことにより前記第２のモバイル
装置の機能性を制限すること；及び、プログラムされた日時に前記第２のモバイル装置と
の通信を中断すること；による第２のモバイル装置の登録を更に含む、請求項６の方法。
【請求項１１】
前記登録されたモバイル装置から前記第２のモバイル装置に関連する固有識別子を受信す
ること、及び、前記第２のモバイル装置に器具通信アプリケーションのダウンロードリン
クを提供すること、を更に含む、請求項１の方法。
【請求項１２】
前記第２のモバイル装置及び前記器具間の今後の通信を可能にするため、前記器具での登
録を第２のモバイル装置に要請することを更に含む、請求項１の方法。
【請求項１３】
前記第２のモバイル装置及び前記器具間の通信を不能にするため、前記第２のモバイル装
置を登録解除することを更に含む、請求項１２の方法。
【請求項１４】
前記第２のモバイル装置からユーザセキュリティパスワード及び電子メールアドレスの少
なくとも１つを受信し、該ユーザセキュリティパスワード及び電子メールアドレスを該第
２のモバイル装置に関連する前記器具に加えることを該第２のモバイル装置に可能にさせ
ることを更に含む、請求項１２の方法。
【請求項１５】
前記登録されたモバイル装置から前記第２の登録されたモバイル装置に関連する使用不能
コマンド及び固有識別子を受信して、前記器具及び該第２の登録されたモバイル装置間の
通信を不能にすることを更に含む、請求項７の方法。
【請求項１６】
所有者と関連するモバイル装置と協働して役立つ器具を第２の携帯電話サービスプロバイ
ダに識別しかつ登録するコンピュータ化された方法であって：
現在前記器具によって使われている第１の携帯電話ネットワーク経由で、該登録されたモ
バイル装置から該器具で、一度限りの時間制限された起動コード及びデータであって、該
第２の携帯電話サービスプロバイダによって該モバイル装置に提供された該一度限りの時
間制限された起動コード及びデータを受信すること；
前記第２の携帯電話サービスプロバイダに前記一度限りの時間制限された起動コード及び
固有の器具識別子を前記第２の携帯電話ネットワーク経由で前記器具によって送信して、
該第２の携帯電話ネットワークプロバイダで該器具の起動を始めること；
及び、前記第２の携帯電話サービスプロバイダから前記第２の携帯電話ネットワーク経由
で起動承認を前記器具で受信して、前記第２の携帯電話ネットワークプロバイダで前記器
具の起動を確認すること；を含む、方法。
【請求項１７】
複数の登録されたモバイル装置の少なくとも１つに新しい器具識別子を送信し、前記第２
の携帯電話サービスプロバイダと関連する該新しい器具識別子に関する新しいアカウント
の複数の登録されたモバイル装置の少なくとも１つに通知することを更に含む、請求項１
６の方法。
【請求項１８】
未登録の第三者のモバイル装置から要請される登録を受信すること；少なくとも１つの登
録されたモバイル装置に少なくとも１つの警告メッセージを送信すること；前記少なくと
も登録されたモバイル装置の１つから肯定的／否定的な確認を受信すること；前記少なく
とも１つの許可されたパスワードの１つと前記登録されたモバイル装置からのパスワード
を合致させること；及び、前記未登録の第三者のモバイル装置を登録させる／登録させな
いこと；を更に含む、請求項１の方法。
【請求項１９】
未登録の第三者のモバイル装置から要請される登録を受信すること；少なくとも１つの登
録されたモバイル装置に少なくとも１つの警告メッセージを送信すること；前記未登録の
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第三者モバイル装置から合致したパスワードを受信すること；及び、前記未登録の第三者
モバイル装置を登録すること；を更に含む、請求項１の方法。
【請求項２０】
ＳＩＭモジュールの存在を検出すること更に含む、請求項１の方法。
【請求項２１】
前記登録されたモバイル装置からＧＰＳ位置のリクエストを受信すること；及び、現在の
ＧＰＳ位置を前記登録されたモバイル装置に送信すること；を更に含む、請求項１の方法
。
【請求項２２】
前記登録されたモバイル装置から紛失しているモバイル装置の位置のリクエストを受信す
ること；及び、前記紛失しているモバイル装置の現在のＧＰＳ位置を前記登録されたモバ
イル装置に送信すること；を更に含む、請求項１の方法。
【請求項２３】
前記登録されたモバイル装置によりセットアップされた料金受取り装置の会社の支払い受
取勘定アカウントと関連するアカウントを用いて料金支払いを完了すること；記憶された
支払いアカウント情報と関連する料金支払い請求を前記料金受取り装置から受信すること
；前記料金受取り装置を所有する前記会社と関連して前記記憶された料金支払いアカウン
ト情報の該料金受取り装置への送信を含み、料金支払いを完了すること；及び、前記支払
い情報記録を前記器具のメモリに記憶すること；を更に含む、請求項１の方法。
【請求項２４】
前記登録されたモバイル装置に前記完了された料金支払いの記録を送信することを更に含
む、請求項２３の方法。
【請求項２５】
前記モバイル装置によりセットアップされた前記登録されたモバイル装置の前記所有者と
関連するオンデマンドのアカウントを用いて料金支払いを完了すること；料金支払い請求
を前記料金受取り装置から受信すること；及び、前記モバイル装置の前記所有者と関連す
る前記料金支払いアカウント情報の前記料金受取り装置への送信を含み、料金支払いを完
了すること；を更に含む、請求項１の方法。
【請求項２６】
前記器具と関連する少なくとも１つのセンサから警告を受信すること；及び、前記登録さ
れたモバイル装置に前記警告を送信すること；を更に含む、請求項１の方法。
【請求項２７】
前記少なくとも１つのセンサが運動検出センサ、音声センサ、映像センサ及び熱センサの
うちの少なくとも１つを含む、請求項２６の方法。
【請求項２８】
前記器具に関連して自動車が静止位置にある時の継続時間を検出し、窓及びドアの閉鎖を
検出すること；前記自動車内部で動いている目標物及び熱源の少なくとも１つを検出する
こと；及び、前記登録されたモバイル装置へ警告メッセージを送信すること；を更に含む
、請求項２６の方法。
【請求項２９】
前記登録されたモバイル装置からコマンドを受信することを更に含み、該コマンドは、ド
アを解錠すること；窓を下げること；警笛を鳴らすこと；アラームを起動させること；暖
房装置をオンにすること；エアコンをオンにすること；照明を付けること；及び、緊急セ
ンタに電話をかけて前記自動車ハンズフリーマイクロホン及びスピーカを使用可能にする
こと；の少なくとも１つを含む、請求項２８の方法。
【請求項３０】
前記登録されたモバイル装置に映像イメージ及び音声ファイルの少なくとも１つを送信す
ることを更に含む、請求項２９の方法。
【請求項３１】
前記器具が自動車に関連するものであり、前記方法は前記登録されたモバイル装置からプ
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ログラムされた速度で少なくとも１つのＧＰＳ位置を受信することを更に含む、請求項１
の方法。
【請求項３２】
前記自動車が前記少なくとも１つのＧＰＳ位置に近接する一方で該自動車の前記速度が前
記プログラムされた速度を上回る時を検出しかつ記憶することを更に含む、請求項３１の
方法。
【請求項３３】
前記登録されたモバイル装置に対応する警告を送信することを更に含む、請求項３２の方
法。
【請求項３４】
前記器具が自動車に関連するものであり、前記方法は前記登録されたモバイル装置から分
単位の値によりプログラムされたタイマーで少なくとも１つのＧＰＳ位置を受信すること
を更に含む、請求項１の方法。
【請求項３５】
前記タイマーがそのプログラムされた値に到達した時に毎回ルート追跡データを記録する
ことを更に含み、前記ルート追跡データは、前記自動車の速度；前記ＧＰＳ位置；時間；
日付；及び、前記自動車の識別を含む、請求項３４の方法。
【請求項３６】
前記登録されたモバイル装置から入力状態クエリを受信することを更に含む、請求項６の
方法。
【請求項３７】
前記登録されたモバイル装置に前記対応している入力状態を送信することを更に含む、請
求項３６の方法。
【請求項３８】
前記登録されたモバイル装置から物理的な位置と関連する近接クエリを受信すること；前
記登録されたモバイル装置から接続リクエスト及び器具アプリケーションコードを受信す
ること；及び、前記登録されたモバイル装置に前記器具アプリケーションコード又はダウ
ンロードリンクを送信して、前記登録されたモバイル装置による前記家庭用器具又は住宅
関連設備の作動を可能にすること；を更に含む、請求項６の方法。
【請求項３９】
前記登録されたモバイル装置からコマンドを受信することを更に含み、該コマンドはエン
ターテイメントシステムと関連するものである、請求項３８の方法。
【請求項４０】
前記登録されたモバイル装置からコマンドを受信することを更に含み、該コマンドは自動
車と関連するものである、請求項６の方法。
【請求項４１】
前記コマンドが、ドアロック又は解錠コマンド、窓の開又は閉コマンド、及び、空気調節
器オン又はオフのコマンドの少なくとも１つである、請求項４０の方法。
【請求項４２】
前記登録されたモバイル装置から他の装置へコマンドを転送することを更に含み、該コマ
ンドは、セキュリティシステムコマンド、システム、車両のコマンド、監視システムコマ
ンドの少なくとも１つである、請求項１の方法。
【請求項４３】
前記登録されたモバイル装置から他の装置へコマンドを転送することを更に含み、該コマ
ンドは、住宅通用門コマンド、潅漑システムコマンド、ＨＡＶ（暖房、空気調節及び換気
）システムコマンド、器具コマンド、エンターテイメントシステムコマンド、発電機コマ
ンド、太陽光発電システムコマンド、フィットネスシステムコマンド、通信システムコマ
ンド、パーソナルコンピュータコマンド、照明システムを含む住宅照明コマンド、プール
又は温泉加熱コマンドの少なくとも１つである、請求項１の方法。
【請求項４４】
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前記登録されたモバイル装置に対応する警告を送信することを更に含む、請求項４２の方
法。
【請求項４５】
前記公共サービスプロバイダに関連して他の装置へ前記登録されたモバイル装置からコマ
ンドを転送することを更に含み、該コマンドは、電気サービス、水サービス、ガスサービ
ス、廃棄物サービス及びリサイクルサービスの少なくとも１つと関連する公共サービスア
カウント支払いセットアップである、請求項１の方法。
【請求項４６】
電気サービス、水サービス、ガスサービス、廃棄物サービス及びリサイクルサービスの少
なくとも１つに関連する毎月のサービス請求書を対応の関連する前記公共サービスプロバ
イダに転送することを更に含む、請求項１の方法。
【請求項４７】
ドアベル及びインターコムに関連した入力イベントで前記登録されたモバイル装置にメッ
セージを送信し、前記登録されたモバイル装置と前記ドアベル及び前記インターコムとの
間の双方向通信を可能にすることを更に含む、請求項１の方法。
【請求項４８】
電子メールアドレスの所有者へ回復したパスワードを電子メールで送る目的のために、電
子メールサーバに該電子メールアドレス及びコマンドを送信することを更に含む、請求項
１の方法。
【請求項４９】
特定の出来事が起こる時、前記器具の前記位置及び性質の警告メッセージを前記登録され
たモバイル装置及び前記緊急ステーションへ送信することを更に含む、請求項１の方法。
【請求項５０】
前記特定の出来事が、エアバッグの膨張；又は前記車体への衝撃；であることを更に意味
する、請求項４９の方法。
【請求項５１】
前記モバイル装置から危険状態入力を受信することを更に含み：前記方法は、非常灯をつ
けること；前記緊急ステーションに警告メッセージ及び前記位置を送信すること；前記登
録された送受話器に警告メッセージ及び前記位置を送信すること；及び、前記自動車ハン
ズフリーマイクロホン及びスピーカに双方向通信を提供すること；を含む、請求項１の方
法。
【請求項５２】
記録時間をプログラムすること；映像入力を記録し始めること；ペット用ドアを開けるこ
と；音声レコーダを再生すること；プログラムされた一定期間の間ＲＴＣを実行すること
；ペット用ドアを閉めること；記録を停止すること；及び、前記モバイル装置にメッセー
ジを送信することを含むコマンドをプログラムするモバイル装置から受信することを更に
含む、請求項１の方法。
【請求項５３】
記録時間をプログラムすること；映像入力を記録し始めること；ペット用ドアを開けるこ
と；音声レコーダを再生すること；プログラムされた一定期間の間前記ＲＴＣを実行する
こと；ペット用ドアを閉めること；記録を停止すること；前記モバイル装置にメッセージ
を送信すること；及び、記録を再生することを含むコマンドをプログラムするモバイル装
置から受信することを更に含む、請求項１の方法。
【請求項５４】
給餌時間をプログラムすること；フィーダドアを開けること；プログラムされた一定期間
の間前記ＲＴＣを実行すること；及び、前記フィーダドアを閉めることを含むコマンドを
プログラムするモバイル装置から受信することを更に含む、請求項１の方法。
【請求項５５】
前記１つの登録されたモバイル装置からコマンドを受信すること、及び、第２の登録され
たモバイル装置から第２のコマンドを更に受信することを更に含み、前記コマンドがロボ
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ットの制御装置に関連するものである、請求項６の方法。
【請求項５６】
ユーザのモバイル装置と協働して役立つコンピュータ化された器具であって、前記器具は
、所有者と関連するモバイル装置から一度限りの時間制限された起動コード及びデータで
あって、携帯電話サービスプロバイダによって該モバイル装置に提供された該一度限りの
時間制限された起動コード及びデータを受信するため； 前記携帯電話サービスプロバイ
ダに前記一度限りの時間制限された起動コード及び固有の器具識別子を携帯電話ネットワ
ーク経由で送信するため；及び、前記携帯電話サービスプロバイダから前記携帯電話ネッ
トワーク経由で割り当てられた電話番号及び起動承認を受信するために構成された、コン
ピュータ化された器具。
【請求項５７】
所有者と関連するモバイル装置と協働して役立つ新しい器具を識別しかつ登録するコンピ
ュータ化された方法であって、携帯電話サービスプロバイダに携帯電話ネットワーク経由
でモバイル装置によって起動リクエスト及び関連するユーザＩＤ及びパスワードを送信す
ること；前記携帯電話サービスプロバイダから前記携帯電話ネットワーク経由で前記モバ
イル装置においてプロセス確認の起動を受信すること；前記携帯電話サービスプロバイダ
から前記携帯電話ネットワーク経由で前記モバイル装置において前記所有者と関連する個
人の支払い情報を受信すること；前記携帯電話サービスプロバイダから前記携帯電話ネッ
トワーク経由で前記モバイル装置において前記一度限りの時間制限された起動コード及び
データを受信すること；新しい器具に前記モバイル装置によって前記一度限りの時間制限
された起動コード及びデータを送信すること；及び、前記新しい器具の起動がうまく行く
と、該新しい器具から前記携帯電話ネットワーク経由で前記モバイル装置において起動完
了通知を受信すること；を含む、方法。
【請求項５８】
前記登録されたモバイル装置が、その所有者に訪問客の来訪を知らせるドアベル及びイン
ターコムに関連するメッセージを前記器具から受信して、該所有者及び該訪問客の間の通
信を可能にする、請求項５７の方法。
【請求項５９】
前記登録されたモバイル装置が前記器具から要請メッセージを受信するので、該登録され
たモバイル装置が、家庭用器具アクセサリを制御し、プログラムしかつモニタするために
該器具と通信するソフトウェアアプリケーションを受信することができる、請求項５７の
方法。
【請求項６０】
前記登録されたモバイル装置が前記器具から要請メッセージを受信するので、該登録され
たモバイル装置が、家庭用器具アクセサリを制御し、プログラムしかつモニタするために
該器具ともはや通信しないソフトウェアアプリケーションを削除することができる、請求
項５７の方法。
【請求項６１】
前記登録されたモバイル装置は、該モバイル装置が前記器具の短距離範囲内にある時、狭
域通信媒体において該器具内で通信し、更に、該登録されたモバイル装置は、該狭域通信
媒体で前記家庭用器具アクセサリと直接通信する、請求項５７の方法。
【請求項６２】
前記登録されたモバイル装置は、該モバイル装置が前記自動車制御アクセサリに関連して
前記器具の短距離範囲内にある時、狭域通信媒体において該器具内で通信する、請求項５
７の方法。
【請求項６３】
前記器具に近接クエリを送信すること；前記器具に前記接続リクエストを送信すること；
及び、前記器具から前記器具アプリケーションコード又はダウンロードリンクを受信して
、前記登録されたモバイル装置が前記家庭用器具又は住宅関連の設備を作動するのを可能
にすること；を更に含む、請求項５７の方法。
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【請求項６４】
前記狭域通信媒体において前記器具と通信しているドアベル及びインターコムと関連する
前記家庭用器具又は住宅関連設備であって、訪問客からの押ボタン入力を受信すること；
コマンドを前記器具に送信すること；前記器具から承認を受信すること；及び、前記器具
及び前記訪問客の間の双方向通信を確立すること；を含む、請求項６３の方法。
【請求項６５】
前記狭域通信媒体において前記器具と通信している一体化されたスマートペットドアと関
連する前記家庭用器具又は住宅関連設備であって、映像入力を記録すること；ペット用ド
アを開けること；演奏している音声レコーダを再生すること；ペット用ドアを閉めること
；又は、音声レコーダを停止すること；の少なくとも１つを含むコマンドを前記器具から
受信する、請求項６３の方法。
【請求項６６】
前記狭域通信媒体において前記器具と通信しているスマートペットフィーダと関連する前
記家庭用器具又は住宅関連設備であって、前記フィーダドアを開けること；又は、前記フ
ィーダドアを閉めること；の少なくとも１つを含むコマンドを前記器具から受信する、請
求項６３の方法。
【請求項６７】
前記器具にフィーダ補充コマンドを送信することを更に含む、請求項６６の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信の分野に関するものであり、特に無線又は有線の装置、あるいはＤ
ｅｖ（例えば器具）が、無線ネットワーク、特に携帯電話ネットワーク、無線インターネ
ットネットワーク及びそして、狭域通信（ＳＲＣ）ネットワークにおいて無線で通信する
ことができる携帯電話の通信に関する。ＰＣＭＤ（プログラム制御及びモニタ装置）又は
Ｄｅｖ（例えば、器具：‐発明者は本発明の記載においては用語「Ｄｅｖ」を用いていて
、特許請求の範囲においては用語「器具」を用いている）は、送受話器（例えば携帯電話
の送受話器）又は複数の携帯電話の送受話器と通信し、Ｄｅｖは、スマートフォン、タブ
レット、タブレットＰＣ、ラップトップＰＣ、ｉＰａｄのような装置、ＰＤＡ（パーソナ
ルデジタルアシスタント）、他のあらゆる携帯電子装置又はモバイル装置であってもよい
送受話器（例えばモバイル装置）に指示を送ることができ、Ｄｅｖは、その環境、関連機
器又は複数の関連機器をモニタかつ制御し、未許可のあるいは危険な出来事が発生した際
に警告を出して、所有者がその状況に対して適切な措置をとることができるように用いる
ことができる。
【０００２】
　Ｄｅｖにはユーザがもう一つの送受話器を追加する（登録する）ことができ、その送受
話器の所有者は、本来のユーザと同じ自動車／住宅制御及びモニタシステムへのアクセス
を有することができる。Ｄｅｖは、ユーザに紛失した、盗まれたあるいは使用していない
送受話器の除去（登録解除）を促す。
【０００３】
　Ｄｅｖにより、数百あるいは数千マイル（キロメートル）離れた友人又は親戚の送受話
器が住宅セキュリティ及びモニタシステムにアクセスするようにユーザがプログラムする
ことができ、その友人又は親戚は、プログラム可能な一定期間の間、彼／彼女の家に滞在
することができる。
【０００４】
　Ｄｅｖにより、ユーザは、例えばある週のある曜日の特定の時間の出入りのような、家
事の手伝い人（すなわち掃除人）による住宅セキュリティ及びモニタシステムの特定の機
能へのアクセスのみを可能にするように住宅の送受話器をプログラムすることができる。
そして、そのような出入りの記録がユーザにより作成され、記憶され、閲覧することがで
きる。
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【０００５】
　Ｄｅｖは、その制御及びモニタシステムに彼／彼女の送受話器を通じて登録を試みた人
がいる場合、ユーザに警告することができるので、ユーザはその試みに気付き、それを解
除するか解除しないかのオプションを有することができる。
【０００６】
　Ｄｅｖにより、ユーザは彼／彼女の送受話器を経て、紛失している登録されたもう一つ
の送受話器をＧＰＳで見つけることができる。
【０００７】
　Ｄｅｖにより、簡単に起動しかつ新しいネットワークに登録することができるかなりシ
ンプルなメカニズムが提供されて、ユーザは他の携帯電話サービスプロバイダを選択する
自由を有することができる。
【０００８】
　Ｄｅｖにより、ユーザは遠隔でＧＰＳへデータを入力しそこから検索することができ、
そのＧＰＳにより自動車の現在の場所を問い合わせることができる。
【０００９】
　Ｄｅｖにより、運転手は電子的に料金（すなわち橋、ハイウェイの料金）徴収人に支払
うことができ、取引口座は後のチェックのためにメモリに記憶される。
【００１０】
　Ｄｅｖにより、ユーザは遠隔で他の運転手の運転速度のような運転習慣を記録しそれを
見ることができ、随意に、その最高速度を超えた場合、その場所、時間そして持続期間を
ユーザに警告することができる。また自動車レンタル、タクシー、トラック会社などは、
後のチェックのため会社の記憶装置サーバに送信され記憶される各々の自動車の運転記録
を有することができる。
【００１１】
　Ｄｅｖは、彼／彼女の自動車の許可された移動又は使用を自動車所有者に知らせること
ができる。また、所有者にその出来事がどこでいつ起こったかという場所及び時間を知ら
せることができる。
【００１２】
　Ｄｅｖにより、外気の温度が非常に高い又は低い時に子供又はペットを彼／彼女の駐車
した自動車に残している極めて危険な状態を運転手に警告することができる。
【００１３】
　Ｄｅｖにより、ユーザは彼／彼女の送受話器を通じて彼／彼女の自動車及びアクセサリ
を遠隔でプログラムし、制御しかつモニタすることができる。
【００１４】
　Ｄｅｖにより、例えば自動車への突然の衝撃及び／又はエアバッグが膨らむような事故
の場合には緊急センタへ通報することができる。運転手は、ハンドフリースピーカ及びマ
イクにより緊急オペレータと通信することができる。運転手はまた、彼／彼女の電話が機
能しない又は彼／彼女が所有していない場合には、自動車の「ダイヤル及びトーク」ボタ
ンにより、彼／彼女の（登録されたもう一つの送受話器）の家族と話をすることができる
。
【００１５】
　Ｄｅｖにより、ユーザは、彼／彼女の送受話器を通じて、例えば：アラームをオン又は
オフにする、家への出入りをモニタする、その運動検出器を見る、そして、遠隔でその内
外の環境を観察するように彼／彼女の住宅セキュリティシステムにプログラムし、制御し
モニタするためにその制御及びモニタシステムを使用することができる。
【００１６】
　Ｄｅｖは、彼／彼女の住宅又は会社への認可されたあるいは不法な侵入が発生した際、
家の所有者に警告することができる。また、所有者に住宅又は会社内の正確な場所、そし
て発生時間を知らせることができる。
【００１７】
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　Ｄｅｖは、モニタカメラがその入力の変化を検出した際、家の所有者に警告し、彼／彼
女の視聴及び意思決定のためにビデオ画像を所有者に送信することができる。
【００１８】
　Ｄｅｖは、１つ又は複数の無線送受話器／端末、コンピュータ、サーバなどと有線／無
線で通信し、Ｄｅｖと：送受話器／端末、サーバ／コンピュータ（有線／無線）のような
１つ又は複数の装置との間で口座情報を交換して、金融（又は非金融）取引あるいは他の
必要な金融（又は非金融）取引を容易にすることができる。
【００１９】
　Ｄｅｖは、インターネット上の複数のサーバからダウンロードされる又は器具／装置か
らＤｅｖへ転送されてそのＤｅｖから送受話器に送信されるソフトウェアアプリケーショ
ンの助けを借りて住宅又は会社の１つ又は複数の家庭用器具／装置と、有線／無線で通信
することができる；したがって、ユーザは送受話器を通じて、Ｄｅｖを経てその器具／装
置を制御し、プログラムし、モニタし、閲覧し、記録し、再生することができる。
【００２０】
　Ｄｅｖにより毎月のユーザの公共料金の情報：（すなわち、電気／水／ガスメータ測定
値）を施設に送信するように制御され、プログラムされ、有線／無線で通信することがで
き、その会社のコンピュータは、料金を処理し計算することができる。電力会社は自動的
に支払いを完了させる、又はユーザの送受話器にその情報を送信し、その送受話器を使用
して彼／彼女は、オンラインで支払うことによって取引を完了することができる。
【００２１】
　Ｄｅｖにより、彼／彼女の送受話器（どこに彼／彼女がいても）経由で彼／彼女に知ら
せることでユーザはドアベルを鳴らした訪問客と話をすることができ、インターコム（正
面ドアのスピーカ及びマイク）により通信が可能になる。招かれない訪問客には、その時
点で所有者が自宅にいないことは知られない。
【００２２】
　Ｄｅｖにより、家の所有者は、１日複数回特定の時間に、裏庭にペットを放すように、
一体化されたスマートペットドア（そのドア、スピーカ及びカメラ）と通信することで彼
／彼女のペット（イヌ）の健康をモニタすることができる。例えば：そのドアを開けて、
スピーカで所有者音声を聞かせ、同じスピーカを再生して家の中へ戻るように誘導／命令
する、そしてペットドアを閉めて、ロックすることができる。
【００２３】
　Ｄｅｖは、遠隔で携帯電話ネットワークを経て送受話器によりプログラムされ、制御す
されるロボット装置に埋め込むことができる。携帯電話通信は、インターネットよりもよ
りユビキタス的で、実用的で、リアルタイムでかつどこででもできる。ロボット装置は、
例えば遠隔内科手術、遠隔救援活動、遠隔消火活動及び救出、ドローンを飛ばして商品を
配達するなどの状況において使うことができる。
【００２４】
　Ｄｅｖは、携帯電話ネットワーク又は人工衛星ネットワーク（又は携帯電話、無線、有
線、地上波及び人工衛星から構成されるハイブリッドネットワーク）を経て、送受話器又
はコンピュータへその場所を通信するように送受話器又はコンピュータによってプログラ
ムされかつ制御されるブラックボックス、輸送コンテナなどに埋め込むことができる。
【００２５】
　Ｄｅｖは無線装置であり特に携帯電話装置であるので、携帯電話ネットワークに登録し
て起動される必要があり、その後ネットワークコンピュータ／サーバがそれを認識して、
ネットワークに入り他のモバイル装置と通信するのが可能になる。携帯電話送受話器、タ
ブレット、パーソナルアシスタントなどとは異なり、その登録された１つ以上送受話器に
よりプログラムされた場合、Ｄｅｖは他の送受話器又は無線デバイスと通信する。Ｄｅｖ
は、他人が通信しようとしても他の皆の携帯電話装置と通信もしないし、反応もしない。
つまり、招かれてない呼出し／メッセージは無視する又は答えない（起動／登録の間は例
外である）。Ｄｅｖは、登録された送受話器から命令及びデータを受信し、復号化して、
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実行し、意図された／プログラムされたようにそのタスク／機能を実行し、そして、送受
話器／装置に情報及び／又は状況を送信する。送受話器からの命令及びデータは、パケッ
ト、バイナリ、又はバイナリ及びＡＳＣＩＩテキスト形式の組合せであってもよい。送受
話器からの命令は好ましくは、コード化された送受話器電話番号及び暗号化されたパスワ
ードを含むので、Ｄｅｖはそれらを不必要なソースと差別化することができる。電話番号
及びパスワードがＤｅｖのメモリに記憶されたものと合致する場合、Ｄｅｖは、それに応
じてコマンドを実行する。データは、映像及び音声テキスト形式であってもよい。Ｄｅｖ
からの情報及び／又は状況は、パケット、バイナリ、又はバイナリ、ＡＳＣＩＩ、映像、
ストリーミング映像及び音声、あるいはストリーミング音声テキスト形式の組合せであっ
てもよい。Ｄｅｖは、従来技術の当業者に公知であるように、送受話器にメッセージを送
り出来事が起こった際に所有者に警告する（本発明におけるテキストメッセージの送信は
ＩＭ、ＭＭＳ“マルチメディア・メッセージサービス”、ｉＭｅｓｓａｇｅｓの形状のデ
ータメッセージ送信であってもよい）、あるいは、パスワード回復のために彼／彼女の電
子メールアドレスに所有者のパスワードを送信するようアプリサーバ又は電子メールサー
バへ命令を送る。
【００２６】
　Ｄｅｖの機能は、その環境をモニタして制御することと、他の意図した無線デバイスと
通信することである；そしてセキュリティ装置として機能する場合、望まない他者に容易
に削除されないあるいは使用不能にされないような適所に設置されなければならない。Ｄ
ｅｖは好ましくは、マイクロコントローラ又はＣＰＵ、ＩＣ（一体化チップセット）、Ｅ
ＰＬＤ、（ソフトウエアコード、アプリケーションプログラム、携帯電話アカウント情報
、ＯＳなどのための）揮発性及び非揮発性メモリ（すなわち、フラッシュ、ＲＡＭ、ＳＤ
ＲＡＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＲＯＭ、ＳＳＤ、記録媒体など）の記憶装置、アンテナ、携帯電
話／無線ＬＡＮチップセット、ＳＲＣ（狭域通信）インタフェース、コンポーネンツ（Ｎ
ＦＣ、Ｗｉ－Ｆｉ、ブルートゥース、ＵＳＢ、無線周波数（ＲＦ）技術）及び一般のＩ／
Ｏで構成される埋め込み式電子モジュールの形である。モジュールは、自動車に適用され
る時には自動車制御回路の一部であっても、家に適用される時には住宅セキュリティシス
テムの一部であっても、ロボット装置又は輸送コンテナに適用される時には電子回路の一
部であってもよい。
【００２７】
　Ｄｅｖは、無線で他の装置／サーバからソフトウェアアプリケーションを得て、記憶し
実行することができる。自動車の場合、Ｄｅｖは、橋の料金又は道路の通行料を必要とす
る場合に料金の支払いを容易にするための金融アカウントのアプリケーションを含む。ま
たユーザが他の登録された送受話器のＧＰＳで場所を突き止めることができるという特徴
も含む。ユーザは、他の制御装置を発見／見つけるために使用する自動追加及び削除機能
を有することで、住宅又は遠くにある敷地で装置／器具を制御することができる。そして
、その機能性において、送受話器経由でユーザからの命令によって追加する、あるいは後
に削除することができる。
【００２８】
　Ｄｅｖは、メイン送受話器が他の送受話器を登録することができ、一緒にＤｅｖと通信
することができ、例えばロボット／手術／捜索救出ロボットのようなＤｅｖの環境で何が
起こっているかをモニタし制御するように、そして、カメラ及びセンサを通じて何が起こ
っているかをモニタして端末スクリーンにリアルタイムイメージを表示するように調整さ
れる汎用制御システムを提供する。あるいは汎用制御システムは、ブラックボックス、輸
送コンテナなどに埋め込まれてもよく、送受話器又はコンピュータによってプログラムさ
れ、それらの位置は追跡され、その送受話器又はコンピュータによってモニタされる。
【００２９】
　これらの３つの用途‐自動車、住宅、及びロボット／手術／捜索救出において、操作／
輸送コンテナ／ブラックボックスは引用例のためのものであり、Ｄｅｖがこれらの用途の
みに制限されることを意味するものではない。
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【００３０】
　Ｄｅｖはその有効期間において、数回所有者が変わる可能性があり、持ち主が変わった
時、新しい所有者により容易に起動され登録される必要がある。また、未許可の起動又は
登録を防ぎ、それが起こった際に所有者は警告される。これにより、所有者（送受話器に
よる）が新しいサービスプロバイダのネットワークにＤｅｖを起動させることで現在のプ
ロバイダと契約中に所有者は他のサービスプロバイダへの切り替えが非常に容易になる。
新しいサービスプロバイダでの起動がうまく実行された後、Ｄｅｖは以前のネットワーク
から停止され、更に他の登録された送受話器に命令を送信して、Ｄｅｖの新しい電話番号
を更新する。
【背景技術】
【００３１】
　携帯電話／装置はすでに自動車の中に存在しているが、それらの機能は極めて制限され
ている。現在のシステムの主な機能は、運転手の携帯電話が鳴った時に電話を引き継ぎ、
彼／彼女がそれに答えて、外部からの電話にハンズフリーで通信することである。他の用
途においては、車の所有者は遠隔で車をロック／解除する、あるいはエンジンを始動する
ことができる。その理由の一部は、完全な解決法をまだ提供していない自動車メーカーが
本発明で示されるようなメカニズムにどのように追いつくかが問題になっているので、本
発明で引用されるように（この場合、すでに運転手の携帯電話送受話器の機能を引き継ぐ
自動車の携帯電話の埋め込み式電話モジュールの中にある）携帯電話システムはプログラ
ムされ、制御され、モニタすることができ、所有者の送受話器と通信することができ、そ
の機能を実行する。ハードウェア（マイクロコントローラ及び携帯電話チップセット）を
拡張することで例えば：ＧＰＳ、エンジンオイル／燃料量、速度計記録、ドアロック、自
動車アラーム、点火系統などの車の他の装置とのインタフェースを持たせることはあまり
なく、本発明で示されるように明確で直線的なメカニズムである場合、自動車所有者がモ
ニタし、プログラムし、彼／彼女が選んだ携帯電話サービスプロバイダによって容易に起
動させ、彼／彼女の携帯電話と通信することは、実施されてこなかった。
【００３２】
　住宅モニタセキュリティシステムは、固定的な装置であり、ホームセキュリティ会社に
より接続されモニタされるので、挑戦的なものではない。住宅モニタシステムはまた電話
回線（高価でありかつ電話回線の遮断により不能になりやすい）を必要とし、毎月のサー
ビス料金は非常に高い。そのモニタは、システム及び多くの場所を監督する責任を有する
セキュリティ職員にとって良いものであるというだけである。システムはホームセキュリ
ティ会社によって設置されなければならず、何かが起こったあるいは住宅に侵入されたと
きに所有者に電話及び／又は警告すること以外、たいしたものは提供しない。所有者もセ
キュリティ会社も、警察が到着するまで、何が起こったか全くわからず、あるいは、所有
者は家に帰る又は会社に戻ってしまう。たいてい、これは、カーテンが落下してセンサが
作動したなどの誤報により発生する可能性がある。また、メーカーのウェブサイトにオン
ラインでつながれた住宅用に設置した防犯カメラも存在する。それは所有者が彼／彼女の
アカウントを作成し、後でログインして、カメラが何を見たかを確認し、何が起こったか
を観察するものである。これは受動的なシステムである、つまり、ユーザは、特定の状態
が起こったときに警告するように彼／彼女それをプログラムすることができないものであ
る。
【００３３】
　本発明は、所有者に２４時間モニタシステムを提供するものである。それは、多数の端
末をモニタする必要があるためにすべての活動を完全にモニタする能力を有しない第三者
に代わって、ユーザの（及び彼／彼女の家族の）送受話器に直接送信される。このシステ
ムは何かが起こった時に警告を出し、所有者はリアルタイムで何が起こったかを彼／彼女
の（Ｄｅｖがすでに関連した情報を送信した）送受話器において見ることができる。プロ
グラム、制御及びモニタは、すべて送受話器によって実行され、一方で、現在の支払いシ
ステムは、住宅内にあるキーパッドとユーザが家の近くにいる時システムをオン／オフす
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るための遠隔のハンドヘルド装置を必要とする。本発明は、住宅警告システムを超えるも
のを提供する。本発明において、所有者は、例えば：暖房装置、ケーブル／衛星テレビ、
ガレージオープナ、入口ドアロック、ヘルプ‐アラート着用者、スプリンクラ制御システ
ム、ドアベル及びインターコム、ペットの毎日の要求、電気メータの計測及び電力会社へ
のその情報の送信、その他多くの他の家庭用器具／装置を制御、モニタする手段を得るこ
とができる。
【００３４】
　現在、車の所有者向けに例えば：ａｕｔｏａｌａｒｍｐｒｏ.ｃｏｍ社のＡｕｔｏＡｌ
ａｒｍ Ｐｒｏ、そしてｖｉｐｅｒ.ｃｏｍ社のＶｉｐｅｒ Ｓｔａｒｔのような市販のキ
ットはすでに提供されているので、それらを自分で集めて組み立ててもプロに設置しても
らってもよく、遠隔でプログラムされ、モニタされ、特定の出来事又は状態が自動車に起
こった際警告を出すことができる。これらの解決法は、所有者が余計な装置やその設置コ
ストを払う必要があり、自動車メーカーの保証の一部を無効にするような構造の修正を必
要とするので、あまり実際的でない。また、それは車が製造時の完全なパッケージの一部
ではなく、後で設置されなければならないので、高価である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００３５】
【特許文献１】米国特許出願第２０１１０２４４８４６Ａ１号公報
【特許文献２】米国特許出願第２００８００５７９２９Ａ１号公報
【００３６】
　Ｍｉｎによる：米国特許出願第２０１１０２４４８４６Ａ１号及び第２００８００５７
９２９Ａ１号“遠隔制御システムを有する携帯電話”は、移動通信ネットワーク、複数の
遠隔システム及びサーバの中で携帯電話による遠隔自動車及び住宅制御システムに言及し
たものである。Ｍｉｎは、ハードウェアの観点から彼の発明のシステムにおける相互接続
及び複数の統合を記載したが、自動車／住宅で装置がネットワークにつながるようにどの
ように登録されて起動されるか、そして、どのようにその所有者の電話番号及び他のすべ
ての送受話器の番号を得て、予想外の出来事について所有者及び家族に警告を出すかにつ
いては言及していない。
【００３７】
　したがって、無線ネットワークをプログラムし、制御しかつモニタするための改良され
たシステム及び方法の緊急の要求が存在することは明らかである。
【発明の概要】
【００３８】
　本発明は、自動車及び住宅（又はビジネス）電子制御及びアラーム／セキュリティモニ
タシステムに利用されかつ一体化される無線装置（Ｄｅｖ）を含むメカニズムを示すもの
である。本発明はまた、携帯電話、インターネットネットワーク及び他の有線／無線ネッ
トワークを通じて、複数の携帯電話送受話器、インターネット装置が情報を共同制御し、
モニタし、共有し交換するような一般の入出力機能を制御する一般の制御（ロボット）装
置を示すものである。多くの用途がすでに存在する、あるいは本発明の用途から恩恵を受
けて発明がなされるので、これらの３つの引用例は、唯一の用途として制限されるべきも
のではない。
【課題を解決するための手段】
【００３９】
　Ｄｅｖの起動の前に、所有者は好ましくは、彼／彼女の選んだ携帯電話サービスプロバ
イダと接触し、Ｄｅｖのための無線サービスプランを得て、サービスプロバイダのネット
ワークでＤｅｖがうまく起動するように例えば：起動パスワード及びユーザＩＤ、アカウ
ント番号、及び／又は（サービスプロバイダがそれと加入者と関連させることができるよ
うな）何らかの必要な情報といった起動パラメータ（起動データ）を受け取る。所有者は
、サービスプロバイダの販売代理店へ行く、電話で接触する、あるいはオンラインでアク
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セスして必要な情報を得ることができる。
【００４０】
　携帯電話の送受話器がより一般的な装置になっているので、起動はより容易である。し
かしながら、携帯電話のユーザでさえ、サービスプロバイダを選択する、あるいは異なる
サービスプロバイダへ切り替える時、彼／彼女が新しい送受話器を選び、同時にサービス
プロバイダの従業員にそれを起動させ登録させるために彼／彼女が自らサービスプロバイ
ダの販売代理店に出向く必要がある。動作不可能時間と人的資源を減らすため、効率を向
上させるため、そしてユーザの待機時間及び欲求不満を最小化するため、サービスプロバ
イダは、例えば：無線（ＯＴＡ）及びオンデマンド起動（ＯＤＡ）のように装置の自動起
動を提供することで起動プロセスを単純化しスピードアップする方法を見つけ出した。Ｏ
ＴＡは、Ｄｅｖが起動の間一時的にネットワークにつながることを意味し、そしてＯＤＡ
は、携帯電話サービスプロバイダが起動の間Ｄｅｖに使用可能な電話番号を割り当てるこ
とを意味する。（したがって、Ｄｅｖ及びそのＳＩＭ、又は、Ｕ／ＳＩＭあるいはＭｏｄ
ＳＩＭは、修正されたＳＩＭとして発明者によって定められ、類似した記憶装置領域がい
かなる電話番号によっても前もってプログラムされる必要はない）。彼／彼女の送受話器
の一つとしてユーザが同じサービスプロバイダを選ぶ場合、同じアカウント番号が、サー
ビスプロバイダによって一般に実施されるようにグループアカウントとして使うことがで
きる。最初にユーザ／所有者がする必要があるのは、Ｄｅｖを起動させて、Ｄｅｖへ彼／
彼女の送受話器電話番号を（彼／彼女のアカウント情報に加えて）登録することであり、
それがうまく起動した後、Ｄｅｖは送受話器と通信することができる。
【００４１】
　起動の前又はその間に、ユーザは、特定の起動データをＤｅｖに（送受話器を用いて）
送信しなければならず；それは送受話器がそのため（Ｄｅｖと送受話器と間の通信）の関
連するソフトウエアを含まなければならないことを意味する。通常の送受話器はＤｅｖを
実行するソフトウェアアプリケーションを含まないので、起動プロセスの始まりの間（Ｄ
ｅｖの起動ボタンが押される、あるいは音声で起動する命令が出された後）、ＤｅｖはＳ
ＲＣを経た送受話器への通信を試行する。送受話器から反応がないあるいは間違った反応
が返ってくる場合、Ｄｅｖは送受話器にメッセージ又は複数のメッセージを送り、必要な
ソフトウエアをダウンロードするようにウェブサイトのユーザに知らせる。ソフトウエア
が送受話器にダウンロードされた後、Ｄｅｖ及び送受話器はＳＲＣを経て適切に通信する
ことができるので、情報は交換され、そしてＤｅｖに必要な起動データも送受話器からＤ
ｅｖまで送信することができる。この間に、ウェブサイトがその選択した送受話器を通じ
てユーザに知らせる可能性があるので、Ｄｅｖのソフトウエアもまた必要に応じて及びユ
ーザの意向で更新することができる。
【００４２】
　Ｄｅｖ起動リクエストは、従来技術の当業者に公知であるようにＳＭＳ、ＵＳＳＤスト
リング又は他の手段の形であってもよい。起動の間そしてその前に、Ｄｅｖと送受話器は
、従来技術の当業者に公知である例えば：ブルートゥース、有線／無線ＵＳＢ、ＮＦＣ、
Ｗｉ－Ｆｉ、無線周波数（ＲＦ）技術又は発明者にＳＲＣ（狭域通信）として定義される
ような近距離通信を経て互いに通信する。
【００４３】
　Ｄｅｖ起動は、（住宅用の制御及びモニタシステムの場合）筐体の側部のボタン、ある
いは（自動車制御及びモニタシステムの場合）ガレージオープナをプログラムするものに
類似した室内のリアミラーに配置する押ボタンを押すことにより開始することができる。
これは同期装置、装置同期などと称される。携帯電話ネットワークにＤｅｖを起動させる
ことは、それが更にいくつかのステップを必要とするのを除いてガレージオープナをプロ
グラムすることに類似している。
【００４４】
　Ｄｅｖの起動は：サービスプロバイダサーバ／コンピュータ、認証センタ、ホームロケ
ーションレジストリ、起動サーバ／コンピュータ、プロビジョンサーバ／コンピュータ、
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又はサービスプロバイダに関連するあるいはそれにより提供される他のシステムのように
様々な名前で知られる公知のサービスプロバイダの装置により実行され、そして、プロビ
ジョンアプリケーション記憶コンピュータ／サーバ（ＰＡＳＣ）又はプロビジョンサーバ
１１４として本発明では言及される。プロビジョンサーバは、従来技術の当業者に公知で
あるようにサービスプロバイダ内部ネットワークシステムの一部であってもよい、あるい
はインターネット／携帯電話ネットワーク上に別々に存在してもよい。
【００４５】
　上記の本発明の様々な特徴は単独であるいは共に実施することができる点に留意のこと
。これらのそしてまた他の本発明の特徴は、以下の発明の詳細な説明において、そして図
面と共に更に詳細に記載されている。
【図面の簡単な説明】
【００４６】
　本発明をより明らかに確認するために、いくつかの実施態様が一例として、添付の図面
に関連して記載される：図面の説明は以下のとおりである。
【００４７】
【図１】図１は、Ｄｅｖ１０６が作動している本発明の好適な例示的なネットワークを示
す。
【図２】図２は、自動車の用途におけるＤｅｖ１０６の本発明のハードウェア機能ブロッ
ク図の好適な例を示す。
【図３】図３は、住宅の用途におけるＤｅｖ１０６の本発明のハードウェア機能ブロック
図の第２の変形例の好適な例を示す。
【図４】図４は、ロボットの用途におけるＤｅｖ１０６の本発明のハードウェア機能ブロ
ック図の第３の変形例の好適な例を示す。
【図５】図５は、自動車の用途におけるＤｅｖ１０６の本発明のソフトウエアブロック図
の好適な例を示す。
【図６】図６は、住宅の用途におけるＤｅｖ１０６の本発明のソフトウエアブロック図の
第２の変形例の好適な例を示す。
【図７Ａ】図７Ａは、自動車／住宅の用途におけるＤｅｖ１０６と通信している本発明に
関する送受話器１０２のソフトウエアブロック図の好適な例を示す。
【図７Ｂ】図７Ｂは、自動車／住宅の用途におけるＤｅｖ１０６と通信している本発明に
関する送受話器１０２のソフトウエアブロック図の好適な例を示す。
【図８】図８は、送受話器１０２に必要な起動及びアプリケーションプログラムをダウン
ロードする際の本発明の好適な例のフロー図を示す。
【図９】図９は、自動車／住宅の用途における送受話器１０２に必要な起動及びアプリケ
ーションプログラムをダウンロードする際の本発明の送受話器のスクリーン表示の好適な
例を示す。
【図１０】図１０は、自動車／住宅の用途における送受話器１０２に必要な起動及びアプ
リケーションプログラムをダウンロードする際の本発明の送受話器のスクリーン表示の好
適な例を示す。
【図１１】図１１は、ダウンロードされた自動車／住宅用のアプリケーションソフトウェ
アを作動／実行する際の本発明の送受話器のスクリーン表示の好適な例を示す。
【図１２】図１２は、自動車／住宅の用途においてＤｅｖ１０６をネットワークへ起動さ
せる際の本発明の送受話器のスクリーン表示の好適な例を示す。
【図１３】図１３は、ダウンロードされた自動車／住宅用のアプリケーションソフトウェ
アを作動／実行する際の本発明の送受話器のスクリーン表示の好適な例を示す。
【図１４】図１４は、自動車／住宅の用途においてＤｅｖ１０６をネットワークへ起動さ
せる際の本発明の送受話器のスクリーン表示の好適な例を示す。
【図１５Ａ】図１５Ａは、Ｄｅｖ１０６をネットワークへ起動させる際の本発明の好適な
例を示す。
【図１５Ｂ】図１５Ｂは、Ｄｅｖ１０６をネットワークへ起動させる際の本発明の好適な
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例を示す。
【図１６Ａ】図１６Ａは、Ｄｅｖ１０６をネットワークへ起動させる際の本発明の好適な
例を示す。
【図１６Ｂ】図１６Ｂは、Ｄｅｖ１０６をネットワークへ起動させる際の本発明の好適な
例を示す。
【図１７】図１７は、Ｄｅｖ１０６をネットワークへ起動させる際の本発明の好適な例を
示す。
【図１８】図１８は、Ｄｅｖ１０６をネットワークへ起動させる際の本発明の好適な例を
示す。
【図１９】図１９は、自動車／住宅の用途において本発明に関するユーザ情報、そして送
受話器及びＤｅｖの通信の相互作用をＤｅｖ１０６の最初のファイルを示す送受話器のス
クリーン表示の好適な例及びフロー図を示す。
【図２０】図２０は、自動車／住宅の用途において本発明に関するユーザ情報、そして送
受話器及びＤｅｖの通信の相互作用をＤｅｖ１０６の最初のファイルを示す送受話器のス
クリーン表示の好適な例及びフロー図を示す。
【図２１Ａ】図２１Ａは、Ｄｅｖ１０６に新しい送受話器を追加して（例えば、登録して
）登録された送受話器１０２の送受話器のスクリーン表示の好適な例を示す。追加された
後に、新しい送受話器１０２がサインインしＤｅｖ１０６に登録され、本発明に関連して
登録された送受話器１０２としてＤｅｖを制御することができるようになる。
【図２１Ｂ】図２１Ｂは、Ｄｅｖ１０６に順々に２つの新しい送受話器を追加して登録さ
れた送受話器１０２の送受話器のスクリーン表示の好適な例を示す。追加された後に、新
しい送受話器１０２がサインインしＤｅｖ１０６に登録され、Ｄｅｖ１０６の限られた機
能を制御するように制限される。同様に、第２の送受話器１０２も一時的にサインインし
、本発明に関連してＤｅｖ１０６が特定のプログラム可能な日付にその機能を終了するよ
うに制御される。
【図２２】図２２は、本発明に関連して追加された送受話器のサインインの間、登録され
た送受話器１０２、Ｄｅｖ１０６、加えられた送受話器１０２及びアプリサーバ１０８間
の相互作用を示す送受話器のスクリーン表示の好適な例及びフロー図を示す。
【図２３】図２３は、本発明に関連してＤｅｖ１０６から登録された他の送受話器を削除
する（例えば、登録解除する）際の登録された送受話器１０２の送受話器のスクリーン表
示の好適な例を示す。
【図２４Ａ】図２４Ａは、本発明に関連するＤｅｖ１０６のユーザパスワード回復アプリ
ケーションを示す送受話器のスクリーン表示の好適な例及びフローチャートを示す。
【図２４Ｂ】図２４Ｂは、自動車／住宅の用途における本発明に関連するＤｅｖ１０６の
構成（コマンド）を示す送受話器のスクリーン表示の好適な例及びフロー図を示す。
【図２４Ｃ】図２４Ｃは、本発明に関連するＤｅｖ１０６の自動車／住宅の装置／Ｄｅｖ
情報（コマンド）を示す送受話器のスクリーン表示の好適な例を示す。
【図２５】図２５は、本発明に関連する自動車／住宅の用途におけるＤｅｖ１０６への新
しい送受話器１０２の送受話器登録を示す送受話器のスクリーン表示の好適な例及びフロ
ー図を示す。
【図２６】図２６は、本発明に関連する新しい送受話器の送受話器登録プロセスの間のＤ
ｅｖ１０６及びＤｅｖの通知メッセージを登録された送受話器１０２に表示する通知され
た送受話器のスクリーンのフロー図の好適な例を示す。
【図２７】図２７は、本発明に関連する送受話器１０２及びＤｅｖ１０６間のアプリ更新
を示す送受話器のスクリーン表示の好適な例及びフロー図を示す。
【図２８】図２８は、（ユーザが携帯電話サービスを選ぶ又は新しいプロバイダに移す場
合）自動車／住宅の用途において作動中のＤｅｖ１０６を他のネットワークに起動させる
際の本発明の送受話器のスクリーン表示の好適な例を示す。
【図２９】図２９は、（ユーザが携帯電話サービスを選ぶ又は新しいプロバイダに移す場
合）自動車／住宅の用途において作動中のＤｅｖ１０６を他のネットワークに起動させる
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際の本発明の送受話器のスクリーン表示の好適な例を示す。
【図３０】図３０は、本発明に関連する自動車の用途においてＤｅｖ１０６の制御及びモ
ニタメニューを示す送受話器のスクリーン表示の好適な例及びフロー図を示す。
【図３１】図３１は、本発明に関連する自動車の用途においてＤｅｖ１０６のＧＰＳエン
トリを示す送受話器のスクリーン表示及びフロー図の好適な例を示す。
【図３２】図３２は、本発明に関連する自動車の用途においてＤｅｖ１０６のＧＰＳエン
トリを示す送受話器のスクリーン表示及びフロー図の好適な例を示す。
【図３３】図３３は、本発明に関連する自動車の用途において料金アカウントセットアッ
プメニュー及びＤｅｖ１０６のアカウント活動リストを示す送受話器のスクリーン表示の
好適な例を示す。
【図３４】図３４は、本発明に関連する自動車の用途においてＤｅｖ／器具１０６を含む
自動車における料金収集ステーションの一例を示す。
【図３５】図３５は、本発明に関連する自動車の用途において料金収集の間の様々な装置
の相互作用を示すフロー図の好適な例を示す。
【図３６】図３６は、本発明に関連する自動車の用途において料金収集の間、Ｄｅｖ１０
６のプログラムフローを示すフローチャートの好適な例を示す。
【図３７】図３７は、本発明に関連する自動車の用途において料金収集の間の他の料金ア
カウントセットアップ、そしてＤｅｖ１０６の様々な装置間の相互作用とプログラムフロ
ーを示す送受話器のスクリーン表示の好適な例、及びフロー図とフローチャートを示す。
【図３８】図３８は、本発明に関連する自動車の用途においてＤｅｖ１０６の自動車ロケ
ータを示す送受話器のスクリーン表示の好適な例及びフローチャートを示す。
【図３９】図３９は、本発明に関連して紛失している送受話器１０２の場所を突き止める
際のＤｅｖ１０６での問合せ送受話器（１０２）スクリーン相互作用を示す送受話器のス
クリーン表示の好適な例及びフローチャートを示す。
【図４０】図４０は、ルート追跡及び速度警告プログラム及びセットアップ、様々な装置
の相互作用を示す送受話器のスクリーン表示の好適な例及びフロー図を示す。表示はまた
、本発明に関連する自動車の用途においてＤｅｖ１０６のルート追跡及び速度警告リスト
を示す。
【図４１Ａ】図４１Ａは、本発明に関連する自動車の用途において未許可の出来事が起こ
った際のＤｅｖ１０６から送受話器１０２への警告を示す送受話器のスクリーン表示の好
適な例を示す。
【図４１Ｂ】図４１Ｂは、本発明に関連する自動車の用途において異常な出来事が起こっ
た際のＤｅｖ１０６から送受話器１０２への警告を示す送受話器のスクリーン表示の好適
な例を示す。
【図４２】図４２は、本発明に関連する自動車の用途においてＤｅｖ１０６から送受話器
１０２へのエンジン状態を示す送受話器のスクリーン表示の好適な例を示す。
【図４３】図４３は、本発明に関連する住宅の用途においてＤｅｖ１０６の住宅セキュリ
ティアラームの構成を示す送受話器のスクリーン表示の好適な例を示す。
【図４４】図４４は、本発明に関連する住宅の用途においてＤｅｖ１０６のホームアラー
ム機能の状態及びそのモニタを示す送受話器のスクリーン表示の好適な例を示す。
【図４５】図４５は、本発明に関連する住宅の用途においてＤｅｖ１０６のホームアラー
ム機能のプログラム及び制御を示す送受話器のスクリーン表示の好適な例を示す。
【図４６】図４６は、本発明に関連する住宅の用途において未許可の出来事が起こった際
のＤｅｖ１０６から送受話器１０２への警告を示す送受話器のスクリーン表示の好適な例
を示す。
【図４７】図４７は、本発明に関連する住宅の用途においてカメラでの出来事が実行され
る際のＤｅｖ１０６から送受話器１０２への警告を示す送受話器のスクリーン表示の好適
な例を示す。
【図４８】図４８は、本発明に関連する住宅の用途においてＤｅｖ１０６による家庭用器
具の追加を示す送受話器のスクリーン表示の好適な例、フローチャート及びフロー図を示
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す。
【図４９】図４９は、本発明に関連する住宅の用途においてＤｅｖ１０６による家庭用器
具の追加を示す送受話器のスクリーン表示の好適な例、フローチャート及びフロー図を示
す。
【図５０】図５０は、本発明に関連する住宅の用途においてＤｅｖ１０６による家庭用器
具の追加を示す送受話器のスクリーン表示の好適な例、フローチャート及びフロー図を示
す。
【図５１】図５１は、本発明に関連する住宅の用途においてＤｅｖ１０６による家庭用器
具の追加を示す送受話器のスクリーン表示の好適な例、フローチャート及びフロー図を示
す。
【図５２】図５２は、本発明に関連する住宅の用途においてＤｅｖ１０６による家庭用器
具の削除を示す送受話器のスクリーン表示の好適な例を示す。
【図５３】図５３は、本発明に関連する住宅の用途において住宅又は敷地内で送受話器１
０２がＳＲＣ（狭域通信）でＤｅｖ１０６及び他の器具と通信する際の様々な装置（Ｄｅ
ｖ１０６、送受話器１０２及び他の家庭用器具）の間での相互作用の好適な例を示す。
【図５４】図５４は、本発明に関連する住宅の用途において住宅又は敷地内で送受話器１
０２がＳＲＣ（狭域通信）でＤｅｖ１０６及び他の器具と通信する際の様々な装置（Ｄｅ
ｖ１０６、送受話器１０２及び他の家庭用器具）の間での相互作用の好適な例を示す。
【図５５Ａ】図５５Ａは、本発明に関連する住宅の用途においてユーザが、エンターテイ
メントシステムを制御してプログラムするために（Ｄｅｖ１０６経由で）彼／彼女の送受
話器１０２を使用する場合の送受話器１０２及びＤｅｖ１０６間の通信を示す送受話器の
スクリーン表示の好適な例を示す。
【図５５Ｂ】図５５Ｂは、本発明に関連する住宅の用途においてユーザが、ガレージオー
プナを開閉するために（Ｄｅｖ１０６経由で）彼／彼女の送受話器１０２を使用する場合
の送受話器１０２及びＤｅｖ１０６間の通信を示す送受話器のスクリーン表示の好適な例
を示す。
【図５６Ａ】図５６Ａは、本発明に関連する住宅の用途においてユーザが、暖房及び空気
調節システムを制御してプログラムするために（Ｄｅｖ１０６経由で）彼／彼女の送受話
器１０２を使用する場合の送受話器１０２及びＤｅｖ１０６間の通信を示す送受話器のス
クリーン表示の好適な例を示す。
【図５６Ｂ】図５６Ｂは、本発明に関連する住宅の用途においてユーザが、入り口のドア
を開閉するために（Ｄｅｖ１０６経由で）彼／彼女の送受話器１０２を使用する場合の送
受話器１０２及びＤｅｖ１０６間の通信を示す送受話器のスクリーン表示の好適な例を示
す。
【図５７】図５７は、本発明に関連する住宅の用途においてユーザが、庭用スプリンクラ
装置を制御してプログラムするために（Ｄｅｖ１０６経由で）彼／彼女の送受話器１０２
を使用する場合の送受話器１０２及びＤｅｖ１０６間の通信を示す送受話器のスクリーン
表示の好適な例を示す。
【図５８】図５８は、本発明に関連する住宅の用途において毎月の請求書を受領し料金を
電力会社５９８２に支払っているユーザの、送受話器１０２、電力会社５９８２、Ｄｅｖ
１０６及び電気メータ４８８４間の通信を示す送受話器のスクリーン表示の好適な例及び
フロー図を示す。
【図５９】図５９は、本発明に関連する住宅の用途において毎月の請求書を受領し料金を
電力会社５９８２に支払っているユーザの、送受話器１０２、電力会社５９８２、Ｄｅｖ
１０６及び電気メータ４８８４間の通信を示す送受話器のスクリーン表示の好適な例及び
フロー図を示す。
【図６０Ａ】図６０Ａは、本発明に関連する住宅の用途において、ヘルプアラート装置４
８７４の着用者をモニタし話す際の送受話器１０２及びＤｅｖ１０６の通信を示す送受話
器のスクリーン表示の好適な例及びフロー図を示す。
【図６０Ｂ】図６０Ｂは、本発明に関連する住宅の用途において訪問客によって鳴らされ
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たドアベルに答えるようにインターコム４８８６と通信するために送受話器１０２を使用
するユーザのＤｅｖ１０６経由の通信を示す送受話器のスクリーンの好適な例及びフロー
図を示す。
【図６１】図６１は、本発明に関連する住宅の用途においてユーザが、一体化スマートペ
ットドア制御システムをプログラムし、セットアップして制御するために（Ｄｅｖ１０６
経由で）彼／彼女の送受話器１０２を使用する場合の送受話器１０２及びＤｅｖ１０６間
の通信を示す送受話器のスクリーン表示の好適な例を示す。
【図６２】図６２は、本発明に関連するロボットの用途における様々な装置の相互作用の
好適な例を示す。
【発明を実施するための形態】
【００４８】
　本発明はここで、添付の図面にて示したようにそのいくつかの実施態様に関して以下に
詳細に説明される。以下の説明では、多数の具体的な詳細が本発明の実施態様の完全な理
解を提供するために説明される。しかしながら、実施態様はこれらの具体的な詳細のいく
つかあるいはすべてなしでも実施することができることは当業者にとって明らかである。
他の例では、本発明を不必要に不明瞭にしないため周知のプロセスステップ及び／又は構
造は詳述されず、発明の精神に含まれるすべての変更及び修正は保護されるべきものであ
る。実施態様の特徴及び効果は、以下の図面及び解説に関連してよりよく理解される。更
に、「本発明」又は「発明」は、「本発明の実施態様」を指す意図を有するものである。
【００４９】
　本発明の態様、特徴及び例示的な実施態様の効果は、添付の図面と共に以下の記載に関
連してよりよく理解されるものである。本明細書に提供される本発明に記載の実施態様は
、例として図示するのみのためであり、制限的なものではないことは、当業者にとって明
らかである。同じあるいは類似した目的のための他の特徴は、別途特に定められない限り
、この説明において開示されるすべての特徴と置き換えることができる。したがって、そ
の修正において多数の他の実施態様が、本明細書で定義されかつその同等物として本発明
の範囲内に含まれるものと予測される。それゆえに、例えば「あるだろう」、「ないだろ
う」、「するだろう」、「しないだろう」、「するべきである」及び「するべきでない」
のような用語の使用は、本明細書に開示される実施態様が単に例示的なものであるので、
本発明の範囲を制限する意図を有しないものである。
【００５０】
　また、例えば：送受話器／Ｄｅｖを作成する、呼び出す、話す、答える、警告を出す、
動かす、許可する、使用する、プログラムする、制御する、モニタする、起動する、ダウ
ンロードする、検出する、得る、含む、引き受ける、捕らえる、転送する、更新する、構
成する、加える、登録する、削除する、登録解除する、比較する、作動する、送る、選ぶ
、始める、ロックする、ロック解除する、記録する、オンにする、オフにする、再生する
、送信する、並進する、送る、無視する、受信する、表示する、実行する、通信する、コ
ード化する、封入する、暗号化する、解読する、引き出す、復号化する、処理する、確認
する、ナビゲートする、交換する、実行する、知らせる、コピーするといった用語を使用
する際は、マイコンシステムのメモリに存在し、コンポーネンツ、すなわち携帯電話チッ
プセット、メモリ装置、周辺Ｉ／Ｏ、トランシーバ、アンプ、アナログフロントエンド、
別々の／一体化したＩＣの支持に関連してＣＰＵによって実行される、送受話器１０２又
はＤｅｖ１０６（プログラムコード、ＯＳ、Ｉ／Ｏドライバなど、及びそれらのプロセス
間通信）のアプリケーションプログラムの動作及びプロセスを指すものと理解される。
【００５１】
　また、別途特に定められない限り（「新しい送受話器」、「登録されていない送受話器
」、「普通の送受話器」、「通常の送受話器」のように）；本発明の主な目標として送受
話器が互いに通信するようにＤｅｖに登録されなければならないので、「送受話器」及び
「登録された送受話器」は本明細書において、発明者による説明の容易さのために区別せ
ずに用いられるものと理解される。
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【００５２】
　本発明は、無線デバイス「Ｄｅｖ又は器具」に関するものである。特に、Ｄｅｖはその
周囲の環境を制御しモニタするためにモジュールに存在するあるいはその一部である携帯
電話装置である。以下の例では、３つの用途が引用されるが、これはＤｅｖがこれらの用
途のみに制限されることを意味するものではない。制御する及びプログラムするとは、Ｄ
ｅｖがそうするように命令されるあるいはプログラムされることを意味し、その通信は選
択された数の装置に制限される（それらの電話番号はＤｅｖのメモリに保存される）。Ｄ
ｅｖがユーザの送受話器（又は上記の類似した装置）によりネットワークに起動され、Ｄ
ｅｖが登録されてネットワーク（後ほど）によって認識することができ；Ｄｅｖがユーザ
／送受話器によって構成され、プログラムされ、制御され；追加の送受話器が、Ｄｅｖの
メモリに加えられ／登録されて、追加のユーザがＤｅｖをプログラムしかつ利用すること
ができ；もう使われない（廃止した）送受話器がＤｅｖのメモリから削除され（登録解除
され）;ＤｅｖがそのＩ／Ｏから状態及び出来事をモニタして、報告し；Ｄｅｖがどの送
受話器／装置が情報交換するのに選んだかがわかり；Ｄｅｖが情報を送るべきアプリサー
バをリクエストすることができるように、電子メールアドレスを知っていて；Ｄｅｖがそ
の多くの機能のために１つ以上の送受話器（又は無線／モバイル装置）によってプログラ
ムされ；Ｄｅｖが予想外あるいは潜在的に壊滅的な出来事が起こった時、１つ以上の送受
話器（又は無線／モバイル装置）に警告を出し；送受話器がそのＳＲＣネットワークレン
ジ内にある場合、Ｄｅｖは登録された送受話器と通信してＳＲＣネットワークへ切り替え
；追加の家庭用器具／装置が発見されかつ繋がれ、それらのアプリケーションがコピー又
はダウンロードされ（ダウンロードリンク経由で）実行されて、器具が、携帯電話ネット
ワークを通じてＤｅｖを経て、あるいは、送受話器が媒体の範囲内にある時直接ＳＲＣネ
ットワークを経て直接前記器具にユーザの送受話器によってプログラム及び制御され；及
び、その器具／装置が使用されない時、家庭用器具／装置がＤｅｖ及び送受話器から削除
される、システム及び方法の必要性が存在する。
【００５３】
　上記の概要を実現するため、以下の工程が好ましくは実施される。
【００５４】
　機能するネットワーク：本発明は、無線通信の分野に関するものであり、特に、携帯電
話通信又は長距離有線／無線ネットワーク又はＧＳＭ（登録商標）ネットワーク、ＣＤＭ
Ａネットワーク、ＷＣＤＭＡ（登録商標）ネットワーク、ＴＤ－ＳＣＤＭＡネットワーク
、ＮＡＭＰＳネットワーク、及び／又は、ＧＳＭ（登録商標）／ＥＤＧＥ 及びＵＭＴＳ
／ＨＳＰＡ、３ＧＰＰ、４Ｇ ＬＴＥ、例えば人工衛星ネットワーク又は従来技術の当業
者に公知の有線、無線、地上波及び人工衛星多くの種類の媒体で構成されるハイブリッド
ネットワークのような他の類似した将来の媒体に基づいて、その派生物―ＧＰＲＳ、ＥＤ
ＧＥ、 ＣＤＭＡ２０００、ＬＴＥ、 ＴＤ－ＬＴＥに従って機能するネットワークに関す
る。また本発明は、従来技術の当業者に公知である例えば：ブルートゥース、無線ＵＳＢ
、ＮＦＣ、Ｗｉ－Ｆｉ、無線ＬＡＮ、又は他の無線周波数（ＲＦ）技術のような「狭域通
信」ＳＲＣにも関係するものである。
【００５５】
　起動プロセスの間、Ｄｅｖへの携帯電話通信がまだ確立されていない又は中断されてい
るので、ＤｅｖはＳＲＣ（ブルートゥース、無線ＵＳＢなど）を通じて送受話器と通信す
る。送受話器は一方で携帯電話及びインターネット接続を有するので、アプリサーバから
の起動及びアプリケーションソフトウェアを必要に応じてメモリにダウンロードすること
ができ、Ｄｅｖ起動プロセスの前と間に、サーバからＳＲＣメディアを通じてＤｅｖへ必
要な起動情報を送るために用いられる。
【００５６】
　起動及びメモリに存在するアプリケーションソフトウェアで（送受話器へのダウンロー
ド、あるいはＤｅｖへの更新が成功した後）、Ｄｅｖは無線起動（ＯＴＡ）を通じて起動
プロセスを開始する。このプロセスでは、起動するためにＤｅｖは、一時的にサービスプ
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ロバイダ、あるいはプロビジョンサーバ又は起動サーバ／コンピュータとして公知である
サービスプロバイダの装置に接続することができる。起動プロセスは、３つのフェーズに
要約される：まず、サービスプロバイダからの起動キー及び起動前データ、及びユーザア
カウント情報（すなわち自動車製造／自宅アドレス、アカウント名、アカウント番号）と
共にユーザの電話番号が起動された装置へ送られる。次に、起動リクエスト、起動キー、
装置識別子及び／又は起動された装置からの起動データが携帯電話プロバイダへ送られる
。最後に、起動／登録データ及び携帯電話プロバイダからの承認が起動された装置へ送り
返される。
【００５７】
　Ｄｅｖの起動のためのプロビジョンサーバとのメッセージの交換は必ずしも、直接の通
信であることを意味するわけではない。メッセージは多くのノードを通過し、それらは、
各々又は互いに、そして最後にプロビジョンサーバにこれらのメッセージを送信する。例
えば、メッセージはまず、サービスプロバイダ又はＭＳＣ／ＶＬＲ（モバイル中継センタ
／ビジターロケーションレジスタ）にメッセージを送信する１つ又は一連のタワー又は基
地局（ＢＴＳ）に行く。これらのメッセージが起動メッセージであるので、ＭＳＣ／ＶＬ
Ｒは、ＨＬＲ／ＡｕＣ（国内ロケーションレジスタ／認証センタ）、ＤＢＳ（データ確認
のためのデータベースサーバ）及びプロビジョンサーバ、又は、処理される／承認される
／許可されるためのＯＴＡ（無線）起動プロセッサにそれらを送信する（２０１３年１月
１０日のチャテルジー他による米国特許出願第２０１３／００１２２０７ Ａ１号の図１
、及び、２０１２年１２月１１日のラーションによる米国特許第８,３３１,９９０ Ｂ２
号の図１）。起動メッセージが行う送信の数、方法、場所、及びどの装置によって処理さ
れ送られるかはサービスプロバイダの内部レイアウト及び設計アーキテクチャ次第であり
、本発明の範囲外である。Ｄｅｖ起動の間、本発明は、従来技術における当業者に公知で
あるようにプロビジョンサーバによって送信／受信され、プロビジョンサーバによって処
理され、プロビジョンサーバによって承認されたデータについてのみ言及するものである
。
【００５８】
　本発明はまた、ユーザが起動させなければならない場合、ＳＩＭ記憶モジュールがすで
に使用可能である時を除いて；好ましくはすでに起動されたプラグインＳＩＭカード２７
０（図２）をサポートする。またユーザにとってのＳＩＭカードの恩恵は、彼／彼女が新
しい送受話器を得た際、再起動させることなく、電話帳、個人メッセージなどのようなす
べての個人情報を保持することができるような継続的使用における便利さである。一方で
そのような情報はＤｅｖにおいて必要でなく、Ｄｅｖは高性能な送受話器とは非常に異な
るように機能する。Ｄｅｖは、登録された電話又は登録された電話の１つのように限られ
た数の送受話器又はモバイル装置と通信するだけであり、送受話器とは異なり、Ｄｅｖは
、ユーザがそのＳＩＭカードにアクセスするのは容易ではない。そのタスクは、ユーザが
したいようにプログラムし、制御しモニタするのを可能にすることである。また、その周
囲で何が起こっているかを観察し、知らせることができるので、プログラム／指示された
ようにユーザに警告するオプションを提供することができる。
【００５９】
　サービスプロバイダの選択‐ユーザは、本発明を最大に使用するために好ましくはスマ
ートフォンを所有するべきである。本発明のプロトコルは、Ｄｅｖを起動してネットワー
クに供給され（そして登録されて、ネットワークによって認識され／認証される）；その
セキュリティタスクを構成し、プログラムし、制御しかつモニタし；料金を支払うための
アカウントをセットアップし；住宅の装置を本当に役立つ強力な装置にするためのリモー
トコントロール及びその使い方、そして、様々な機能を持たせるようにし；他の送受話器
又はもう使わない送受話器をＤｅｖへ／から登録／削除（登録解除）して、制御する／し
ない、プログラムする／されない、モニタする／せず、主な送受話器としてＤｅｖによっ
て警告されない／（もうされない）ように、メカニズムを利用するものである。
【００６０】
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　ユーザは、本人が電話又はオンラインによりサービスプロバイダに申し込みＤｅｖへの
ネットワークサービスを得る。ユーザは、（承認のため、サービスプロバイダに名前、住
所、雇用者の氏名及び住所、クレジット・カード[支払いの保証金のため]、送受話器電話
番号のような）情報又は個人データを提供し、サービスプロバイダは、ユーザにアカウン
ト番号（サービスプラン、サービス料金など）、ユーザＩＤ、起動パスワード及び起動電
話番号又は起動インターネットリンク（アドレス）といった情報を提供する。サービスプ
ロバイダは、ユーザのアカウント及び個人情報に基づいて、一度限り及び時間が限定され
たチケット（一回限定チケット）トークン又は識別子ＵＴＡＩＤ（好ましくは起動タイプ
／方法、セキュリティ／暗号化キー、起動キーで構成される固有一時起動識別子）を生成
し、ユーザの送受話器にそれを送信する。送受話器は次に、ＵＴＡＩＤを起動キーから分
離したＤｅｖへ承認させ、そして起動の間、サービスプロバイダにＤｅｖの自身の識別子
及び他のパラメータに加えてそれを送信する。この起動キーにより、サービスプロバイダ
／プロビジョンサーバはそのデータベースサーバに記録されたものに対して確認し、そし
て、起動の間それを加入者（のアカウント）と関連させることができる。ＵＴＡＩＤはま
た好ましくは、ＮＡＭ、ＳＩＭ（又はＵＳＩＭ又はＭｏｄＳＩＭ）、又はカスタマイズさ
れた起動タイプ／方法の起動方法（起動タイプ）を示すバイトを含み、Ｄｅｖによって受
信される際に、（ＮＡＭ、ＳＩＭ、ＵＳＩＭ、ＭｏｄＳＩＭ又はカスタマイズされた起動
タイプ／方法を用いて）Ｄｅｖがサービスプロバイダネットワークにそれ自体を起動させ
ることができる。ＵＴＡＩＤはまた、数学的アルゴリズム又はセキュリティ／暗号化キー
を好ましくは含み；それがＤｅｖによって受信され、復号化され、記憶され、実行される
際に、完全なプライバシーのためにそのＤｅｖの音声及びデータ通信を暗号化する。ＵＴ
ＡＩＤは、随意にＩＭＳＩを含むことができ、従来技術の当業者にとって公知であるよう
にそのダミーＩＭＳＩを使用する代わりに、Ｄｅｖが起動の間に送信するために使用され
る。
【００６１】
　起動の間、Ｄｅｖが好ましくは提供する他のパラメータは以下のものである：
‐サービスプロバイダがＮＡＭ起動の場合のように装置と関連させ、ＤｅｖのＮＡＭに前
もってプログラムされていて、一方でＤｅｖは起動の間、その割り当てられた電話番号及
びユーザのアカウント情報を記憶する、ＥＳＮ／ ＭＥＩＤ／ＩＭＥＩ（電子シリアル番
号／移動機識別子／国際移動機識別子）。‐サービスプロバイダが加入者（加入者識別）
と関連させる、ダミーＩＭＳＩ又はＩＭＳＩ（提供される場合にＵＴＡＩＤから復号化さ
れる国際移動電話加入者識別番号）及び、サービスプロバイダがＳＩＭ起動の場合のよう
に、ユーザのアカウント情報に加えて装置（装置識別）と関連させ、起動の間ＤｅｖのＳ
ＩＭメモリ記憶モジュール領域に記憶することができるＩＭＥＩ（国際移動機識別子）。
【００６２】
　好ましくは、サービスプロバイダはまた：ＤｅｖのＳＮ（シリアル番号）、モデル番号
、すでにＤｅｖのメモリに存在する装置のメーカー名のようなＤｅｖＩＤパラメータ（図
５／６の５４２／６４２）を関連させることができ、その一方で、ユーザのアカウント情
報、Ｄｅｖの割り当てられた電話番号及び、ＴＭＳＩは、ＭｏｄＳＩＭ起動の場合のよう
に起動の間、Ｄｅｖのメモリ記憶モジュールに記憶することができる。
【００６３】
　起動前‐未登録の送受話器：通常の送受話器は通常、起動及びアプリケーションソフト
ウェアを含まない。起動ボタンが押された場合（好ましくは、自動車の用途の場合、バッ
クミラーの近くで自動車内のビルトインガレージ・ドアオープナの場所の近く、又は、住
宅システムの用途の場合、筐体のそばに配置されている）、Ｄｅｖは、（Ｄｅｖに未登録
の）送受話器にＳＲＣ媒体経由で起動クエリを送り、適切な応答を待つ。応答がないある
いは不正確な応答が送受話器から戻った場合、Ｄｅｖは、送受話器に適切なアプリケーシ
ョンソフトウェアが含まれていないとみなし、送受話器にサーバロケーションへのリンク
を提供し、Ｄｅｖを起動させてＤｅｖと通信するようにアプリケーションソフトウェアを
実行するため、彼／彼女が送受話器へアプリケーションサーバ（アプリサーバ）から起動
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及びアプリケーションソフトウェアをダウンロードする必要があることをユーザに知らせ
るテキストメッセージを送信する。そしてユーザは、起動及びアプリケーションソフトウ
ェアのダウンロードへ進む。ダウンロードの前又はその間に、アプリサーバは好ましくは
、リクエストされたダウンロードの版が最新かどうか確認し、必要であれば（送受話器に
ソフトウエアの最新版をダウンロードして）、Ｄｅｖも最新版に更新される（ダウンロー
ドされる）。この場合、送受話器はそれ自身の起動及びアプリケーションソフトウェアを
アプリサーバからダウンロードするだけでなく、その記憶装置に最新版のＤｅｖのアプリ
ケーションをダウンロードし、Ｄｅｖにそれを送信する；あるいは、送受話器が、ダウン
ロードウェブリンクを有するアプリ更新コマンドをＤｅｖに送信し、Ｄｅｖにアプリ更新
をダウンロードさせる。Ｄｅｖのメーカーと連携して各々の携帯電話サービスプロバイダ
は、自社の起動及びアプリケーションソフトウェアを供給し、好ましくは、サービスプロ
バイダはＯＴＡ起動（無線）及びＯＤＡ起動（オンデマンド起動）をサポートする。
【００６４】
　Ｄｅｖ起動：ユーザがＤｅｖを使用し始める前に、Ｄｅｖは起動される必要があるので
、（ネットワークに登録する時に）認識されて、サービスプロバイダネットワークに許可
され；それによって、電話をかける／メッセージを送る、あるいは他の装置から電話を受
ける／メッセージを受信することができる。ユーザはＤｅｖを起動させる際に彼／彼女の
送受話器を使用し、‐サービスプロバイダからＵＴＡＩＤを得るための起動前データ（起
動ユーザＩＤ１２２６／１４２６、起動パスワード１２２８／１４２８）は、送受話器の
タッチスクリーン及びキーボード１２３５／１４３５からユーザによって入力することが
できる。送受話器電話は、サービスプロバイダのネットワークで認識されて接続された後
、Ｄｅｖがメッセージを送信する最初の装置であるので、ユーザは、（アカウント情報に
加えて）送受話器の電話番号１２２９／１４２９のような別の情報もＤｅｖに提供する。
起動の後、Ｄｅｖはパワーオンリセット２４９（図２／３／４）をして、従来技術の当業
者に公知であるようにネットワークに登録されて認識される（図１５Ａ／１５Ｂ、１６Ａ
／１６Ｂ及び１７／１９の１５１９Ａ／１５１９Ｂ、１６１９Ａ／１６１９Ｂ、及び、１
７１９／１８１９）。好ましくは、ユーザがＯＫメッセージを返して承認するので、Ｄｅ
ｖは送受話器への通信リンクが完了したことを認識し、ユーザはすぐにＤｅｖの初期化／
構成プロセスを始めることができる。
【００６５】
　Ｄｅｖとの通信の間、送受話器自体の電話番号（図１２／１４の１２２９／１４２９）
は好ましくはカプセル化され、すべての送受話器音声／メッセージがその電話番号（発信
者番号としても公知の）を持つ（又は先行する）わけではないので、データは（上述した
ようにＵＴＡＩＤで提供する同じセキュリティ／暗号化キーで）そのコマンドパケットに
おいて暗号化される；したがって、Ｄｅｖがそのパケットを受信する時、好ましくは、デ
ータを解読し、カプセルを開放する（カプセル化を逆転させる）、又は、送受話器の電話
番号をコマンドパケットから切り離す。次に、Ｄｅｖはそれを記憶された送受話器番号と
比較して、合致した場合のみ反応する。それからＤｅｖは、携帯電話ネットワーク１１８
又は携帯電話及びインターネットネットワークを経て送受話器と通信する（従来技術の当
業者に公知であるように、Ｄｅｖは好ましくは、送受話器がその近距離にある又はＳＲＣ
ネットワーク範囲内にある場合、ＳＲＣネットワーク１０４を経て送受話器と通信するた
めに自動的に切り替えることができる）。Ｄｅｖは、それから初期化されるあるいは、パ
スワード（セキュリティ向上のため）、ユーザの電子メールアドレス（パスワード回復の
ため）のような情報により送受話器経由でユーザによって構成され、メモリにそれらを記
憶する。ユーザはその時から、意図したタスクのためにＤｅｖをプログラムし、制御し、
モニタすることができる。
【００６６】
　ユーザはまた、好ましくはアカウントセキュリティパスワード（保護の向上のための）
で彼／彼女の送受話器を用いて、追加の送受話器を加えるコマンドを出すことができ、そ
れにより、Ｄｅｖは、これらの送受話器と通信し、送受話器ユーザのサービスのタスクを
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するよう導かれる。
【００６７】
　Ｄｅｖ起動は、以下のいずれかを用いて実行することができる。
・ＮＡＭ（番号割り当てモジュール）。ＮＡＭの主なパラメータは、割り当てられた電話
番号、ＭＩＮ／ＩＭＳＩ、システムＩＤ（ＥＳＮ／ＭＥＩＤ／ＩＭＥＩ）、アクセスオー
バーロードクラス、グループＩＤマーク、最初のページング・チャンネル、ロックコード
、ローカルＵＳＥフラグ、Ａ／Ｂシステム選択及びＭＩＮマークフラグである。
・ＳＩＭ（加入者識別モジュール）。ＳＩＭの主なパラメータは、ＩＭＳＩ、ＴＭＳＩ（
一時的ＩＭＳＩ）、ＭＳＩＳＤＮ、認証キー（Ｋｉ）、場合によりＩＣＣＩＤ及びＩＭＥ
Ｉである。
・ＭｏｄＳＩＭ（修正ＳＩＭ）。ＭｏｄＳＩＭの主なパラメータは、割り当てられた電話
番号、ＴＭＳＩ、ＤｅｖＩＤパラメータ及び認証キー（Ｋｉ）である。
【００６８】
　方法及びシステムは、以下の図において詳細に説明される。従来技術の当業者にとって
公知であるように、これらはＤｅｖを起動させる３つのみの方法であることを決して意味
するものではない。起動の新しくより良い方法のための要求がある場合、技術が変化して
改良されるにつれて、Ｄｅｖは、本発明において議論されるようにダウンロードして適当
なソフトウエアを備えることができる。
【００６９】
　起動及びアプリケーションソフトウェアは、送受話器及びＤｅｖの両方に存在する。
・起動ソフトウエアは、Ｄｅｖの起動、その一方の起動あるいはその両方の起動の間、プ
ロビジョンサーバで双方により使われかつ実行される。
・アプリケーションソフトウェアは、送受話器及びＤｅｖが互いに通信する際に使われか
つ実行される。ソフトウエアは、無線ネットワーク（携帯電話、インターネット）を通じ
てダウンロードされる、又は、更新されたソフトウエアは、より新しく改良した版を実行
するためにダウンロードされる（これらのソフトウエアプログラムは、本発明で装置アプ
リケーション記憶サーバ‐アプリサーバ１０８と呼ばれるサーバで記憶される）。
【００７０】
　起動期間の間、送受話器及びＤｅｖ間の通信は、従来技術の当業者に公知である、ブル
ートゥース、無線ＵＳＢ、ＮＦＣ、Ｗｉ－Ｆｉ、又は無線周波数（ＲＦ）技術のいずれか
であるＳＲＣ（狭域通信）を経て実行される。
【００７１】
　Ｄｅｖがうまく起動した後、Ｄｅｖは初期化リセット（又は電源内蔵リサイクル）を実
行して、ネットワークへ登録する（そして、サービスプロバイダのネットワークにより認
識される）。それから、Ｄｅｖはそのアプリケーションソフトウェアを起動し実行して、
ユーザの送受話器と通信する（上記のように、送受話器は、スマートフォン、タブレット
、タブレットＰＣ、ラップトップＰＣ、ｉＰａｄのような装置、ＰＤＡ（パーソナルデジ
タルアシスタント）、移動式の電子装置又はモバイル装置であってもよい）。それに対応
して、ユーザは、彼／彼女の送受話器（アプリケーションソフトウェアがダウンロードさ
れた）を用いてＤｅｖと通信し、送受話器のそれぞれのスクリーン及び関連したアイコン
に行きスクロールすることで、Ｄｅｖ１０６をプログラムして、そのプログラムされたタ
スクを制御して、命令して、モニタして、見ることができる。ユーザはまた、特定の未許
可の出来事が実行された時Ｄｅｖで彼／彼女の送受話器によって知らされる（警告される
）。
【００７２】
　Ｄｅｖをプログラムして、制御して、モニタするための方法とシステムは、以下に詳述
される。
【００７３】
　本発明の一態様（図８-１０）では、Ｄｅｖは（その起動ボタンが押された後）、ユー
ザの送受話器にアプリサーバのＵＲＬを記載したテキストメッセージを送信する（ＳＲＣ
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メディア経由で）ことによって開始され、Ｄｅｖを起動させるそのサイトから送受話器へ
彼／彼女に必要な起動及びアプリケーションソフトウェアをダウンロードするように指示
して、送受話器をＤｅｖと通信させるためにダウンロードされたアプリケーションを起動
し実行する。
【００７４】
　本発明の一態様では（図１１／１３、１２／１４、１５Ａ－１８）では、ユーザは、Ｄ
ｅｖのサービスアカウントを彼／彼女の携帯電話プロバイダから適用され取得した後、Ｄ
ｅｖ機能メニュー（図１１／１３）の活性化アイコンを実行することによってＤｅｖ起動
プロセスを開始する。ＮＡＭ（図１５Ａ／１５Ｂ）、ＳＩＭ（図１６Ａ／１６Ｂ）、Ｍｏ
ｄＳＩＭ（図１７／１８）あるいは、新しい又は改良された起動方法による起動プロセス
の間又はその前に、送受話器は、サービスプロバイダ又はプロビジョンサーバからＵＴＡ
ＩＤ（起動キー及び他のパラメータを含む固有一時起動識別子）を受信し、それからＤｅ
ｖにそれを送信する（ＳＲＣメディア経由で）。Ｄｅｖは起動キーをＵＴＡＩＤから得て
、起動プロセス（図１２／１４、１５Ａ－１８）を完了するためにプロビジョンサーバに
その識別子及び他の起動パラメータと一緒にそれを送信する。Ｄｅｖはこのようにネット
ワークに登録されかつ認識されて、それから、送受話器及び他の登録されたモバイル装置
と通信することができるようになる。起動プロセスの間、送受話器はまた、Ｄｅｖにその
電話番号を送信し（自動的に又はユーザの入力により）、ネットワークに接続可能になっ
た後確認メッセージを送受話器に送り返す（携帯電話経由で）。Ｄｅｖとの通信の間、携
帯電話（又は他の無線長距離ネットワーク）の一部がパケットを送信すると、送受話器（
又はモバイル装置）の電話番号は好ましくはコード化され、その電話番号がそのメモリに
記憶／記録されている場合のみ応答を返す。Ｄｅｖが送受話器から確認承認を受信すると
すぐに、それは、初期化アイコン（割り当てられた電話番号を含む図１２／１４のスクリ
ーン１２８０／１４８０の１２９０／１４９０）を送り返し、ユーザは彼／彼女の送受話
器及びＤｅｖ初期化プロセス（図１９／２０）を始めるために実行し、Ｄｅｖと通信して
その送受話器がＤｅｖの電話番号を使用することが可能になる。
【００７５】
　本発明の一態様（図１９／２０）では、ユーザは、彼／彼女の送受話器のインボックス
（図１２／１４のスクリーン１２８０／１４８０）において、Ｄｅｖ１０６から受信した
ばかりの初期化アイコン（図１２／１４の１２９０／１４９０）を、Ｄｅｖ１０６が確認
（図１２／１４のスクリーン１２７０／１４７０の成功アイコン１２７６／１４７６によ
って実行される）をユーザから受信した後、実行する。送受話器１０２はそれから、ユー
ザが必要な情報を入力できるスクリーン１９０２／２００２に進む。彼／彼女は、処理及
び記憶のためにＤｅｖへ送受話器によりすべて送信される：ユーザが選んだアカウントセ
キュリティパスワード１９１４／２０１４及び１９１６／２０１６（セキュリティ追加の
ため）、彼／彼女送受話器自体が選んだパスワード１９１８／２０１８、電子メールアド
レス（パスワード回復のため）、自動車識別、家の住所、及び緊急電話番号（例えば北米
では９１１、又は地域あるいは国によっては他の番号）のようにリクエストされたパラメ
ータを入力する。初期化の間、送受話器はまた、従来技術の当業者に公知のように、それ
らの通信においてアプリケーションによって用いられるＤｅｖの電話番号（１２２６）を
得て、記憶する。
【００７６】
　本発明の一態様（図２１Ａ）では、新しい送受話器１０２は、登録された送受話器１０
２によってＤｅｖ１０６に追加され（登録され）；制限なく登録された送受話器として、
Ｄｅｖ１０６を制御することができる。
【００７７】
　本発明の一態様（図２１Ｂ）では、新しい送受話器１０２は、登録された送受話器１０
２によってＤｅｖ１０６に追加され（登録され）；Ｄｅｖ１０６の制御において制限され
た機能を有する。
【００７８】
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　本発明の一態様（図２２）では、ちょうど新しく追加された送受話器１０２は、Ｄｅｖ
からアプリケーションダウンロードリンク及びメッセージを受信し、送受話器を作動させ
Ｄｅｖと通信させるためにその所有者に指示に従うように命じ、その新しい送受話器がタ
スクを完了する時も、登録している送受話器１０２の所有者に通知する。
【００７９】
　本発明の一態様（図２３）では、登録された送受話器は、他の登録された送受話器によ
ってＤｅｖから削除する（登録解除する）ことができる。
【００８０】
　本発明の一態様（図２４Ａ）では、Ｄｅｖは、ユーザが３回パスワードの入力に失敗し
た後、パスワード回復プロセスを実行する。Ｄｅｖは、電子メールサーバにパスワード回
復コマンドを送信し、回復されたパスワードをユーザに電子メールで送り返す。
【００８１】
　本発明の一態様（図２４Ｂ）では、ユーザは、自動車ナンバープレート、家の住所、パ
スワード、アカウント番号、電子メールアドレス及び緊急センタの電話番号などの特定の
情報を変える、削除する及び／又は更新するためにＤｅｖを構成するように送受話器を使
用する。
【００８２】
　本発明の一態様（図２４Ｃ）では、ユーザは、装置情報をＤｅｖから検索するために送
受話器を使用する。
【００８３】
　本発明の一態様（図２５）では、ユーザは、Ｄｅｖに送受話器を登録するために新しい
送受話器を使用する。登録コマンドは、例えば、正しいアカウントセキュリティパスワー
ド、新しい送受話器の電話番号（２回）、送受話器パスワード（２回）、及びＤｅｖの電
話番号（新しい送受話器がコマンドを送信するために用いて、Ｄｅｖからその登録の確認
応答を受信する時そのメモリへＤｅｖの電話番号を記録する）のようなユーザによる情報
の入力を必要とする。Ｄｅｖはアカウントセキュリティパスワードを確認し、各々２回入
力される送受話器の電話番号入力と選ばれたパスワード入力との両方が同一であるかを照
合する。すべての情報が正しい場合、Ｄｅｖは、送受話器に確認応答及びその装置情報を
送り；それ以降その両方は、互いに通信することができる。登録プロセスの間、Ｄｅｖは
また、そのメモリに合致するものがある場合、ユーザにその登録を知らせる警告メッセー
ジを他の登録された送受話器に送信する。
【００８４】
　本発明の一態様（図２６）では、ユーザは、起動ボタン２０２（図２／３／４）を用い
てＤｅｖへの新しい送受話器の起動又は登録を試みる。その時Ｄｅｖがどのような携帯電
話サービスも有していない場合、上記のように起動プロセスを始める。その他の点では、
Ｄｅｖは、正しいアプリケーションがプロセスの起動に必要であることを登録している送
受話器のユーザに知らせる。そしてユーザはアプリケーションをオンラインでダウンロー
ドする（送受話器がアプリケーションを含まない場合）あるいは、アプリケーション（送
受話器が前記ソフトウエアを含む場合）を実行する。（Ｄｅｖはまた、そのメモリに登録
された送受話器の電話番号を有するかどうか確認する。もし含まない場合［送受話器の助
けを借りて起動していないことを意味する］、ＳＩＭカードをスロット[図２／３／４の
２７０］に押し込まれなければならず、それにより、ユーザは彼／彼女にアカウントのセ
キュリティパスワードを入力させて、彼／彼女の登録している送受話器の電話番号及びそ
の送受話器に選ばれたパスワードを初期化することができる。Ｄｅｖが送受話器から登録
コマンド及びそのデータを受信する場合、上で例示された（図２５のスクリーン２５０２
）ように、コマンド及びデータを確認し処理し；未遂の動作（存在する場合）のある他の
送受話器に警告を出す。登録プロセスの間、警告された送受話器が「ＯＫでない」メッセ
ージ２６６２を送り返す場合、登録は直ちに中止される；あるいは、ＤｅｖがＯＫ２６５
８を受信する場合、アカウントセキュリティパスワードの入力又は確認なしで登録を直ち
に始めることができる。追加的な保護のため、彼／彼女がそのようなプロセスの実行を許
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容するあるいは許容させない前に、警告された送受話器のユーザはアカウントセキュリテ
ィパスワードが必要となる。
【００８５】
　本発明の一態様（図２７）では、ユーザは、送受話器１０２及びＤｅｖ１０６のアプリ
ケーションの最新版に更新するために送受話器を使用する。送受話器は、ＤｅｖからＤｅ
ｖの現行版、アプリサーバ１０８から送受話器の最新版及びＤｅｖの最新版のアプリ情報
を得る。ユーザが最新版の更新を決定する場合、彼／彼女が更新アイコンを実行するだけ
で、送受話器はアプリサーバから最新版のアプリのコピーを受信することができる。送受
話器は、それからＤｅｖに更新コマンドとともにＤｅｖのアプリ更新ＵＲＬ（又はＤｅｖ
の最新版アプリ）を送り、送受話器及びＤｅｖは各々、それ自体の最新版のアプリをアッ
プデートする（あるいは、送受話器１０２はアプリサーバ１０８からＤｅｖの更新アプリ
を受信して、Ｄｅｖ１０６にそれを送信する）。
【００８６】
　本発明の一態様（図２８／２９）では、ユーザが他のサービスプロバイダへ切り替える
時、彼／彼女は、Ｄｅｖ１０６を新しいサービスプロバイダのネットワークに接続させる
ように再び類似した起動プロセスを経験する。ユーザはサインアップして新しいサービス
プロバイダから新しいＵＴＡＩＤを得て、現在のサービスプロバイダネットワークに接続
している一方で、好ましくはＤｅｖ１０６を（彼／彼女の送受話器経由で）起動させる。
送受話器がまだ携帯電話ネットワークを経てＤｅｖ１０６と通信することができるので、
したがってユーザは（図１１／１３及び１２／１４の起動プロセスの場合のようにＳＲＣ
メディアを用いて通信するためにＤｅｖ１０６の付近になければならない代わりに）どこ
ででも起動を実行することができる。Ｄｅｖ１０６が起動して登録することができるとす
ぐに、新しいネットワークに接続されて、前のネットワークへのサービスは切断され、そ
れから、Ｄｅｖ１０６は新しいネットワークで他の送受話器（モバイル装置）と通信する
。Ｄｅｖの装置情報ファイルは、同じプログラムデータを含む；つまり、ユーザがＤｅｖ
を再初期化又は変更する必要はない。好ましくは、唯一の違いは新しいアカウント番号で
あり、おそらくＤｅｖ１０６は異なる数を割り当てられる。送受話器１０２はＤｅｖの電
話番号を更新し（異なる数であってもなくても関係なく）、Ｄｅｖ１０６との通信におい
て今後それを使用する。Ｄｅｖ１０６は好ましくは他の送受話器にコマンドを送るので、
送受話器のユーザはＤｅｖの電話番号も更新することができる。
【００８７】
　本発明の一態様（図３０）では、ユーザは、エンジン始動、ドアロック／解錠、アラー
ムのオン／オフなどのように自動車の電気‐機械的部品を制御する、又は、自動車アクセ
サリ状態を点検するため、Ｄｅｖ１０６と通信するように送受話器の自動制御及びモニタ
メニューを使用する。
【００８８】
　本発明の一態様（図３１及び３２）では、ユーザは、自動車ＧＰＳ装置に場所のアドレ
スを入力する、又は、記憶されたエントリをＧＰＳメモリから検索するためにＤｅｖ１０
６と通信するように自動制御及びモニタメニューの送受話器のＧＰＳアイコンを使用する
。
【００８９】
　本発明の一態様（図３３-３７）では、ユーザは、要求されかつそのメモリに取引を記
録する際に必要な料金の支払いを処理するＤｅｖの料金支払いアカウントをセットアップ
するためにＤｅｖ１０６と通信するように送受話器の料金支払いアカウントメニューを使
用する。Ｄｅｖ１０６はまた、対応するアイコンが送受話器１０２で実行される時送受話
器に取引活動を送信する。
【００９０】
　本発明の一態様（図３８）では、ユーザは、自動車の現在の場所を突き止めるためにＤ
ｅｖ１０６と通信するように制御及びモニタメニューの送受話器の自動車ロケータアイコ
ンを使用する。Ｄｅｖ１０６はそれから現在のロケーションコマンドをＧＰＳに中継して
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送信し、送受話器１０２へ現在のＧＰＳ位置情報を送る。
【００９１】
　本発明の一態様（図３９）では、ユーザは、紛失している登録された送受話器の場所を
突き止めるためにＤｅｖ１０６と通信するように制御及びモニタメニューの彼／彼女の送
受話器の送受話器ロケータアイコンを使用する。Ｄｅｖ１０６は、Ｄｅｖ１０６が送受話
器１０２の場所を突き止めるためにユーザが選択することができるリストに上げられた登
録された送受話器１０２を返信する。
【００９２】
　本発明の一態様（図４０）では、ユーザは、警告オプションを有する特定の速度制限記
録ヒストリ及び／又は自動車のルート追跡ヒストリをセットアップするためにＤｅｖ１０
６と通信するように自動制御及びモニタメニューの送受話器のルート追跡及び速度警告プ
ログラム／状態アイコンを使用する。Ｄｅｖ１０６はそれから速度計及びＧＰＳと相互作
用し、速度制限が生じた時間及び場所のヒストリを確立する、あるいは、ユーザが送受話
器で後ほどチェックすることができる普通のルート追跡（その追跡サンプリング時間が数
分でプログラム可能である）を実行する。必要に応じて、ユーザはまたＤｅｖ外の記憶装
置のためのネットワークサーバ目的地へ入ってもよい。
【００９３】
　本発明の一態様（図４１Ａ）では、Ｄｅｖ１０６は好ましくは、侵入のような特定の出
来事が彼／彼女の自動車に起こった際に知らせるために、ユーザの送受話器に映像（又は
ストリーミング映像）データを有するメッセージを送信する。ユーザは、出来事の性質、
出来事が生じた時間、日付及び場所、そして、警告が出された登録された送受話器の電話
番号を知ることができる。
【００９４】
　本発明の一態様（図４１Ｂ）では、Ｄｅｖ１０６は好ましくは、子供又はペットが駐車
された自動車に残されているといった特定の出来事が彼／彼女の自動車に起こったことを
彼／彼女に知らせるようにユーザの送受話器に映像（又はストリーミング映像）データを
有するメッセージを送信する。ユーザは添付映像を見て、Ｄｅｖ１０６にそれらを送信す
る送受話器で適切な動作を取ることができ、例えば：誤報を無視する、あるいは：自動車
ドアを解錠する、自動車窓を下げる、警笛を鳴らす、自動車アラームをオンにする、エア
コンをつける、照明をつける、緊急センタに電話する、又は運転手が自動車に戻るなどの
即時的かつ一時的な手段の組合せを実行することで、それを確認する。
【００９５】
　本発明の一態様（図４２）では、ユーザは、遠隔で自動車エンジン状態を見るため、Ｄ
ｅｖ１０６と通信するように自動アプリメニューの送受話器のエンジン状態アイコンを使
用する。
【００９６】
　本発明の一態様（図４３）では、ユーザは、例えば：ドア及び窓エントリ、運動検出器
、アラームスピーカ及び警笛、及び、彼／彼女が在宅時、不在時、又は遠く離れている時
、ＢＲ２（ベッドルーム＃２窓）へのドア／窓エントリ＃１、ホールへの運動エントリ＃
１（運動検出器）、裏庭へのカメラ＃５（カメラ）のようにより記述的な用語で記載した
（普通の数字の代わりに）カメラのように、アラームＩ／Ｏを構成するため、Ｄｅｖ１０
６と通信するように自宅制御及びモニタメニューの送受話器のアラーム構成アイコンを使
用する。
【００９７】
　本発明の一態様（図４４）では、ユーザは、彼／彼女が在宅時、不在時、又は遠く離れ
ている時、様々な窓、運動検出器及び住宅のカメラをモニタして見るため、Ｄｅｖ１０６
と通信するように自宅制御及びモニタメニューの送受話器の状態／モニタアイコンを使用
する。
【００９８】
　本発明の一態様（図４５）では、ユーザは、彼／彼女が在宅時、不在時、又は遠く離れ
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ている時、住宅警告システムをプログラムし作動状態にするため、Ｄｅｖ１０６と通信す
るように住宅セキュリティメニューの送受話器のプログラム／制御アイコンを使用する。
【００９９】
　本発明の一態様（図４６）では、Ｄｅｖ１０６は、侵入のような特定の出来事が彼／彼
女の住宅に起こったことを彼／彼女に知らせるようにユーザの送受話器に、メッセージを
好ましくは映像（又はストリーミング映像）データと共に送信する。ユーザは、彼／彼女
が不在時、又は遠く離れている時、その出来事が発生した場所及び時間（どのエントリか
及び時間）を送受話器により見ることができ、見つけることができる。
【０１００】
　本発明の一態様（図４７）では、Ｄｅｖ１０６は、所有者が、在宅時、不在時、又は遠
く離れている時、彼／彼女の住宅の外側で動いている対象物が検出されたような特定の出
来事がカメラモニタ装置に起こったことを彼／彼女に知らせるようにユーザの送受話器に
、メッセージを好ましくは映像（又はストリーミング映像）データと共に送信する。
【０１０１】
　本発明の一態様（図４８-５１）では、ユーザは、家庭用器具の存在を発見する又は見
つけるため、Ｄｅｖ１０６と通信するように家庭用器具メニューの送受話器の器具追加ア
イコンを使用する。送受話器は接続されて、それらのソフトウェアアプリケーションをＤ
ｅｖ１０６へ次に送受話器に転送する；あるいは、ＵＲＬ（ウェブリンク）を提供してそ
れにより、ユーザは、Ｄｅｖにそれらを送信する彼／彼女の送受話器にソフトウェアアプ
リケーションをダウンロードすることができる、又は、Ｄｅｖは自動的にそのＵＲＬから
アプリをダウンロードすることができる。ユーザは、彼／彼女が在宅時、不在時、又は遠
く離れている時、遠隔でそれらの装置を制御するためにアプリを実行することができる。
【０１０２】
　本発明の一態様（図５２）では、ユーザは、彼／彼女が在宅時、不在時、又は遠く離れ
ている時、特定の家庭用器具又はもう使用されていない装置を削除するため、Ｄｅｖ１０
６と通信するように家庭用器具メニューの送受話器の器具削除アイコンを使用する。
【０１０３】
　本発明の一態様（図５３）では、ユーザの送受話器１０２及びＤｅｖ１０６の両方は、
彼／彼女が在宅している一方でＳＲＣネットワークを経て家庭用器具と通信する。
【０１０４】
　本発明の一態様（図５４）では、ユーザの送受話器１０２は、彼／彼女が在宅している
一方でＳＲＣネットワークを経てＤｅｖ１０６及び家庭用器具の両方と通信する（Ｄｅｖ
及び家庭用器具間の通信は維持されるが送受話器の存在によりアクティブ状態ではない。
このことは、Ｄｅｖは家庭用器具に送受話器のコマンドを送らないことを意味する）。
【０１０５】
　本発明の一態様（図５５Ａ）では、ユーザは、彼／彼女が在宅時、不在時、又は遠く離
れている時、ケーブル及びテレビ番組をプログラムし、録画して、見るために、Ｄｅｖ１
０６と通信するように家庭用器具メニューの送受話器のケーブルボックス／ＴＶアイコン
を使用する。
【０１０６】
　本発明の一態様（図５５Ｂ）では、ユーザは、ガレージドアを開閉するため、Ｄｅｖ１
０６と通信するように家庭用器具メニュー又はホームアプリメニューの送受話器のガレー
ジオープナアイコンを使用する。Ｄｅｖはまた、彼／彼女が在宅時、不在時、又は遠く離
れている時、ガレージが開閉しているかをユーザに知らせる。
【０１０７】
　本発明の一態様（図５６Ａ）では、ユーザは、彼／彼女が在宅時、不在時、又は遠く離
れている時、集中空調ユニットを例えば：いつ何度でオンにするか、そして何度でオフに
するかプログラムし、リアルタイムで制御し、いつでもその状態を見るために、Ｄｅｖ１
０６と通信するように家庭用器具メニューの送受話器の暖房／ＡＣアイコンを使用する。
【０１０８】
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　本発明の一態様（図５６Ｂ）では、ユーザは、彼／彼女が在宅時、不在時、又は遠く離
れている時、主なドアエントリをロック又は解錠するため、Ｄｅｖ１０６と通信するよう
に家庭用器具メニュー又はホームアプリメニューの送受話器のドアロックアイコンを使用
する。
【０１０９】
　本発明の一態様（図５７）では、ユーザは、庭用スプリンクラをどの曜日に何時に、及
びどれくらいの長さ起動させるか、そして、どのスプリンクラ装置をオンにしてどこに（
庭及び室内植物など）向けるかプログラムするため、Ｄｅｖ１０６と通信するように家庭
用器具メニューの送受話器のスプリンクラアイコンを使用する。スプリンクラはまた、在
宅時、外出時又は遠く離れた時に送受話器を経てユーザによっていつでもオン又はオフに
することができる。
【０１１０】
　本発明の一態様（図５８及び５９）では、ユーザは、毎月の電気支払いアカウントをセ
ットアップするため、Ｄｅｖ１０６と通信するように家庭用器具メニューの送受話器の電
気メータアイコンを使用する。そして、Ｄｅｖ１０６は毎月の電気メータ計測値を取得し
、電力会社にそれを送信して、彼／彼女が在宅時、不在時、又は遠く離れている時、自動
的に支払いを受け取る又は彼／彼女の送受話器を経てそれを支払うユーザに請求する。
【０１１１】
　本発明の一態様（図６０Ａ）では、ユーザは、彼／彼女が敷地から遠く離れている時、
彼／彼女の送受話器を経てヘルプアラート装置の着用者をモニタし通信するため、Ｄｅｖ
１０６と通信するように家庭用器具メニューの送受話器のヘルプアラートアイコンを使用
する。
【０１１２】
　本発明の一態様（図６０Ｂ）では、ユーザは、誰かがドアベルを鳴らした時にユーザに
（送受話器経由で）応答させるインターコムと接続するＤｅｖ１０６と通信するように家
庭用器具メニューの送受話器のドアベル及びインターコムアイコンを使用する。この特徴
により、所有者は自宅から離れていても在宅中であるように応答することができる。
【０１１３】
　本発明の一態様（図６１）では、ユーザは、彼／彼女が在宅時、不在時、又は遠く離れ
ている時、ペットの毎日の要求のためにスマートペットドアシステムをプログラムして、
セットアップして、リアルタイムでその構成を制御するため、Ｄｅｖ１０６と通信するよ
うに家庭用器具メニューの送受話器のスマートペットドアアイコンを使用する。
【０１１４】
　本発明の一態様（図６２）では、ロボットの用途で一体化しているＤｅｖ１０６により
、複数のユーザがその周囲の環境で、その機能をプログラムする、制御する、指示する、
命令する、モニタすることができ、同時に、その用途に関して予想されるあるいは予想外
の出来事を知ることができる。
【０１１５】
　図１は、本発明の実施態様１００の好適な例を示す。図は、すべての装置がアクセスを
有し互いに通信するのに用いられる無線ネットワーク１１８を示す。ネットワーク１１８
は、サービスプロバイダによって提供される携帯電話ネットワーク又は無線ネットワーク
（ＧＳＭ（登録商標）ネットワーク、ＣＤＭＡネットワーク、ＷＣＤＭＡ（登録商標）ネ
ットワーク、ＴＤ－ＳＣＤＭＡネットワーク、ＮＡＭＰＳネットワーク、及び／又は、Ｇ
ＳＭ（登録商標）／ＥＤＧＥ 及びＵＭＴＳ／ＨＳＰＡ、３ ＧＰＰ、４Ｇ ＬＴＥ、例え
ば：人工衛星ネットワーク又は有線、無線、地上波及び人工衛星多くの種類の媒体で構成
されるハイブリッドネットワークのような他の類似した将来の媒体に基づいて、その派生
物―ＧＰＲＳ、ＥＤＧＥ、 ＣＤＭＡ２０００、ＬＴＥ、 ＴＤ－ＬＴＥに従って機能する
ネットワークのような広域携帯電話ネットワーク）の種類として一般に公知である。本発
明の装置／器具又はＤｅｖ（略して）１０６は、送受話器１０２と通信する本発明の装置
であり、起動プロセスの間又はＳＲＣネットワークレンジ内にある時に使用されるＳＲＣ
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メディア１０４（狭域通信）を通じたスマートフォン、タブレットＰＣ、ラップトップＰ
Ｃ、ｉＰａｄのような装置、ＰＤＡ（パーソナルデジタルアシスタント）、又はポータブ
ルのモバイル電子装置であってもよい。Ｄｅｖ１０６は、自動車１２０、居住用住宅（又
は会社の敷地）１２２、又は一般のロボット装置（設備）１２４のいずれかに存在するよ
うに示される。携帯電話サービスプロバイダ又はサービスプロバイダ１１２はＤｅｖ１０
６への携帯電話通信サービスのプロバイダであるので、無線ネットワーク１１８を通じて
他の携帯電話装置と通信するように認識されかつそれを可能にする。サービスプロバイダ
１１２がＤｅｖ１０６を認識する前に、Ｄｅｖ１０６は起動されなければならない。起動
プロセスは、Ｄｅｖ１０６とサービスプロバイダ１１２自体、又は、サービスプロバイダ
がその性質において所有権を持つプロビジョンサーバ１４として本発明では知られるその
ネットワークコンピュータ／サーバ[ＭＳＣ（メッセージ交換センタ）、ＶＬＲ（ビジタ
ーロケーションレジスタ）、ＨＬＲ（ホームロケーションレジスタ）、ＡｕＣ（確認セン
タ）、起動サーバ、及び従来技術の当業者に公知の他のバックエンドシステムのような]
の組合せとの間で、使用前／プログラム前及び／又は特定の固有の発行情報の交換を伴う
。Ｄｅｖ１０６は、その内部記憶装置の起動においていくつかのパラメータを含む。その
いくつかは送受話器１０２を経てＤｅｖ１０６へサービスプロバイダ１１２及び／又はプ
ロビジョンサーバ１１４からダウンロードすることによって得られる。アプリサーバ１０
８はＤｅｖ１０６のメーカー（図１で図示せず）によって提供されても、及び／又は、サ
ービスプロバイダ１１２のオペレータ（図１で図示せず、Ｄｅｖ１０６のメーカーと連携
して）によって提供されてもよい。後者の場合のアプリサーバ１０８は、プロビジョンサ
ーバ１１４及びサービスプロバイダ１１２間のバックエンド接続１２０に示すようにサー
ビスプロバイダ１１２のイントラネットネットワークの一部であってもよい。
【０１１６】
　図１は、ＢＴＳ（基地局）又はタワー１１０を示す（ここで示すように、サービスプロ
バイダ１１２に入る様々な装置間の通信は実際、始めに１つ以上のタワー１１０を通過す
る）。１つの装置からの情報は１つ以上のタワー１１０を通過し、地域のサービスプロバ
イダ１１２の１つに送信される。サービスプロバイダ１１２は、１つ以上のタワー１１０
にその情報を送信し、それは最後に宛先サーバ／コンピュータに達する。
【０１１７】
　タワー１１０、サービスプロバイダ１１２及びプロビジョンサーバ１１４などすべての
これらの構成要素は、地上波公共移動通信ネットワーク（ＰＬＭＮ）とも称する。そのた
め、ここで称するプロビジョンサーバ１１４又はサービスプロバイダ１１２は、上記の構
成要素（プロビジョンサーバ又はサービスプロバイダ）に含まれるメインタスクを有する
ＰＬＭＮ全体の機能にも関係する。電子メールサーバ１１６は、ユーザが必要なパスワー
ド入力に際して問題がある場合Ｄｅｖ１０６によってリクエストされる時、ユーザの電子
メールアドレスにパスワード回復のために電子メールを送る電子メールサーバの働きをす
る。
【０１１８】
　図２－４は、従来技術の当業者に公知であるようにハードウェアブロック図の観点から
の本発明の実施態様２００、３００及び４００の好適な例を示す。図は、図２の図２００
、図３の住宅制御及びモニタシステム３００、及び、図４の一般のロボット制御及びモニ
タシステム４００によって表されるように自動車制御及びモニタシステムに一体化して結
びついているＤｅｖ１０６を示す。Ｄｅｖ１０６の原理的な構成要素はＣＰＵ２４８、そ
の関連する携帯電話回路２４６、及びそのＲＦインタフェース回路（ＲＦトランシーバ２
４４、ＲＦアンプ２３４及びアンテナ２３２）である。ＣＰＵ及びその関連する回路、又
はチップセットの例は、従来技術の当業者に公知であるインテル社のＸ－ＧＯＬＤ １０
１シングルチップ、アーム社ライセンスのＮＥＯＮ Ｃｏｒｔｅｘ－Ａ９ 及び、Ｑｕａｌ
ｃｏｍｍなどである。
【０１１９】
　ブロック図２００、３００及び４００は、（１つ以上の無線ＬＡＮ上におけるＷｉ－Ｆ
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ｉ又はＷＩＦＩ通信と称される）無線ＬＡＮコントローラ、その関連する回路２５６、２
５４、２５２及び２４２、揮発性及び不揮発性メモリ記憶装置２６４（フラッシュ、ＳＤ
ＲＡＭ、ＲＡＭ、ＥＥＰＲＯＭ、...）、クロックシステム２３６、Ｉ／Ｏインタフェー
ス２３８／３３８／４３８、リアルタイムクロック２４０そして、出力及びバッテリーバ
ックアップ２５０を含む。それらはまた、ＮＦＣ２５８、ブルートゥース２６０、無線／
有線ＵＳＢ２６２のような１つ以上のＳＲＣ（狭域通信）装置、及び他の無線周波数（Ｒ
Ｆ）技術（図示せず）を含む。それはまた、ＮＡＭ２６８、ＳＩＭ２６６、ＭｏｄＳＩＭ
２６６Ａパラメータ記憶装置のための不揮発性記憶装置領域及びＳＩＭカードのスロット
２７０を含む。ＮＡＭ２６８、ＳＩＭ２６６及びＭｏｄＳＩＭパラメータ記憶装置は好ま
しくは、従来技術の当業者に公知であるように、プログラムコード、アプリケーションソ
フトウェア、データ及びＯＳファームウェアのための記憶装置でもある記憶装置２６４に
組み込まれる。実施態様２００は、実施態様３００及び４００にも存在するハンズフリー
スピーカ、マイクロホン、及び音声動作する回路２３０を含む。ハンズフリースピーカ、
マイクロホン及び音声動作する回路アプリケーション５３２は、実施態様６００にも存在
し、一方で実施態様４００は複数の携帯電話送受話器インタフェース回路４３９、４３６
、４３４及び４３２を提供する。
【０１２０】
　図２は、例えば、運転手が事故を起こし、彼／彼女が状況を処理するのに即時の動作を
することが精神的又は物理的に難しい時などに非常に役立つものであり命を救うものであ
る入出力（Ｉ／Ｏ）を含む。入力ダイヤル及びトークボタン２０４は、運転手が偶然送受
話器を所有しておらず、必要な時、家族（登録された送受話器１０２）に連絡を取る際都
合のよい方法を提供する。
【０１２１】
　‐エアバッグ（２２６）：事故が発生して車に大きい衝撃を引き起こされた及び／又は
そのエアバッグ（図２の２２６）が膨らんだ場合、Ｄｅｖ１０６は、緊急センタ（図示せ
ず）及び登録された送受話器に少なくとも１回に自動車位置と共に警告の緊急メッセージ
を送信する（すなわち、米国とカナダでは９１１、中国では１１０又は上記のように国家
や地域によっては他の番号）。Ｄｅｖ１０６は緊急センタにダイヤルし、ハンズフリーで
マイクロホン及びスピーカ（図２の２３０）をオンにして、運転手は緊急センタのオペレ
ータと通信することができる。短い一定期間以内に緊急センタから応答がない場合（すな
わち１分又は２分；つまりその事故現場で携帯電話サービスが使用不可である可能性があ
る）、Ｄｅｖ１０６は、そうするよう（図示せず）プログラムされた場合、従来技術の当
業者に公知であるように人工衛星ネットワークを経て、又は、有線、無線、地上波及び人
工衛星のように多くの種類の媒体を含むハイブリッドネットワークを経て緊急センタ（図
示せず）に自動車位置と共に警告の緊急メッセージを送信する。そのメッセージ送信の後
、Ｄｅｖ１０６が緊急センタからまだ応答を得られない場合、ＧＰＳ（図３１の３１８２
）に人工衛星緊急コマンドを送信し、それにより人工衛星を経てＧＰＳ位置（図示せず）
と共に順番に緊急センタに好ましくは送信される。
【０１２２】
　‐緊急ボタン（２２９ａ）：好ましくは、自動車内部で配置され押された（複数回続け
て）場合、Ｄｅｖ１０６に電気信号を送信し、他の登録された送受話器１０２及び緊急セ
ンタ（図示せず）に現在のＧＰＳ位置と共に緊急メッセージを送信する。Ｄｅｖ１０６は
緊急センタにダイヤルし、ハンズフリーマイクロホン及びスピーカ（２３０）をオンにし
て自動車の運転手が緊急センタの職員と通信することを可能にする。Ｄｅｖ １０６は登
録された送受話器にダイヤルし（それが応答した場合）、自動車の運転手が送受話器のユ
ーザ（すなわち；家族）と通信するのを可能にするようにハンズフリーマイクロホン及び
スピーカ（２３０）に接続する。
【０１２３】
　‐ダイヤル及びトークボタン（２０４）：自動車の運転手が、彼／彼女が送受話器を所
有していない又は送受話器がその時に適切に機能しない場合に登録された送受話器１０２
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のユーザと通信するのを可能にする。
【０１２４】
　図２及び３も、起動プロセス（図８、９、１１／１３、１２／１４）の間又は狭域通信
（ＳＲＣ）内にある時ＳＲＣネットワーク１０４を経た、及び、通常動作の間携帯電話（
又は他の無線）ネットワーク１１８を経た、送受話器１０２Ａ及びＤｅｖ１０６の間の通
信を例示するものである。
【０１２５】
　図５及び６は、従来技術の当業者に公知であるようにソフトウエアブロック図の観点か
ら本発明の実施態様５００及び６００の好適な例を示す。例証５０２は自動車の用途を表
し、例証６０２は住宅の用途を表すものである。これら２つの各々は、好ましくは２つの
原理的なソフトウエアブロックを含む。
【０１２６】
　‐Ｄｅｖベース５５２／６５２はＣｏｒｅＯＳ５４０（例えばｉＯＳ、Ｇｏｏｇｌｅの
アンドロイドモバイルＯＳ）と共に、基本的なカーネルを形成する。Ｄｅｖベース５５２
／６５２は好ましくは、ＤｅｖＩＤパラメータ５４２／６４２（メーカー名及び製造日、
Ｓ／Ｎ番号、モデル番号、工場の場所を含む）、ダウンロードレイヤ／モジュール５４４
（ソフトウェアアプリケーションの現行版が更新される必要がある場合、Ｏｐアプリモジ
ュール５０６／６０６の更新版をダウンロードするために使われる）、携帯電話及び無線
ＬＡＮレイヤ／モジュール５４６（携帯電話及び無線ＬＡＮデバイスドライバ及び管理モ
ジュール）、ＥＳＮ、ＩＭＳＩなどのようなすべてのＮＡＭ及びＳＩＭ関連の情報パラメ
ータを含むＮＡＭ（ネーム割当てモジュール）５４８／６４８及びＳＩＭ（加入者識別モ
ジュール）５５０／６５０を含む。
【０１２７】
　‐Ｄｅｖアプリ５０４／６０４は、アプリケーションソフトウェアを実行してＤｅｖ１
０６が他の無線装置と通信するのを可能にし、－送受話器１０２から受信されるプログラ
ム／制御コマンド及び状態／モニタコマンドを復号化して、実行する。Ｄｅｖアプリ５０
４／６０４は、好ましくは２つのモジュールを含む。
【０１２８】
　‐送受話器情報モジュール５６０（自動車及び住宅の用途で共通であり‐ユーザの送受
話器電話番号、アカウント番号、パスワード、他の送受話器の電話番号、電子メールアド
レス、その他のような送受話器１０２の情報を含む）。
【０１２９】
　‐Ｏｐアプリモジュール５０６／６０６は好ましくは、コマンドを受信して送受話器１
０２の状態を送信するコマンド通信レイヤ／モジュール５０８／６０８、状態を復号化し
実行して送受話器１０２からのコマンドをモニタする状態及びモニタレイヤ／モジュール
５１０／６１０、ＤｅｖのＩ／Ｏ及び出来事の変化を検出するイベントレイヤ／モジュー
ル５１２／６１２、プログラムを復号化して実行し送受話器１０２からのコマンドを制御
するプログラム及び制御レイヤ／モジュール５１８／６１８、送受話器１０２からの起動
／停止コマンドを復号化して実行するＤｅｖ起動／停止レイヤ／モジュール５１４／６１
４、送受話器１０２からの送受話器情報更新コマンドを復号化して実行する送受話器アプ
リ更新レイヤ／モジュール５１６／６１６、送受話器１０２からの送受話器登録コマンド
を復号化して実行する送受話器登録レイヤ／モジュール５２２／６２２、送受話器１０２
からのＤｅｖ構成コマンドを復号化して実行するＤｅｖ構成レイヤ／モジュール５２４／
６２４、送受話器１０２からの送受話器及びパラメータコマンドの追加及び削除を復号化
して実行する追加及び削除レイヤ／モジュール５２６／６２６、送受話器１０２にＤｅｖ
情報を取り込む自動車／住宅（ビジネス）Ｄｅｖ情報５２０／６２０、アラームアプリケ
ーションを実行して起動する自動車／住宅アラームアプリケーションモジュール５６２／
６６２、送受話器１０２からのアプリケーションダウンロードを復号化して実行する自動
車／住宅アプリダウンロード５６４／６６４、紛失している登録された送受話器を捜す送
受話器捜索レイヤ／モジュール５３４／６３４、及び、Ｄｅｖ１０６がＩ／Ｏ周辺機器２
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０１／３０１／４０１で通信するのを可能にするＩ／Ｏ管理レイヤ／モジュール５２８／
６２８を含む。
【０１３０】
　自動車Ｏｐアプリモジュール５０６及び住宅Ｏｐアプリモジュール６０６は好ましくは
、各々の自身の機能にのみ適用可能である他のモジュールを含む。自動車アプリケーショ
ンの場合、Ｏｐアプリモジュール５０６は好ましくは、アカウント支払いセットアップレ
イヤ／モジュール５３０、ハンズフリーモードでＤｅｖ１０６により料金徴収取引の間運
転手が通信するのを可能にする、あるいは緊急センタにダイヤルして接続するようＤｅｖ
１０６に命じて運転手が職員とハンズフリーで通信するのを可能にするハンズフリーオー
ディオＩ／Ｏレイヤ５３２（音声によるＤｅｖ起動のために使われる）を含む。住宅のア
プリケーションの場合、モジュール６０６は好ましくは、家庭用器具／設備を発見し、そ
れらのオンラインアプリケーションをダウンロードする、又は、送受話器１０２にそれら
のダウンロードリンクを提供し；そして記憶し、複数の家庭用器具／設備と通信して送受
話器１０２（図１３の家庭用器具アイコン１３４４）によってコマンドを出されるとＨＨ
アプリ６３２を実行する家庭用器具レイヤ／モジュール６３０を含む。
【０１３１】
　Ｏｐアプリ５０６／６０６の前もってプログラムされた版はすでにＤｅｖのメモリに存
在し、起動９５０／１０５０（図９／１０）の間、必要であれば又は送受話器及びＤｅｖ
アプリ更新アイコン１１６４／１３６４（図１１／１３）を実行しているユーザによって
、その更新版はダウンロードすることができる。
【０１３２】
　Ｄｅｖアプリ５０４／６０４は好ましくは、常駐の（又はデバイス上の）機能と相互作
用する通信及びアプリケーション機能、及び、ＣＰＵ及びその環境に均等なインタフェー
スを提供するＯＳカーネルを含む。カーネルは、コマンド通信レイヤ／モジュール、ＩＰ
Ｃ（複数のタスク又はプロセスの協調間のプロセス間通信）、メモリ管理、ファイルシス
テム（ＦＳ）、Ｉ／Ｏ装置管理、ネットワーク管理、（携帯電話、ＬＡＮ及び他の無線ネ
ットワーク）及び関連するドライバ（すべて図示せず）のように各々の機能にタスク（Ｒ
ＴＯＳ）を割り当てることによってＣＰＵリソースを管理する。
【０１３３】
　図７Ａ及び７Ｂは、登録された送受話器１０２に存在するソフトウエアブロック図の観
点から本発明の実施態様７００Ａ及び７００Ｂの好適な例を示す。従来技術の当業者に公
知であるように、図７０２Ａは図５の５０２の片割れであり、図７０２Ｂは図６の６０２
の片割れである。
【０１３４】
　図７Ａの送受話器１０２の送受話器アプリケーション７０４Ａ及び図５のＤｅｖ１０６
のＤｅｖアプリ５０４の両方は、互いに通信するために用いられる。図７Ａの操作レイヤ
７０６Ａの各々のモジュールのため、図５のＯｐアプリ５０６において同等の片割れのモ
ジュールが存在する。ここでの例は、ユーザが自動車装置情報を見たい時の例である。ユ
ーザは、好ましくはＤｅｖ情報アイコン１１６６を含み、実行される時に、送受話器１０
２が自動装置情報スクリーンに２４１０Ｃ（図２４Ｃ）にナビゲートする自動Ｄｅｖ機能
メニュー１１５０を送受話器１０２によってブラウズする。すべての動作／機能は好まし
くは、従来技術の当業者に公知であるように、他の常駐の（デバイス中の）モジュールと
通信し、「スクリーン表示モジュール」（図示せず）による表示スクリーンを含む送受話
器１０２に存在し、「送受信モジュール」（図示せず）を通じてメッセージ／コマンドを
Ｄｅｖ１０６に送信してＤｅｖ１０６からメッセージ／応答を受信するコマンド通信レイ
ヤ／モジュール７０８Ａ及び自動車Ｄｅｖ情報モジュール７１４Ａによって復号化され実
行される。
【０１３５】
　送受話器１０２は、Ｄｅｖ１０６に「自動車Ｄｅｖ情報」メッセージ／コマンドを送信
する。コマンド／メッセージはコマンド通信レイヤ／モジュール５０８によって受信され
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復号化し、図５のＤｅｖ１０６の自動車Ｄｅｖ情報モジュール５２０により実行される。
Ｄｅｖ１０６はそれから、自動装置情報スクリーン２４１０Ｃ（図２４Ｃ）に示されるよ
うに情報を受信して表示する送受話器１０２へリクエストされたデータを送信する。
【０１３６】
　同様に、図７Ｂの送受話器１０２の送受話器アプリケーション７０４Ｂ及び図６のＤｅ
ｖ１０６のＤｅｖアプリ６０４の両方は、互いに通信するために用いられる。図７Ｂの操
作レイヤ７０６Ｂの各々のモジュールのため、図６のＯｐアプリ６０６において同等の片
割れのモジュールが存在する。
【０１３７】
　この例は、図４６３２に示すように、信号をＤｅｖ１０６に送信する警告を生じ、図６
のイベントレイヤ／モジュール６１２で処理される図４６（図３のエントリ発見３０８の
入力のうちの１つ）におけるベッドルーム２（ＢＲ２ ４６３８）を通じた住宅への未許
可のエントリ／侵入があった時の例である。イベントレイヤ／モジュール６１２は、ＢＲ
２（ベッドルーム２）の窓へのエントリ発見３０８　図３の入力のうちの１つであるその
侵入を復号化し、メッセージ（又は複数のメッセージ）を加えて送受話器１０２に送信す
るコマンド通信レイヤ／モジュール６０８　図６に情報を送り、侵入イベントをそのユー
ザに警告する。送受話器１０２で、コマンド通信レイヤ／モジュール（図７Ｂの７０８Ｂ
）は、従来技術における当業者に公知であるように、メッセージを受信して復号化し、い
くつかのディスプレイスクリーン（図４６の図４６０２、４６０６、４６１２及び４６２
２によって示されるように）でナビゲートした後ユーザが表示されたメッセージを見た時
、表示の準備ができるようにメモリにおいて実行されデータを保持する（図４６の図４６
３２、４６５２及び４６６０によって示されるように）イベントレイヤ／モジュール７１
６Ｂにメッセージとそのデータを送る。
【０１３８】
　図８、９及び１０は、アプリサーバ１０８からその記憶装置にダウンロードされる起動
及びアプリケーションソフトウェアを有する送受話器１０２の本発明の実施態様８００、
９００及び１０００の好適な例を示す。
【０１３９】
　Ｄｅｖ１０６と通信を可能にする前に、送受話器１０２は、そのメモリ／記憶装置領域
２６４図２／３／４に適合するソフトウェアアプリケーションを備えていなければならな
い。ユーザが起動ボタン（自動車の用途の場合、内部のバックミラーの下側のガレージボ
タンの近くのどこかに配置される；又は、車内で音声により作動する回路（図２の２３０
）を用いて；又は、住宅の用途の場合筐体内部の起動ボタン）を押すことによってＤｅｖ
１０６を起動する一方で、新しいＤｅｖ１０６（まだ起動も登録もされていない）は、Ｓ
ＲＣ（狭域通信）１０４を通じて送受話器１０２に起動ソフトウエアリクエストメッセー
ジ／コマンド　ステップ８０２を送信する。送受話器１０２から応答がない又は未許可の
応答が戻る場合、Ｄｅｖ１０６は、送受話器１０２の中に関連するソフトウエアがないこ
とを示す他のメッセージ　ステップ８０４を送受話器１０２インボックスに送信する（図
９／１０の送受話器ディスプレイスクリーン９０２／１００２に記載のように図８のステ
ップ８２０に更に詳細に示される）。ユーザはウェブアドレスリンク（ＵＲＬ）９０６／
１００６（図９／１０）をスクリーンタッチし、送受話器１０２はアプリサーバ１０８（
図８）にアプリケーションメニューダウンロードリクエスト　ステップ８０６を送信する
。アプリサーバ１０８は、スクリーン９２０／１０２０（図９／１０）で更に詳細に示さ
れる送受話器表示８２２に示すようにリクエストされた情報　ステップ８０８を送受話器
１０２に返信する。
【０１４０】
　スクリーン９２０／１０２０は：アンドロイド（９２６／１０２６）、ｉＯＳ（９２８
／１０２８）、ウィンドウズ（登録商標）（９３０／１０３０）、その他（９３２／１０
３２）のように最も普及しているＯＳ（オペレーティング・システム）ベースの送受話器
１０２をサポートする自動車／自宅制御及びアラームアプリケーションシステム９２４／
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１０２４を示す。これらは米国及び世界の大多数でよく知られたＯＳであるが、本発明の
Ｄｅｖ１０６及びそのアプリケーションソフトウェアは、世界中で今開発されていて発明
されるＯＳもサポートする。アプリケーションダウンロードメニュー９２２／１０２２で
動作しているソフトウエアは好ましくは、その送受話器１０２がアンドロイドベースであ
り、自動ダウンロードリンク（ＵＲＬ）９３４／１０３４を示し、正しいＯＳベースのア
プリダウンロードリクエスト（図８のステップ８１０）がアプリサーバ１０８へ送受話器
１０２によって（タイマーが期限切れになる時－すなわち１０秒で）自動送信されるこの
例示的な実施態様を自動検出する。アプリサーバ１０８はそれから、スクリーン８２４上
にそれを表示する送受話器１０２にリクエストされたアプリケーション（図８のステップ
８１２）を送信し、それはいくつかのスクリーン９４０／１０４０、９６０／１０６０及
び９８０／１０８０（図９／１０）に更に詳細に示される。
【０１４１】
　スクリーン９４０／１０４０は、ダウンロードされているアプリケーションに９４４／
１０４４、そのモデル又はシリアル番号９４２／１０４２、及び、ソフトウエアの存在に
ついてツールボックス９４８／１０４８を確かめさせるためのユーザへのメッセージを示
す。ユーザはそれからスクリーン９６０／１０６０を操作し、ちょうど今ダウンロードさ
れたソフトウエアを表すアイコン９８２／１０８２を示すスクリーン９８０／１０８０に
取り込まれた自動車／住宅アプリケーション９６２／１０６４を選ぶ（例えば実行する）
。それ自身のアプリケーションダウンロードの間、送受話器１０２は好ましくは、アプリ
サーバ１０８からＤｅｖ１０６へ更新の必要がある場合Ｄｅｖアプリケーションソフトウ
ェア９５０／１０５０の更新状態を表示する。送受話器の自身のアプリケーションダウン
ロード（ステップ８１４）の間、Ｄｅｖのアプリケーションは、アプリサーバからＤｅｖ
（ステップ８１６）への更新を必要とする可能性がある。
【０１４２】
　ユーザは好ましくは、彼の送受話器のインボックス９０２／１０２でＤｅｖ１０６から
メッセージを受信することなく、オンラインで正しいアドレス９０６／１００６を入力し
て、彼／彼女の送受話器１０２に起動及びアプリケーションをダウンロードすることがで
きる。
【０１４３】
　図１１／１３は、自動車／住宅の用途のための本発明の実施態様１１００／１３００の
好適な例を示す。これは、起動及びアプリケーション１１０４／１３０４が送受話器１０
２にダウンロードされた後に好ましくは最初に何をする必要があるかについて説明するも
のである。送受話器１０２は、ユーザがスクリーン９０２／１００２、９２０／１０２０
、９４０／１０４０、９６０／１０６０及び９８０／１０８０を操作した後、自動車／自
宅アプリ１１０４／１３０４が送受話器１０２に完全にダウンロードされたことを示すス
クリーン１１０２／１３０２で始まり、自動車／自宅アプリケーションダウンロードに関
する適切なリンク及びアイコンを実行する。スクリーン９８０／１０８０は、自動車／自
宅アプリアイコン１１０４／１３０４を含むスクリーン１１０２／１３０２として繰り返
される。そのアイコン１１０４／１３０４がユーザによって実行される時、送受話器１０
２により、自動車／自宅アプリメニュー１１２２／１３２２を示すスクリーン１１２０／
１３２０がナビゲートされる。
【０１４４】
　ここでユーザは、彼／彼女の送受話器１０２にＤｅｖアプリケーションソフトウェアを
所有し、彼／彼女は、彼／彼女の送受話器１０２がＤｅｖ１０６と通信させるようにＤｅ
ｖ１０６を起動させなければならない（起動１１５４／１３５４）；そして、彼／彼女（
及び後に追加されるユーザ）は、Ｄｅｖ１０６をプログラムし、制御し、モニタして、Ｄ
ｅｖ１０６により何が起こったかが警告されるよう送受話器１０２を使用することができ
る。Ｄｅｖ１０６の起動は好ましくは、最初の送受話器１０２でユーザによって、‐サー
ビスが途切れる又はユーザが他のサービスプロバイダへ切り替えない限り（その場合、図
２８及び２９にて記載のように起動が再び必要である）、一度のみ（ユーザが最初にＤｅ
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ｖ１０６を使用する際）必要とされる。
【０１４５】
　Ｄｅｖ１０６は、送受話器１０２の電話番号を含むのでその起動が完了するとすぐに送
受話器１０２（ネットワークへの起動を補助したもの‐送受話器＃１）と通信することが
できる。
【０１４６】
　ユーザが自動車／自宅Ｄｅｖ機能アイコン１１２４／１３２４を選び、送受話器に自動
車／自宅Ｄｅｖ機能メニュー１１５２／１３５２をナビゲートさせ、そこでユーザはそれ
から起動アイコン１１５４／１３５４を選び、サービスプロバイダネットワークへのＤｅ
ｖ１０６の起動プロセスが開始される。
【０１４７】
　図１１８０／１３８０は、ＡＴ＆Ｔ Ｗｉｒｅｌｅｓｓ社、Ｖｅｒｉｚｏｎ Ｗｉｒｅｌ
ｅｓｓ社、Ｓｐｒｉｎｔ社、Ｔ－Ｍｏｂｉｌｅ社、ＵＳ Ｃｅｌｌｕｌａｒ社、Ｍｅｔｒ
ｏ ＰＣＳ社、Ｖｉｒｇｉｎ Ｍｏｂｉｌｅ社、及びＢｏｏｓｔ社のように米国で最も普及
している携帯電話サービスプロバイダのいくつかを示す。
【０１４８】
　ユーザが中国本土にいる場合、携帯電話サービスプロバイダは、Ｃｈｉｎａ Ｍｏｂｉ
ｌｅ社、Ｃｈｉｎａ Ｕｎｉｃｏｍ社、Ｃｈｉｎａ Ｔｅｌｅｃｏｍ社、Ｃｈｉｎａ Ｔｉ
ｅｔｏｎｇ社である（*）。
【０１４９】
　（*）台湾では、携帯電話サービスプロバイダは、Ｆａｒ ＥａｓＴｏｎｅ Ｔｅｌｅｃ
ｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ社、Ａｓｉａ Ｐａｃｉｆｉｃ Ｔｅｌｅｃｏｍ社、ＬＤＴＡ
／Ｃｈｕｎｇｈｗａ Ｔｅｌｅｃｏｍ社、ＶＩＢＯ Ｔｅｌｅｃｏｍ社、Ｔａｉｗａｎ Ｍ
ｏｂｉｌｅ社である。
【０１５０】
　香港では、携帯電話サービスプロバイダは、ＣＳＬ社、ＣＩＴＩＣ Ｔｅｌｅｃｏｍ １
６１６社、Ｔｒｕｐｈｏｎｅ有限会社、Ｃｈｉｎａ Ｍｏｔｉｏｎ Ｔｅｌｅｃｏｍ社、及
び、Ｃｈｉｎａ－Ｈｏｎｇ Ｋｏｎｇ Ｔｅｌｅｃｏｍ社である。
【０１５１】
　日本では、携帯電話サービスプロバイダは、ＮＴＴドコモ、ａｕ、ソフトバンク・モバ
イル、Ｗｉｌｌｃｏｍ、ＥＭＯＢＩＬＥ、及び、ＫＤＤＩである。韓国では、携帯電話サ
ービスプロバイダは、ＫＴ社、ＳＫ Ｔｅｌｅｃｏｍ社、ＬＧ Ｔｅｌｅｃｏｍ社、Ｋｏｒ
ｅａ Ｃａｂｌｅ Ｔｅｌｅｃｏｍ （ｔ－ｐｌｕｓ）社、及び、Ｅｃｏ－ｍｏｂｉｌｅ社
である。
【０１５２】
　インドでは、携帯電話サービスプロバイダは、Ａｎｄｈｒａ Ｐｒａｄｅｓｈ、Ａｓｓ
ａｍ、Ｂｉｈａｒ、Ｃｈｅｎｎａｉ、Ｄｅｌｈｉ ＆ ＮＣＲ、Ｇｕｊａｒａｔ、Ｈａｒｙ
ａｎａ、Ｈｉｍａｃｈａｌ、Ｈｉｍａｃｈａｌ Ｐｒａｄｅｓｈ、Ｊａｍｍｕ ＆ Ｋａｓ
ｈｍｉｒ、Ｋｅｒａｌａ、Ｍａｈａｒａｓｈｔｒａ ＆ Ｇｏａ、Ｍｕｍｂａｉ、Ｎｏｒｔ
ｈ Ｅａｓｔ、Ｏｒｉｓｓａ、Ｐｕｎｊａｂ、Ｔａｍｉｌ Ｎａｄｕ、Ｕｔｔａｒ Ｐｒａ
ｄｅｓｈ、Ｗｅｓｔ Ｂｅｎｇａｌである。
【０１５３】
　カナダでは、携帯電話サービスプロバイダは、Ｔｅｌｕｓ Ｍｏｂｉｌｉｔｙ社、Ａｉ
ｒｔｅｌ Ｗｉｒｅｌｅｓｓ社、ＥａｓｔＬｉｎｋ社、Ｂｅｌｌ Ｍｏｂｉｌｉｔｙ社、Ｉ
ＣＥ Ｗｉｒｅｌｅｓｓ社、Ｒｏｇｅｒｓ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ社、ＳａｓｋＴ
ｅｌ Ｍｏｂｉｌｉｔｙ社、及び、Ｖｉｒｇｉｎ Ｍｏｂｉｌｅ Ｃａｎａｄａ社である。
【０１５４】
　メキシコでは、携帯電話サービスプロバイダは、Ｎｅｘｔｅｌ Ｍｅｘｉｃｏ社、Ａｍ
ｅｒｉｃａ Ｍｏｖｉｌ／Ｍｅｘｔｅｌ社、 Ｍｏｖｉｓｔａｒ－Ｔｅｌｅｆｏｎｉｃａ 
Ｍｏｖｉｌｅｓ社、及び、ｌｕｓａｃｅｌｌである。ブラジルでは、携帯電話サービスプ
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ロバイダは、Ｎｉｌ Ｈｏｌｄｉｎｇｓ社、Ｔｅｌｅｃｏｍ Ｉｔａｌｉａ Ｍｏｂｉｌｅ
社、Ｃｌａｒｏ社、Ｖｉｖｏ社、ＳＥＲＣＯＭＴＥＬ Ｃｅｌｕｌａｒ社、Ｂｒａｓｉｌ 
Ｔｅｌｅｃｏｍ ＧＳＭ（登録商標）社、及び、ＣＴＢＣ Ｃｅｌｕｌａｒ社である。
【０１５５】
　ＥＵでは、携帯電話サービスプロバイダは、（フランス）Ｆｒａｎｃｅ Ｔｅｌｅｃｏ
ｍ社、Ｇｌｏｂａｌｓｔａｒ Ｅｕｒｏｐｔ社、Ｖｉｖｅｎｄｉ社、ＲＦＦ社、Ｉｌｉａ
ｄ社、Ｂｏｕｙｇｕｅｓ Ｔｅｌｅｃｏｍ社、Ｔｒａｎｓａｔｅｌ社、Ｏｍｅａ Ｔｅｌｅ
ｃｏｍ社、Ｅｌ Ｔｅｌｅｃｏｍ社、（ドイツ）Ｔ－Ｍｏｂｉｌｅ Ｄｅｕｔｓｃｈｌａｎ
ｄ社、Ｖｏｄａｆｏｎｅ Ｄ２社、Ｅ－Ｐｌｕｓ Ｍｏｂｉｌｆｕｎｋ社、 ０２ ＧｍｂＨ
 ＆ Ｃｏ. ＯＨＧ社、Ａｒｃｏｒ ＡＧ ＆ Ｃｏ社、ｓｉｐｇａｔｅ Ｗｉｒｅｌｅｓｓ社
、Ｍｏｂｉｌｅｃｏｍ Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ社、Ｇｒｏｕｐ ３Ｇ ＵＭＴＳ社、Ｓｉｅ
ｍｅｎｓ ＡＧ社、（イタリア）Ｔｅｌｃｏｍ Ｉｔａｌｉａ ＳｐＡ社、Vｏｄａｆｏｎｅ
 Ｏｍｎｉｔｅｌ Ｎ.Ｖ.社、Ｒｅｔｅ Ｆｅｒｒｏｖｉａｒｉａ Ｉｔａｌｉａｎａ社、Ｗ
ｉｎｄ Ｔｅｌｅｃｏｍｕｎｉｃａｚｉｏｎｉ ＳｐＡ社、Ｈｕｔｃｈｉｓｏｎ ３Ｇ社、
（スペイン）Ｖｏｄａｆｏｎｅ Ｓｐａｉｎ社、Ｆｒａｎｃｅ Ｔｅｌｅｃｏｍ Ｅｓｐａ
ｎａ ＳＡ社、Ｘｆｅｒａ Ｍｏｖｉｌｅｓ ＳＡ社、Ｔｅｌｅｆｏｎｉｃａ Ｍｏｖｉｌｅ
ｓ Ｅｓｐａｎａ社、ＢＴ Ｇｒｏｕｐ社、（英国）ＢＴ Ｇｒｏｕｐ社、Ｍｕｎｄｉｏ Ｍ
ｏｂｉｌｅ有限会社、Ｔｅｌｅｆｏｎｉｃａ Ｅｕｒｏｐｅ社、Ｊｅｒｓｅｙ Ａｉｒｔｅ
ｌ有限会社、Ｃａｂｌｅ ＆ Ｗｉｒｅｌｅｓｓ Ｗｏｒｌｄｗｉｄｅ社、Ｎｅｔｗｏｒｋ 
Ｒａｉｌ Ｉｎｆｒａｓｔｒｕｃｔｕｒｅ社、Ｖｏｄａｆｏｎｅ社である。
【０１５６】
　ロシアでは、携帯電話サービスプロバイダは、Ｍｏｂｉｌｅ ＴｅｌｅＳｙｓｔｅｍｓ
社、ＭｅｇａＦｏｎ ＯＪＳＣ社、Ｎｅｗ Ｔｅｌｅｐｈｏｎｅ Ｃｏｍｐａｎｙ社、ＪＳ
Ｃ Ｕｒａｌｓｖｙａｚｉｎｆｏｒｍ社、Ｔｅｌｅ２社、Ｃｅｎｔｒａｌ Ｔｅｌｅｃｏｍ
ｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｃｏｍｐａｎｙ社、ＳｋｙＬｉｎｋ／ＭＴＳ／ｔｈｅ Ｍｏｓｃｏ
ｗ Ｃｅｌｌｕｌａｒ ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ社である。
【０１５７】
　（上記の情報ソースはＷｉｋｉｐｅｄｉａからのものである。）
【０１５８】
　図１２／１４は、自動車／住宅の用途のための本発明の実施態様１２００／１４００の
好適な起動の例を示す。これは、起動アイコン１１５４／１３５４（図１１／１３）が実
行された後に送受話器１０２がナビゲートするＤｅｖ自動車／住宅起動スクリーン１２０
２／１４０２を示す。このスクリーンは、サービスプロバイダのネットワークにＤｅｖ１
０６を起動するためユーザに必要な情報を入力させることで起動プロセスを始める。Ｄｅ
ｖ１０６がネットワークに接続し、通話して他の携帯電話及び／又は無線装置とデータ通
信することができるようになる前に、サービスプロバイダ、そのユーザ／所有者による認
識が必要とされ、したがって、起動が必要である。
【０１５９】
　本発明は、ＯＴＡ（無線）起動手順を提供するサービスプロバイダによる前進及び発展
を活用するものである。そこで、「まだ登録されていないモバイル装置（Ｄｅｖ１０６）
」は接続／ログインして、モバイル装置（すなわちＤｅｖ１０６）とサービスプロバイダ
設備／サーバとの間で起動／準備及び登録情報パラメータを交換するためにネットワーク
への１回接続を実行することができる。起動プロセスが成功した後、サービスプロバイダ
はＤｅｖ１０６を認識し、その時からＤｅｖ１０６は、他の無線装置と音声、メッセージ
、映像などを通信することができるサービスプロバイダのネットワークに接続される。
【０１６０】
　本発明は、Ｄｅｖ１０６の起動のための以下の好適な例示的なステップで説明される。
【０１６１】
　ユーザはサービスプロバイダのサービスプランに申し込み、加入して、選択する。承認
された後、ユーザは好ましくは、サービスプロバイダからＩＰアドレス、ユーザＩＤ、起
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動パスワードを受け取り、彼／彼女の送受話器１０２により上記のように好ましくは起動
タイプ／方法（ＮＡＭ、ＳＩＭ、ＭｏｄＳＩＭ又は他のもの）及び起動キーを含む暗号化
されたＵＴＡＩＤ（固有一時起動識別子）を得る。送受話器１０２は、ＵＴＡＩＤ及びユ
ーザアカウント情報をＤｅｖ１０６に送信することによって起動プロセスを始める。Ｄｅ
ｖ１０６はデータを処理し、ＵＴＡＩＤから起動タイプを分離し、起動タイプを復号化し
て、それに応じて起動（ＮＡＭ、ＳＩＭ、ＭｏｄＳＩＭ又は他の起動法のいずれか）を開
始する。Ｄｅｖ１０６はそれから、一時的にサービスプロバイダのネットワークへの接続
が可能になる時添付の起動データに加えて起動キー、ＤｅｖＩＤパラメータをサービスプ
ロバイダ１１２又はプロビジョンサーバ１１４に送信する。起動キー及びデータは、起動
処理のためのそれらを認証してそのネットワークにＤｅｖ１０６を最後に登録するＯＴＡ
起動プロセッサ（又は信頼できるサーバ）にサービスプロバイダ／プロビジョンサーバ／
コンピュータによって送られる。Ｄｅｖ１０６はまた、その通信データの他の装置への暗
号化のためのＵＴＡＩＤからそのセキュリティ／暗号化キーを得る。
【０１６２】
　上記のステップは、図１２及び１４において例示される。
【０１６３】
　ユーザは、サービスプロバイダのＩＰアドレス１２０８／１４０８（１２２４／１４２
４に示すように）、起動ユーザＩＤ１２１０／１４１０（１２２６／１４２６に示すよう
に）、起動パスワード１２１２／１４１２（１２２８／１４２８に示すように）、及び彼
／彼女の送受話器電話番号１２１４／１４１４（１２２９／１４２９に示すように）をス
クリーンキーボード１２３５／１４３５を用いて入力し、ＯＫアイコン１２３０／１４３
０を実行する。
【０１６４】
　送受話器１０２は、スクリーン１２２０／１４２０に入力した情報をサービスプロバイ
ダ／プロビジョンサーバ１１４に送り、次にスクリーン１２３６／１４３６上の進歩で示
されるように、ＵＴＡＩＤ１２４６／１４４６と一緒に加入者のアカウント情報１２４２
／１４４２、名前１２４４／１４４４をサーバから受信する。
【０１６５】
　送受話器１０２はそれからＤｅｖ１０６に接続し、（Ｄｅｖ１０６がまだネットワーク
１１８に接続できないので）ＳＲＣ１０４を経てそれと通信し、その電話番号１２５４／
１４５４、ユーザアカウント情報１２５６／１４５６、ＵＴＡＩＤ１２５８／１４５８、
起動コマンド１２６０／１４６０を送信して、それから、Ｄｅｖ１０６がその起動１２６
２／１４６２を完了するまで待機する。Ｄｅｖ１０６がその起動を完了する時、その電力
を再利用し（又はパワーオンリセット２４９　図２／３／４を実行し）、そしてネットワ
ークに登録する。Ｄｅｖ１０６は、所定のタイムアウト期間内にサービスプロバイダ１２
６８／１４６８から確認メッセージを受信するとすぐに起動をうまく完了させる。ユーザ
は、Ｄｅｖ１０６からインボックス１２７４／１４７４に起動完了メッセージで通知され
、起動プロセスを完了するために成功アイコン１２７６／１４７６を実行する。上記のよ
うにＤｅｖ１０６がネットワークにうまく起動された後、好ましくは、Ｄｅｖ１０６がユ
ーザに応答させるように送受話器１０２に確認メッセージ１２７４／１４７４を送る。Ｄ
ｅｖ１０６がユーザから確認応答を受信した後（彼／彼女が成功アイコン１２７６／１４
７６を実行する時）、彼／彼女の送受話器のインボックスに初期化アイコン１２９０／１
４９０及びメッセージ１２９２／１４９２を送信するので、彼／彼女は、Ｄｅｖのメモリ
にすべてのユーザの情報及び送受話器のパラメータをセットアップする初期化プロセスを
始めることができる。
【０１６６】
　図１５Ａ－１８は、送受話器スクリーン１２２０／１４２０、１２３６／１４３６、１
２５０／１４５０及び１２７０／１４７０と、送受話器１０２、Ｄｅｖ １０６及びプロ
ビジョンサーバ／プロバイダ１１４間の相互作用とを更に詳細に示す。
【０１６７】
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　本発明は：ＮＡＭ（名前割り当てモジュール）、ＳＩＭ（加入者識別モジュール）及び
ＭｏｄＳＩＭ（修正ＳＩＭ）の３つの起動方法を示す。本発明はまた、技術が日々前進し
改良されているので、発明者にまだ知られていない、まだ開発中である及び／又は開発さ
れてない起動のシステム及び方法をサポートするものであり、Ｄｅｖ１０６は、それらの
仕様及び必要に応ずるためにどの携帯電話サービスプロバイダにおいても機能するように
特に設計される。
【０１６８】
　図１５Ａ及び１５Ｂは、ＥＳＮ／ＭＥＩＤ／ＩＭＥＩ値で前もってプログラムされた名
前割り当てモジュール（ＮＡＭ）記憶装置領域においてＤｅｖ１０６を起動させる際の本
発明の実施態様１５００Ａ及び１５００Ｂの好適な起動の例を示す。
【０１６９】
　この例は、ステップ１５０２Ａ／１５０２Ｂ（図１２／１４のスクリーン１２２０／１
４２０と同等である）で開始し、ユーザが送受話器の電話番号、サービスプロバイダ／プ
ロビジョンサーバＩＰアドレス、ユーザの起動ＩＤ、起動パスワードを入力し、コマンド
ＯＫアイコン１２３０／１４３０を実行する。送受話器１０２はそれから、起動リクエス
ト及び起動パスワード１２４０／１４４０（図１２／１４）及び１５０４Ａ／１５０４Ｂ
を送信し、サービスプロバイダ／プロビジョンサーバ１２４６／１４４６及び１５０６Ａ
／１５０６ＢからＵＴＡＩＤを受信する。送受話器１０２は、ステップ１２５４／１４５
４、１２５６／１４５６及び１５０８Ａ／１５０８ＢでＤｅｖ１０６にその電話番号、ユ
ーザのアカウント情報及びＵＴＡＩＤを送信する。
【０１７０】
　Ｄｅｖ１０６は好ましくは、起動キー及びＥＳＮ／ ＭＥＩＤ／ＩＭＥＩ（電子シリア
ル番号／移動機識別子／国際移動機識別子）１５１０Ａ／１５１０Ｂを送信することによ
ってＯＴＡ起動を始める。サービスプロバイダ／プロビジョンサーバ１１２／１１４は、
起動キーを受信し、処理し、それが正しいかを確認し、その起動キーをサーバデータベー
ス１５１２Ａ／１５１２Ｂ内のユーザのアカウント情報と関連させることができる。プロ
ビジョンサーバ１１４はそれから、好ましくは割り当てられた電話番号、他の全てのパラ
メータ＊＊、起動承認１５１４Ａ／１５１４ＢをＤｅｖ１０６に送信する。
【０１７１】
　（＊＊残りのＮＡＭパラメータは、システムＩＤ、アクセスオーバーロードクラス、グ
ループＩＤマーク、最初のページング・チャンネル、ロックコード、ローカルＵＳＥフラ
グ、Ａ／Ｂシステム選択及びＭＩＮマークフラグである。）
【０１７２】
　Ｄｅｖ１０６はそれからそのＮＡＭ記憶装置領域１５１６Ａ／１５１６ＢにＮＡＭパラ
メータを記憶し、その送受話器の情報記憶装置領域１５１８Ａ／１５１８Ｂに送受話器１
０２の電話番号及びユーザのアカウント情報を記憶する。Ｄｅｖ１０６は、従来技術の当
業者に公知であるようにその電力を再利用し（又は図２／３／４のパワーオンリセット２
４９を実行し）、そしてネットワーク１５１９Ａ／１５１９Ｂに登録される。サービスプ
ロバイダ１１２から確認承認１５２０Ａ／１５２０Ｂを受信すると、起動は成功している
;つまり、ネットワークに接続することができる。
【０１７３】
　起動プロセスの間、Ｄｅｖ１０６は好ましくは、スクリーン１２５０／１４５０、ステ
ップ１５１１Ａに前もって表示されるように送受話器１０２でその進歩状態を（ＳＲＣ１
０４経由で）通信し、最後に携帯電話ネットワーク１１８を経て、Ｄｅｖ初期化アイコン
１２９０／１４９０と共にスクリーン１２９２／１４９２に示される確認テキストメッセ
ージ１５２２Ａ／１５２２Ｂを通信する。ユーザは好ましくは、送受話器１０２がすべて
のＤｅｖの機能及び能力を通信しかつ利用するために、彼／彼女の送受話器１０２でＤｅ
ｖ初期化プロセスを開始するようアイコンを実行する（図１９及び２０に示すように）。
ユーザが直ちに初期化に失敗した場合、好ましくは、Ｄｅｖ１０６は、ユーザから確認応
答を受信するまで、周期的にユーザの送受話器に同じ初期化メッセージ及びアイコンを送
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る。
【０１７４】
　図１６Ａ及び１６Ｂは、加入者識別モジュール（ＳＩＭ）記憶装置領域においてＤｅｖ
１０６を起動させる際の本発明の実施態様１６００Ａ及び１６００Ｂの好適な起動の例を
示す。
【０１７５】
　Ｄｅｖ１０６は、そのＳＩＭモジュールが携帯電話サービスプロバイダ又はその提携し
た第三者によって発行又は製造されるような典型的な移動送受話器ではない。これらの移
動送受話器はすでに、送受話器のメモリに記録されるＩＭＥＩ（国際移動機識別子）、Ｓ
ＩＭモジュールにプログラムされるＩＭＳＩ（国際移動電話加入者識別番号）、Ｋｉ（認
証キー）、暗号化キー、場合によりＩＣＣＩＤを有して、携帯電話サービスプロバイダと
関連付けられ；したがって、最初の始動時にサービスプロバイダネットワークに容易に起
動することができる。ＳＩＭモジュールも記憶装置として機能し：ユーザ電話ディレクト
リ、テキストメッセージ、画像などのような個人情報を含む。
【０１７６】
　他方でＤｅｖ１０６は、いかなる携帯電話サービスプロバイダにも縛られないので、ど
の携帯電話サービスプロバイダによっても機能するため、好ましくはソフトウエアダウン
ロード及び／又は更新によりサポートするように設計される。
【０１７７】
　Ｄｅｖ１０６は、ダミーＩＭＳＩ（又は随意に起動前の間、サービスプロバイダ発行の
ＵＴＡＩＤにおいて得られるＩＭＳＩ）のように前もってプログラムされたパラメータの
最小量を含むそれ自身の固有のＩＭＥＩ及びＳＩＭ記憶装置領域を備えるように各々設計
される。これによって、いかなるサービスプロバイダも起動プロセスの間、そのＳＩＭメ
モリに記憶するように残りのパラメータを供給することができる。ユーザはしたがって、
いつ何時でもサービスプロバイダを選択し、指定し、変えることができる。そしてＤｅｖ
のＳＩＭは、ＩＭＥＩ又はＳＮ（シリアル番号であるので、Ｄｅｖ１０６と関連付けるこ
とができる）、識別のための起動の間に使用されるＩＭＳＩ値といったこの例示的な実施
態様のように、起動前パラメータの最小量を含む。そして、もちろん、上記の起動キーも
含むので、それで、サービスプロバイダはユーザ／加入者と関連付けることができる。
【０１７８】
　この例は、図１５Ａ／１５Ｂのステップ１５０２Ａ／１５０２Ｂ、１５０４Ａ／１５０
４Ｂ、１５０６Ａ／１５０６Ｂ及び１５０８Ａ／１５０８Ｂで説明したものと類似して開
始される。
【０１７９】
　Ｄｅｖ１０６は、起動キー、ＩＭＥＩ及びダミーＩＭＳＩ１６１０Ａ／１６１０Ｂを送
信することによってＯＴＡ起動を継続する。サービスプロバイダ／プロビジョンサーバ１
１２／１１４は、起動キーを受信し、処理し、それが正しいかを確認し、その起動キーを
サーバデータベース１６１２Ａ／１６１２Ｂ内のユーザのアカウント情報と関連させるこ
とができる。サーバはそれから：好ましくは割り当てられた電話番号（又はＭＳＩＳＤＮ
―移動電話加入者ＩＳＤＮ番号）、ＩＭＳＩ、ＴＭＳＩ（一時的ＩＭＳＩ）、Ｋｉ（認証
キー）、及び起動承認１６１４Ａ／１６１４ＢのようなＳＩＭパラメータをＤｅｖ１０６
に送信する。
【０１８０】
　Ｄｅｖ１０６はそれからそのＳＩＭ記憶装置領域１６１６Ａ／１６１６ＢにＳＩＭパラ
メータを記憶し、その送受話器の情報記憶装置領域１６１８Ａ／１６１８Ｂに送受話器１
０２の電話番号及びユーザのアカウント情報を記憶する。Ｄｅｖ１０６は、従来技術の当
業者に公知であるようにその電力を再利用し（又は図２／３／４のパワーオンリセットを
実行し）、そしてネットワーク１６１９Ａ／１６１９Ｂに登録される。サービスプロバイ
ダ１１２から確認承認１６２０Ａ／１６２０Ｂを受信すると、起動は成功している;つま
り、ネットワークに接続することができる。
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【０１８１】
　起動プロセスの間、Ｄｅｖ１０６は好ましくは、スクリーン１２５０／１４５０、ステ
ップ１６１１Ａに前もって表示されるように送受話器１０２でその進歩状態を、ＳＲＣ１
０４を経て通信し、最後に携帯電話ネットワーク１１８を経て、Ｄｅｖ初期化アイコン１
２９０／１４９０と共に（１２９２／１４９２のように、インボックススクリーン１２８
０／１４８０に示される）確認テキストメッセージ１６２２Ａ／１６２２Ｂを通信する。
ユーザは好ましくは、送受話器１０２がすべてのＤｅｖの機能及び能力を通信しかつ利用
するために、彼／彼女の送受話器１０２でＤｅｖ初期化プロセスを開始するようアイコン
１２９０／１４９０を実行する（図１９及び２０に示すように）。ユーザが直ちに初期化
に失敗した場合、好ましくは、Ｄｅｖ１０６は、ユーザから確認応答を受信するまで、周
期的にユーザの送受話器に同じ初期化メッセージ及びアイコンを送る。
【０１８２】
　図１７及び１８は、修正された加入者識別モジュール（ＭｏｄＳＩＭ）記憶装置領域に
おいてＤｅｖ１０６を起動させる際の本発明の実施態様１７００及び１８００の好適な起
動の例を示す。
【０１８３】
　ＭｏｄＳＩＭ起動は、ＳＩＭの起動に類似しているがよりシンプルである。Ｄｅｖ１０
６は、そのＩＤパラメータ及び起動キー（ＵＴＡＩＤから得られた）のみを、それを受信
し処理して、ＤｅｖとＩＤパラメータ、加入者と起動キーを関連付けるプロビジョンサー
バに送信する。プロビジョンサーバはそれから登録承認を生成し、その割り当てられた（
ＯＤＡ）電話番号、ＴＭＳＩ及びＫｉをＤｅｖへ送り返す。
【０１８４】
　Ｄｅｖ１０６は、図１５Ａ／１５Ｂのステップ１５０２Ａ／１５０２Ｂ、１５０４Ａ／
１５０４Ｂ、１５０６Ａ／１５０６Ｂ及び１５０８Ａ／１５０８Ｂで説明したものと類似
して開始される。
【０１８５】
　Ｄｅｖ１０６は、起動キー、そのＩＤパラメータ（Ｄｅｖのシリアル番号、部品番号、
メーカー名）１７１０／１８１０を送信することによってＯＴＡ起動を継続する。サービ
スプロバイダ／プロビジョンサーバ１１２／１１４は、起動キーを受信し、処理し、それ
が正しいかを確認し、その起動キーをサーバデータベース１７１２／１８１２内のユーザ
のアカウント情報と関連させることができる。サーバはそれから、好ましくは割り当てら
れた電話番号、ＴＭＳＩ（一時的ＩＭＳＩ）、Ｋｉ（認証キー）、及び起動承認１７１４
／１８１４のようなＭｏｄＳＩＭパラメータをＤｅｖ１０６に送信する。
【０１８６】
　Ｄｅｖ１０６はそれからそのＭｏｄＳＩＭ記憶装置領域１７１６／１８１６にＭｏｄＳ
ＩＭパラメータを記憶し、その送受話器の情報記憶装置領域１７１８／１８１８に送受話
器１０２の電話番号及びユーザのアカウント情報を記憶する。Ｄｅｖ１０６は、従来技術
の当業者に公知であるようにその電力を再利用し（又は図２／３／４のパワーオンリセッ
トを実行し）、そしてネットワーク１７１９／１８１９に登録される。サービスプロバイ
ダ１１２から確認承認１７２０／１８２０を受信すると、起動は成功している;つまり、
ネットワークに接続することができる。
【０１８７】
　起動プロセスの間、Ｄｅｖ１０６は好ましくは、スクリーン１２５０／１４５０、ステ
ップ１７１１に前もって表示されるように送受話器１０２でその進歩状態を（ＳＲＣ１０
４経由で）通信し、最後に携帯電話ネットワーク１１８を経て、Ｄｅｖ初期化アイコン１
２９０／１４９０と共に（１２９２／１４９２のようにインボックススクリーン１２８０
／１４８０にも示される）確認テキストメッセージ１７２２／１８２２を通信する。ユー
ザは好ましくは、送受話器１０２がすべてのＤｅｖの機能及び能力を通信しかつ利用する
ために、彼／彼女の送受話器１０２でＤｅｖ初期化プロセスを開始するようアイコン１２
９０／１４９０を実行する（図１９及び２０に示すように）。ユーザが直ちに初期化に失
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敗した場合、好ましくは、Ｄｅｖ１０６は、ユーザから確認応答を受信するまで、周期的
にユーザの送受話器に同じ初期化メッセージ及びアイコンを送る。
【０１８８】
　住宅の用途におけるＤｅｖ１０６は（図３及び６のハードウェア及びソフトウエアブロ
ック図によって表されるように）、固定された装置である。つまり、それは通常移動させ
る必要はない。例えば加入者アカウントのビット／フラグのようなメカニズム又は方法が
好ましくは存在するので、サービスプロバイダは、移動している典型的モバイル装置とそ
れとを識別することができ、したがって、それをサポートするために割り当てられるサー
ビスプロバイダのリソースは少ないので、住宅の用途においてユーザ／顧客へのサービス
コストを減らすことができる。Ｄｅｖ１０６（自動車及びロボットの用途とは異なる住宅
の用途の）は、この方法で、その登録（識別データ）がサービスプロバイダのネットワー
クの同じＭＳＣ／ＶＬＲに留まる（存在する）ので、その存在を周期的に送信する必要は
ない。
【０１８９】
　図１９及び２０は、本発明の実施態様１９００及び２０００の好適な用途の例を示す。
この例示的な実施態様は、Ｄｅｖがうまく起動して携帯電話ネットワークに登録された後
、Ｄｅｖ１０６へ彼／彼女の個人情報及び送受話器パラメータを初期化するため、ユーザ
により彼／彼女の送受話器で実行される好適なステップを示す。
【０１９０】
　ユーザは、送受話器１０２に送受話器の自動車／住宅の装置初期化スクリーン１９０２
／２００２をナビゲートさせる初期化アイコン１２９０／１４９０（彼／彼女がインボッ
クス、図１２／１４のスクリーン１２８０／１４８０で受信した）を実行することにより
開始する。次に、ユーザは彼／彼女の選んだアカウントセキュリティパスワード（１９１
４／２０１４及び１９１６／２０１６）及び送受話器が選んだパスワード１９１８／２０
１８を入力して実行１９０６／２００６し、送受話器１０２にコマンド及び情報（フロー
図１９７０／２０７０のステップ１９７６／２０７６及び１９７８／２０７８で）を、コ
マンドを処理し（識別のための慣例として）二度入力された２つのパスワードが同一であ
るかを確認するＤｅｖ１０６へと送信させる。Ｄｅｖ１０６はリクエストされた情報を送
り返し、送受話器１０２がスクリーン１９２０／２０２０にそれを表示する。それには、
送受話器の電話番号１９２４／２０２４（送受話器が起動プロセスの間、前もって送信し
た）、送受話器パスワード、サービスプロバイダの名前及びアカウント情報１０２５／２
０２５、Ｄｅｖ電話番号１９２６／２０２６、アカウントセキュリティパスワード１９２
３／２０２３及びユーザ名（１９２５／２０２５）が示される。ユーザは残りの情報を記
入する必要があり、完了するとスクリーン１９３０／２０３０のように示される。
【０１９１】
　スクリーン１９３０／２０３０（ステップ２０８２に示すように）において、ユーザは
、自動車製造及びモデル、ナンバープレート１９３４（自動車Ｄｅｖで）、あるいは家の
住所２０３４（住宅Ｄｅｖで）、アカウントセキュリティパスワード１９３６／２０３６
、登録された電話番号１９３７／２０３７及びそのパスワード、アカウント名及びサービ
スプロバイダアカウント番号１９３８／２０３８、Ｄｅｖ電話番号１９４０／２０４０、
パスワード回復のための電子メールアドレス１９４２／２０４２、緊急センタの電話番号
１９４６／２０４６、及び複数の他の必要な情報（従来技術の当業者に公知であるように
記載の明確さ及び容易さのために図示せず）を入力する。ユーザはそれからＥｘｅアイコ
ン１９５４／２０５４を実行して、送受話器１０２のメモリにＤｅｖの電話番号１９８４
／２０８４を記憶させて、コマンド及び情報（ステップ１９８６／２０８６に示すように
）を、それを処理しメモリ１９８８／２０８８にそれらを保存するＤｅｖ１０６へ送信す
る。Ｄｅｖ１０６はそれから、スクリーン１９３０a／２０３０aに示すように情報１９９
２／２０９２を送り返し１９９０／２０９０、ユーザが再編集する１９５２a／２０５２a
あるいは実行１９５０a／２０５０aすることで初期化プロセスを終える。
【０１９２】
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　エアバッグ２２６（図２）が膨らんだ又は住宅が火事である（煙の警告がある）３０４
（図３）時、他の登録された送受話器１０２と同様に警察及び緊急電話番号１９４６／２
０４６（米国及びカナダ９１１、ステップ１９６０／２０６０‐中国本土１１０及び１１
９、香港９９９、-ＥＵ１１２、‐台湾、日本、韓国、フランス１１９、インド１００及
び１０１、メキシコ０６６及び０６８、ブラジル１９０及び１９３である）宛てにＤｅｖ
１０６によって電話がかけられ、音声及びテキストメッセージが送信される。電子メール
アドレス１９４２／２０４２は、ユーザがアカウントセキュリティパスワードを忘れた時
のパスワード回復のためのものである。Ｄｅｖ１０６はそれから、パスワード及び電子メ
ールアドレスを電子メールサーバ１１６に送り、彼／彼女のパスワードを回復するために
その記憶された電子メールアドレス１９４２a／２０４２aへユーザのために送信する。Ｄ
ｅｖ電話番号１９２６／２０２６（電話番号９１６-１２２-９８７６／９１６-１２２-９
８７７）が使用され、送受話器メモリへ送受話器アプリケーションソフトウェアによって
記憶され（ステップ１９８４／２０８４で）、送受話器アプリケーションは、Ｄｅｖ１０
６と通信するためにその数を使用する。
【０１９３】
　図２１Ａは、本発明の実施態様２１００Ａの好適な用途の例を示す。この例示的な実施
態様は、Ｄｅｖ１０６に新しい送受話器１０２を追加する（登録する）ためにユーザによ
り彼／彼女の送受話器で実行される好適なステップを示す。
【０１９４】
　ユーザは新しい送受話器１０２を加えることができ、それはＤｅｖ１０６に登録される
。追加（登録）の後、新しい送受話器１０２は、登録された送受話器１０２としてすべて
の制御、プログラム及びモニタの能力を有するようになる。
【０１９５】
　ユーザは、スクリーン１１５０／１３５０（図１１／１３）の送受話器追加アイコン１
１７２／１３７２を実行して、ユーザにアカウントセキュリティパスワード入力を促すス
クリーン２１０２Ａ／２１５２Ａに示されるように、彼／彼女の送受話器を新しい送受話
器追加メニューへナビゲートさせる。ユーザはアカウントセキュリティパスワード２１０
８Ａ又は２１５８Ａを入力しＯＫアイコンを実行して、送受話器に、データを確認し処理
するＤｅｖ１０６へコマンド及びデータを送信させる。アカウントセキュリティパスワー
ドが合致する場合、Ｄｅｖ１０６は自動車／住宅の情報２１１０Ａ／２１６０Ａを送り返
し、新しい送受話器が選んだパスワード２１１２Ａ／２１６２Ａの入力をユーザに促す。
ユーザはそれから、その新しい送受話器が選んだパスワード２１１３Ａ／２１６３Ａを入
力する。自動車の用途では、単一の送受話器カテゴリ２１１４Ａがユーザの新しい電話番
号入力のために必要である。住宅の用途では、家族電話の入力２１６４Ａ、家事の手伝い
人（すなわちメイドサービス）の電話の入力２１６５Ａ、及び、友人又は臨時の構成員の
電話の入力２１６７Ａのような３つのカテゴリからユーザが選んだ１つで新しい送受話器
電話番号を入力する。この例示的な実施態様において、ユーザが彼／彼女の家族の送受話
器電話番号２１６４Ａを入力すると仮定すると、次にＯＫアイコン２１１６Ａ／２１６６
Ａを実行して、送受話器１０２に、Ｄｅｖ１０６へコマンド及びデータを送信させる。Ｄ
ｅｖ１０６はデータを確認し処理して、送受話器１０２に返信する。それらはユーザの確
認のためにスクリーン２１２０Ａ／２１７０Ａに表示される。ユーザはそれから確認アイ
コン２１３４Ａ／２１８４Ａを実行し、送受話器１０２に、メモリのその装置情報ファイ
ルを処理し更新するＤｅｖ１０６へその確認を返信させ、そして、それ自体のメモリに記
憶する送受話器１０２へ送信し、スクリーン２１４０Ａ／２１９０Ａにそれを表示する。
ユーザは、図２４Ｃで以下に記すように最新の装置情報を常に検索する、見るあるいはリ
クエストすることができる。Ｄｅｖ１０６はまた、図２２のスクリーン２２０２に表示さ
れるようにアプリケーションダウンロードリンク及びサインインアイコン２２１４（電話
番号を含む）を有する指示メッセージを図２２にて示したようにそのユーザがサインイン
を始めることができる追加された送受話器１０２に送る。
【０１９６】
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　図２１Ｂは、本発明の実施態様２１００Ｂの好適な用途の例を示す。この例示的な実施
態様は、制限されたあるいは一時的なモードでＤｅｖ１０６に新しい送受話器１０２を追
加（登録する）するため、ユーザにより彼／彼女の送受話器で実行される好適なステップ
を示す。
【０１９７】
　この例では、ユーザが、彼／彼女の送受話器を、家事の手伝いのためにちょうど入力さ
れた送受話器の電話番号２１１５Ｂを含むスクリーン２１０２Ｂへ誘導し、家族の送受話
器の電話番号２１６５Ａ（図２１Ａのスクリーン２１５２Ａ）を入力する。あるいは、ユ
ーザは、彼／彼女の送受話器を、友人（臨時）のちょうど入力された送受話器の電話番号
２１６７Ｂを含むスクリーン２１０２Ｂへ誘導し、友人（臨時）の送受話器の電話番号２
１６７Ａ（図２１Ａのスクリーン２１５２Ａ）を入力する。ユーザはそれから、ＯＫアイ
コン２１１６Ｂ／２１６６Ｂを実行し、送受話器１０２に、Ｄｅｖ１０６へコマンド及び
データを送信させる。Ｄｅｖ１０６はデータを確認し処理して、送受話器１０２に返信す
る。それらはユーザの確認のためにスクリーン２１２０Ｂ／２１７０Ｂに表示される。ス
クリーン２１２０Ｂは追加された送受話器が制限モードにあることを示し、一方でスクリ
ーン２１７０Ｂは追加された送受話器が一時的モードにあることを示す。ユーザはそれか
ら確認アイコン２１３４Ｂ／２１８４Ｂを実行し、送受話器１０２に、メモリのその装置
情報ファイルを処理し更新するＤｅｖ１０６へその確認を返信させ、そして、好ましくは
それ自体のメモリに記憶する送受話器１０２へ送信する。ユーザは、（図２４Ｃで以下に
記すように）最新の装置情報を常に検索する、見るあるいはリクエストすることができる
。Ｄｅｖ１０６はまた、図２２のスクリーン２２０２に表示されるようにアプリケーショ
ンダウンロードリンク及びサインインアイコン２２１４（電話番号を含む）を有する指示
メッセージを図２２にて示したようにそのユーザがサインインを始めることができる追加
された送受話器１０２に送る。
【０１９８】
　住宅への一時的なアクセスを有する友人、来客又は隣人に所有される一時的に登録され
た送受話器１０２は、開始日（２１６７Ｂ１）及び時間（図示せず）そして終了日（２１
６７Ｂ２）及び時間（図示せず）が好ましくはプログラムされ、住宅への優先的なアクセ
スは通常の登録された送受話器１０２にある。この送受話器１０２はＤｅｖ１０６へ他の
送受話器１０２を登録する能力、あるいは新しいネットワークにＤｅｖ１０６を起動させ
る能力はなく、その失効日（２１６７Ｂ２）に自動的にＤｅｖ１０６から削除される（登
録解除される）。
【０１９９】
　家事の手伝い人の送受話器１０２は好ましくは、特定の時間及び曜日（図示せず）にお
ける住宅又は敷地への出入りのため、住宅セキュリティアラームをオン・オフにすること
ができるだけであるようにその機能において制限される。この送受話器１０２は、何かを
制御する、観察するあるいはモニタするようにＤｅｖ１０６に命令することができず、Ｄ
ｅｖ１０６に他の送受話器１０２を登録する能力を有しない。
【０２００】
　この実施態様により好ましくは、家（近距離又は遠距離で）を離れている、あるいは、
出張又は休暇中のＤｅｖ１０６のユーザは、彼／彼女自身の登録された送受話器１０２を
用いてＤｅｖ１０６に遠隔で彼／彼女の友人の送受話器１０２を加える（登録する）こと
ができる。これにより、プログラム可能な期間の間友人は、彼／彼女の自身の送受話器１
０２を用いて、ユーザの住宅に出入りすることができる。ユーザは好ましくは、図１３の
スクリーン１３２０のリスト送受話器の出入り活動リストアイコン１３４２を実行するこ
とによって、友人（図示せず）あるいは家事の手伝い人（図示せず）の出入りの時間及び
の日付のトラックを保持することもできる。家事の手伝い人又は友人は好ましくは、必要
なくなった時Ｄｅｖ１０６と関連するソフトウェアアプリケーションを彼／彼女の送受話
器から１０２をいつでも削除することができる。
【０２０１】



(46) JP 2016-537927 A 2016.12.1

10

20

30

40

50

　図２２は、本発明の実施態様２２００の好適な用途の例を示す。この例示的な実施態様
は、彼／彼女の新しく追加された送受話器１０２でＤｅｖ１０６へ送受話器１０２をサイ
ンインするため、ユーザにより彼／彼女の送受話器で実行される好適なステップを示す。
【０２０２】
　新しく追加された（登録された）送受話器１０２のユーザは、そのインボックス（スク
リーン２２０２）でＤｅｖ１０６から、彼／彼女がアプリケーション２２１０をダウンロ
ードする必要があるという通知２２０４（フロー図２２４０のステップ２２４２）を受信
し、Ｄｅｖ１０６で彼／彼女の送受話器１０２を機能させるためにサインイン２２１２す
る。ユーザは最初に、ステップ２２４４に示すようにアプリのダウンロードのためアプリ
ケーションＵＲＬ（２２１０）を実行する（アプリのダウンロードのステップが上記の図
９／１０のスクリーン９２０／１０２０、９４０／１０４０、９６０／１０６０及び９８
０／１０８０に記載されているダウンロードリンク２２１０）。ステップ２２４６でアプ
リケーションがダウンロードされた後（彼／彼女の送受話器がそのアプリを含まない；あ
るいはユーザがちょうどサインインしたばかりであると仮定して）、ユーザはサインイン
アイコン２２１４（ステップ２２４８も示される）を実行して、送受話器１０２をスクリ
ーン２２２０にナビゲートし、そこでユーザは彼／彼女の正しい送受話器パスワード２２
２６　（図２１Ａのスクリーン２１０２Ａ／２１５２Ａ又は図２１Ｂのスクリーン２１０
２Ｂ／２１５２Ｂ上の２１１３Ｂ／２１６３Ｂでユーザの送受話器を追加／登録の際割り
当てられた２１１３Ａ／２１６３Ａものと同じパスワードである）を入力する。ユーザは
最後に（実行アイコン２２２８を）実行し、送受話器１０２が、そのメモリ２２５０（グ
ラフ２２４０の）にＤｅｖの電話番号を記憶し、Ｄｅｖ１０６に承認を送信するのが可能
になる。Ｄｅｖは承認２２５２を受信し、そして、スクリーン２２６０で示すように登録
している送受話器１０２r（フローチャート２２４０）のユーザに通知（２２６２）を送
信する（ステップ２２５４）。これ以降、サインインした送受話器１０２とＤｅｖ１０６
は互い（２２５６）に通信することができる。
【０２０３】
　図２３は、本発明の実施態様２３００の好適な用途の例を示す。この例示的な実施態様
は、Ｄｅｖ１０６から登録された送受話器１０２を削除するため、ユーザにより彼／彼女
の送受話器で実行される好適なステップを示す。
【０２０４】
　ユーザは、図１１／１３のスクリーン１１５０／１３５０の送受話器削除アイコン１１
７６／１３７６を実行して、ユーザにアカウントセキュリティパスワード入力を促すスク
リーン２３０２／２３５２に示されるように、彼／彼女の送受話器を新しい送受話器削除
メニューへナビゲートさせる。ユーザはアカウントセキュリティパスワード２３０８／２
３５８を入力しＯＫアイコン２３１６／２３６６を実行して、送受話器１０２に、データ
を確認し処理するＤｅｖ１０６へコマンド及びデータを送信させる。アカウントセキュリ
ティパスワードが合致する場合、Ｄｅｖ１０６は自動車／住宅の情報２３１０／２３６０
及びその登録された送受話器電話番号２３１２／２３６２を送り返し、送受話器１０２の
電話番号の削除２３１４／２３６４をユーザに促す。ユーザは、削除される送受話器の電
話番号２３１４／２３６４を入力し、ＯＫアイコン２３１６／２３６６を実行して、送受
話器１０２に、Ｄｅｖ１０６へコマンド及びデータを送信させる。Ｄｅｖ１０６はデータ
を確認し処理して、確認２３２８／２３７８及び２３３０／２３８０のためそれをユーザ
の送受話器１０２（スクリーン２３２０／２３７０）に返信する。ユーザはそれから確認
２３３４／２３８４し、送受話器１０２に、その装置情報を処理し更新するＤｅｖ１０６
へ確認を送信させ、その送受話器１０２が削除２３４６／２３９６されたことを示すよう
に送受話器１０２（２３４０／２３９０）にそれを返信する。
【０２０５】
　図２４Ａは、本発明の実施態様２４００Ａの好適な用途の例を示す。この例示的な実施
態様は、許可される回数（すなわち３回）を超えてユーザが正しいパスワードの入力に失
敗した場合のＤｅｖ１０６のパスワード回復の好適なプログラムの流れを示す。
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【０２０６】
　この図は、ユーザが正しいパスワードの入力に失敗して、彼／彼女の電子メールアカウ
ントに電子メールサーバからパスワードを受信する際のパスワード回復メカニズムを示す
。パスワード回復の例は、ユーザが図１１／１３のアイコン１１５６／１３５６によって
表される自動車／住宅装置構成コマンドを見る又は編集したい時に実行されるものである
。
【０２０７】
　ユーザが自動車／住宅装置構成アイコン（図１１／１３の１１５６／１３５６）を実行
した後、自動車／住宅装置構成コマンドを表示するスクリーン２４０２Ａ／２４２２Ａに
示されるように、彼／彼女の送受話器１０２に、コマンドを処理して送受話器１０２へ応
答を返すＤｅｖ１０６へコマンドを送信させる。これにはユーザからのアカウントセキュ
リティパスワード入力２４０８Ａ／２４２８Ａを必要とし、彼／彼女が３回失敗した２４
１０Ａ／２４３０Ａ場合（フロー図２４７０Ａのステップ２４７２Ａ）、Ｄｅｖ１０６は
、送受話器１０２にパスワードリクエストコマンドに２４７４Ａを送信することによって
電子メール回復プロセスに入り、ユーザは彼／彼女の電子メールアドレス２４１２Ａ／２
４３２Ａの入力２４１０Ａ／２４３０Ａを促される。ユーザは電子メールアドレスを入力
してＥｘｅアイコン２４１４Ａ／２４３４Ａを実行する、そして、送受話器１０２に、そ
れを受信し処理するＤｅｖ１０６へコマンドを送信させる（ステップ２４７８Ａ）。電子
メールアドレスが確認２４８０Ａされてそれが合致しない場合、Ｄｅｖ１０６は、「電子
メールアドレスが合致していない」メッセージ２４８４Ａを送信し、停止する２４８６Ａ
。電子メールアドレスが合致する場合、Ｄｅｖ１０６は、パスワード回復のためユーザの
電子メールアドレス２４８２Ａ及びパスワードに加えてパスワード回復コマンドをメール
サーバ１１６に送信する。ユーザはそれから彼／彼女の電子メール（スクリーン２４５０
Ａの２４５２Ａ）をチェックして、パスワード（２４５６Ａ）を取り出すことができる。
【０２０８】
　図２４Ｂは、本発明の実施態様２４００Ｂの好適な用途の例を示す。この例示的な実施
態様は、個人情報あるいは送受話器情報を変える際にＤｅｖ１０６を構成するため、ユー
ザにより彼／彼女の送受話器で実行される好適なステップを示す。
【０２０９】
　この図は、上記の図２４Ａに記載のようにＤｅｖ１０６に送受話器１０２によって送信
された正しいアカウントセキュリティパスワード２４０８Ａ／２４２８Ａをユーザが入力
した場合のスクリーン２４０２Ａ／２４２２Ａの継続を示すものである。Ｄｅｖ１０６は
、スクリーン２４０２Ｂ／２４２２Ｂにそれを表示する送受話器１０２にその装置構成デ
ータを（図２４６０Ｂで）返信２４６４Ｂする。自動車ＩＤ情報（Ａ１）／家の住所（Ｂ
１）、アカウントセキュリティパスワード（Ａ２／Ｂ２）、登録された送受話器電話番号
及びそのパスワード（Ａ３／Ｂ３）、ユーザ名及びアカウント番号（Ａ４／Ｂ４）、Ｄｅ
ｖ電話番号（Ａ５／Ｂ５）、電子メールアドレス（Ａ６／Ｂ６）及び緊急センタの電話番
号（Ａ７／Ｂ７）のような、いくつかの好ましい情報（全てでない）が示されている。ユ
ーザは好ましくは、登録された送受話器の電話番号（Ａ３／Ｂ３）及びＤｅｖの電話番号
（Ａ５／Ｂ５）以外の（ステップ２４６６Ｂに示される）スクリーン２４０２Ａ／２４２
２Ａの情報を変えるように編集することができる。ユーザが、第２の電子メールアドレス
２４０４Ｂ／２４２４Ｂを加えるように編集（ステップ２４６６Ｂ）し、Ｅｘｅアイコン
２４０８Ｂ／２４２８Ｂ実行して、送受話器１０２に、Ｄｅｖ１０６（ステップ２４６８
Ｂ）へコマンド及びデータを送信させると仮定する。Ｄｅｖ１０６はデータを処理し、ユ
ーザ確認（スクリーン２４１２Ｂ／２４３２Ｂ及びステップ２４７０Ｂ）のために送受話
器１０２にそれを返信して（ステップ２４７２Ｂ）、第２の電子メールアドレス（２ｎｄ
ｏｗｎｅｒ＠ａｎｙ.ｃｏｍ）が構成／装置ファイルに加えられた（２４１４Ｂ／２４３
４Ｂ）ことを示す。ユーザはそれから確認２４１８Ｂ／２４３８Ｂして、送受話器１０２
に、それをメモリに記憶する（ステップ２４７６Ｂ）Ｄｅｖ１０６へ確認されたデータを
返信（ステップ２４７４Ｂ）させる。
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【０２１０】
　図２４Ｃは、本発明の実施態様２４００Ｃの好適な用途の例を示す。この例示的な実施
態様は、Ｄｅｖ１０６の装置情報を検索して見るため、ユーザにより彼／彼女の送受話器
で実行される好適なステップを示す。
【０２１１】
　ユーザは、自動車／住宅Ｄｅｖ機能メニュー１１５０／１３５０（図１１／１３）のＤ
ｅｖ情報アイコン１１６６／１３６６を実行し、彼／彼女の送受話器１０２に、そのスク
リーン２４１０Ｃ／２４４０Ｃに示すように自動車／住宅装置情報を表示するようコマン
ドを処理し送受話器１０２に応答を送り返すＤｅｖ１０６へ装置情報クエリコマンドを送
信させる。ここでは、Ｄｅｖタイプ自動車ＩＤ情報／家の住所２４１６Ｃ／２４４６Ｃ、
アカウントセキュリティパスワード２４１８Ｃ／２４４８Ｃ、登録された電話番号２４２
０Ｃ／２４５０Ｃ及びパスワード、アカウント名及びナンバー２４２２Ｃ／２４５２Ｃ、
Ｄｅｖの電話番号２４２４Ｃ／２４５４Ｃ、電子メールアドレス２４２６Ｃ／２４５６Ｃ
、及び、緊急センタの電話番号２４２８Ｃ／２４５８Ｃが示される。
【０２１２】
　図２５は、本発明の実施態様２５００の好適な用途の例を示す。この例示的な実施態様
は、Ｄｅｖ１０６に送受話器１０２を登録するため、ユーザにより彼／彼女の送受話器で
実行される好適なステップを示す。
【０２１３】
　この特徴により、ユーザは彼／彼女が登録された送受話器のみを無くした場合、新しい
送受話器１０２を登録することができる。ユーザが彼／彼女の古い送受話器（２４１０Ｃ
／２４４０Ｃの電話番号９１６-９８７-６５００）を無くし、新しいもの（電話番号９１
６-９８７-００００）を買ったと仮定する。ユーザは、Ｄｅｖ１０６に新しい送受話器１
０２を登録する。したがってこの特徴により、登録した古い送受話器がもう使えない場合
、Ｄｅｖ１０６に新しい送受話器１０２を登録することができる。新しく登録された送受
話器１０２で、ユーザは、図２３において記載したように無くした送受話器１０２を削除
する（登録解除する）ためにそれを使用することができる。また上記のように、彼／彼女
は、Ｄｅｖへの彼／彼女送受話器１０２を登録するようにアプリケーションを実行し関連
したコマンド／アイコンを使用するためにアプリケーションをオンラインでダウンロード
する（そして起動する）必要がある。Ｄｅｖ１０６がネットワークにすでに登録されてい
るので、彼又は彼女はＤｅｖ１０６の付近（ＳＲＣレンジ内）においる必要はない。登録
の開始においてＤｅｖ１０６にコマンド及びデータを彼／彼女の送受話器１０２が送信す
るため、ユーザはＤｅｖの電話番号及びそのセキュリティパスワードを知っている必要が
ある。無くした送受話器を所有する人は、該当する場合、ステップ２５９２に示すように
登録する際に送受話器のスクリーン２６５０（図２６）に通知されるが、２６６６（図２
６）に示すように彼／彼女が入力するアカウントセキュリティパスワードを有しないので
、それを予防することはできない。
【０２１４】
　ユーザは図１１／１３の送受話器登録アイコン１１５８／１３５８を実行し、彼／彼女
の送受話器に、そのスクリーン２５０２に示すように送受話器に登録メニューへナビゲー
トさせる。領域２５０６において、ユーザはＤｅｖ電話番号２５０８、アカウントセキュ
リティパスワード２５１０、送受話器電話番号２回（２５１２及び２５１４）、及び選ば
れた送受話器パスワード２回（２５１６）を入力する。ユーザはそれからＥｘｅアイコン
２５２０を実行して、送受話器１０２に、情報を受信し処理する（チャート２５７０の２
５７２）Ｄｅｖ１０６へコマンド及びデータを送信させる。
【０２１５】
　ここから、発明者は（場合により）、必要なアカウントセキュリティパスワード入力及
び再試行のため、送受話器１０２及びＤｅｖ１０６間での相互通信を促す送受話器スクリ
ーン表示メッセージ（２５１０）をスキップする。彼はまた（場合により）、従来技術の
当業者に公知であるように、合致しない電話番号及び再試行、又は、合致しい選ばれた送
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受話器パスワード及び再試行、（説明の容易さのため）送受話器スクリーン表示メッセー
ジをスキップする。
【０２１６】
　Ｄｅｖのアカウントセキュリティパスワード及び送受話器パスワードの必要条件は特定
の共通の機能のために部分的に重なる一方で、Ｄｅｖが別々の操作を実行するため各々の
タイプのパスワードが必要とされる（ユーザの保護のため）。それら（アカウントセキュ
リティパスワードを必要とする機能）は：送受話器登録、送受話器追加又は除去、装置構
成、装置情報、送受話器ロケータ、料金支払いセットアップ、ルート及び速度追跡、ホー
ムアラーム構成、家庭用器具／設備追加及び除去などのＤｅｖの構造機能のためにあるも
のである。そして、送受話器パスワードは、自動車／住宅制御、プログラム、モニタ、及
び、エンジン状態、家庭用器具／設備の操作、自動車ロケータを見るなどのようなＤｅｖ
の操作機能のためにあるものである。
【０２１７】
　フローチャート２５７０は、送受話器（スクリーン２５０２）によって送信された登録
コマンドを実行する時のＤｅｖ１０６のプログラムの流れを示す。それは、コマンド及び
データを受信して、アカウントセキュリティパスワード（ＰＷ）が正しい２５７４かを確
認するステップ２５７２から始まる。アカウントセキュリティパスワードが正しい場合、
Ｄｅｖ１０６は２回入力された送受話器電話番号２５１２及び２５１４が同一であり、選
ばれた送受話器パスワード２５１６（ステップ２５８２で）も同一であるかどうかを確認
する。Ｄｅｖ１０６は同時に、送受話器（ユーザに知らせるために、スクリーン２５３２
）に登録プロセス状態を送信する。すべてが合致している場合、Ｄｅｖ１０６はコマンド
処理へ進み、そのメモリにすべての情報（送受話器の電話番号ステップ２５８６を含む）
を記憶する。それから、その完了２５５８／２５５８aを確認するため、確認コマンド又
は自動車／住宅Ｄｅｖ情報２５４０／２５４０a（ステップ２５９０で）を送受話器１０
２に送信する。アカウントセキュリティパスワードが合致しない場合、Ｄｅｖ１０６は「
パスワードが合致していない」メッセージを送受話器１０２に送信し、３回試行させ（ス
テップ２５８０）それが失敗した場合、Ｄｅｖ１０６はパスワード回復２５８８へ進み、
その動作（ステップ２５９２）を知らせるメッセージを他の登録された送受話器１０２に
送る。この特徴により、未許可のソースから不法な登録があるかどうかユーザは知ること
ができる。送受話器電話番号又は送受話器の選ばれたパスワードの入力が同一でない場合
、Ｄｅｖ１０６はユーザによる情報の再入力を必要とするステップ（ステップ２５８４）
へ進む。
【０２１８】
　図２６は、本発明の実施態様２６００の好適な用途の例を示す。この例示的な実施態様
は、ＳＲＣネットワークを経てＤｅｖ１０６へ送受話器１０２を登録するため、ユーザに
より彼／彼女の送受話器で実行される好適なステップを示す。
【０２１９】
　チャート２６０２は、Ｄｅｖ１０６への新しい送受話器１０２の起動／登録の試行、及
び、起動／登録の試行の警告を受信する登録された送受話器１０２のスクリーン表示２６
５０を示す。Ｄｅｖ起動ボタンが押された時に、起動／登録は２６０４で始まる。Ｄｅｖ
１０６は、その現在のアカウントがアクティブである２６０６かどうか確認し；アカウン
トがアクティブでない（起動していない又は停止された、あるいは過去３０日間ネットワ
ークに登録することができない）場合、起動している／登録している送受話器１０２（２
６０８）に問合せメッセージを送る。Ｄｅｖ１０６が短い時間内で応答が得られない２６
１０場合、Ｄｅｖ１０６を起動させて通信するため、送受話器１０２ユーザがアプリケー
ション（アプリ）ソフトウエアをダウンロードする必要があるということを示すメッセー
ジ２６１４を送受話器１０２に送る（これらのステップはすでに図８及び９／１０に示さ
れた）。ステップ２６１０でＤｅｖ１０６が送受話器１０２から適当な応答を得た場合、
起動は開始する２６１２（Ｄｅｖ１０６を起動させる１つ又は複数の方法ですでに図１１
／１３、１２／１４、１５Ａ-１８にて示したように）。この図でＤｅｖ１０６及び起動
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させている／登録している送受話器１０２の間のすべての通信は、従来技術の当業者に公
知であるように、そして図１の１０４に示すように、ブルートゥース、無線ＵＳＢ、ＮＦ
Ｃ、Ｗｉ－Ｆｉ、赤外線、無線ＬＡＮ、無線周波数（ＲＦ）技術又は無数の短波通信のよ
うなＳＲＣ（狭域通信）を使用する。
【０２２０】
　Ｄｅｖ１０６のアカウントがアクティブである（つまりネットワークに登録／接続され
る）場合、登録している送受話器１０２に「このアプリケーションを実行するには正しい
ソフトウエアを必要とする」というメッセージが送られる（２６１６）。ユーザは、彼／
彼女の送受話器１０２がソフトウエアを含まない場合、（図９／１０のスクリーン９２０
／１０２０、９４０／１０４０、９６０／１０６０及び９８０／１０８０に記載のように
彼／彼女の送受話器のスクリーンのアプリサーバ９０６／１００６のＵＲＬをタイプして
、スクリーンキーボードのリターンを押すことで）アプリケーション（アプリ）オンライ
ン２６１８でダウンロードする。あるいは、（図２５の送受話器スクリーン２５０２に記
載のように、そのユーザが図１１／１３の送受話器登録アイコン１１５８／１３５８を実
行した後）ユーザは彼／彼女送受話器に存在するアプリケーション２６２０を実行する。
【０２２１】
　ステップ２６２１で、Ｄｅｖ１０６は登録された電話番号がそのメモリの中に存在する
か確認する。Ｄｅｖ１０６がアクティブである一方でメモリの中に登録された電話番号が
存在しない場合、それはそのスロットにＳＩＭカードモジュール（図２／３／４の２７０
）を含んでいることを意味する（図１１／１３から１２／１４及び１５Ａから１８にて図
示したように、ネットワークに登録させるためにそれが通常の起動プロセスを経る必要が
ないという理由である）。ステップ２６２３で（ＳＩＭカードの存在のおかげで）、Ｄｅ
ｖ１０６はネットワークに接続しているが、最初の送受話器の電話番号は、これらの２つ
の装置が互いに通信するためにＤｅｖのメモリに登録されなければならない。Ｄｅｖ１０
６は、新しい送受話器のユーザに彼／彼女の選ばれたセキュリティパスワード（２６２３
）の入力を促し、それらの入力が同一のステップ２６２５であるかどうか確認する。セキ
ュリティパスワード入力が同一の場合、Ｄｅｖ１０６は送受話器電話番号入力を促し、ス
テップ２６２７でその選ばれた送受話器パスワードの入力を促し、ステップ２６４０でそ
れらの確認に進む。
【０２２２】
　ステップ２６２４で（Ｄｅｖのメモリの登録された電話番号が存在し、Ｄｅｖ１０６が
通常の起動及び登録プロセスを経たことを意味する）、Ｄｅｖ１０６は、送受話器登録コ
マンド、アカウントセキュリティパスワード、送受話器番号及び選ばれた送受話器パスワ
ードを登録している送受話器１０２から受信する。Ｄｅｖはまた、（彼／彼女の送受話器
スクリーン２６５０に示すことによって）この登録の試行を登録された送受話器１０２の
所有者にメッセージ２６５４を送ることによって警告する（ステップ２６２２）。
【０２２３】
　スクリーン２６５０で、警告された送受話器１０２の所有者は、警告２６５２の性質、
メッセージ２６５４、時間及び日付２６５６、登録している送受話器／モバイル電話番号
２６６０を見ることができる。所有者は、ＯＫアイコン２６５８で許可するあるいはＮｏ
アイコン２６６２でそれを止めるようにするため、正しいパスワード２６６６を入力する
ことで登録プロセスをスピードアップすることができる。（ここでパスワードが好ましく
は、彼／彼女が送受話器の本当の所有者であることを確認するために必要となる）。これ
により、彼／彼女の送受話器１０２はＤｅｖ１０６へコマンドを送信し、それは、２６２
６又は２６４４（チャート２６０２）のいずれかで受信される。
【０２２４】
　チャート２６０２に戻って、Ｄｅｖ１０６は、アカウントセキュリティパスワード（図
１９／２０のスクリーン１９３０a／２０３０aの１９３６a／２０３６aによって示される
）がＯＫであるかどうか確認する。この時点以降で、Ｄｅｖ１０６が送受話器１０２の１
つからステップ２６２６で「ＯＫ」コマンドを受信した場合（スクリーン２６５０の２６
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５８のアイコンによって実行される）、送受話器電話番号及びそのパスワード（タイプミ
スを予防するため両方とも二度入力される）入力においてそれらが同一２６４０であるか
の確認に進む（アカウントセキュリティパスワード入力確認２６３０を経ずに）。Ｄｅｖ
１０６は、送受話器１０２の１つから（スクリーン２６５０の２６６２により実行される
）「Ｎｏ　ＯＫ」ステップ２６４４を受信する場合、直ちにプロセスを止めるステップ２
６３６になる。それにもかかわらず、Ｄｅｖ１０６が登録ユーザからメッセージを受信し
ない場合、（所有者が彼／彼女のただ１つの送受話器１０２を失ってしまい、新しいもの
の登録を望んでいるかもしれないので）アカウントセキュリティパスワード２６３０の確
認に進む。パスワードがＯＫでない場合、Ｄｅｖ１０６は他の入力２６２８を促す。入力
が３回の試行２６３２でまだ失敗する場合、Ｄｅｖ１０６は、（図２４Ａに記載される）
パスワード回復プロセスステップ２６３４へ進み、最後に停止（ステップ２６３６）する
。アカウントセキュリティパスワードが通る場合、Ｄｅｖは、送受話器電話番号入力及び
送受話器パスワード入力確認ステップ２６４０へ進み、それらの二度の入力を確認しそれ
らが同一であるかを確認する。それらの二度の入力が同一でない場合、再入力ステップ２
６３８を促し；同一である場合、すでに図２５に記載のように送受話器１０２の登録２６
４２の許可に進む。
【０２２５】
　図２７は、本発明の実施態様２７００の好適な用途の例を示す。この例示的な実施態様
は、送受話器１０２及びＤｅｖ１０６のアプリケーションを更新するため、ユーザにより
彼／彼女の送受話器で実行される好適なステップを示す。
【０２２６】
　ユーザは図１１／１３の送受話器及びＤｅｖアプリ更新アイコン１１６４／１３６４を
実行し、彼／彼女の送受話器に、そのスクリーン２７０２に示すように送受話器及びＤｅ
ｖアプリ更新コマンドへナビゲートさせる。送受話器は、ユーザにアカウントセキュリテ
ィパスワードを入力させる（この実施態様では、送受話器はユーザの便宜のためアプリサ
ーバのＵＲＬをすでに保持／記憶していると仮定する。そうでなければ、アプリサーバの
ＵＲＬ図９／１０の９０６／１００６の入力をユーザに促す）。パスワード２７０４がメ
モリのものと合致する場合（そうでなければＤｅｖ１０６は図２４Ａに記載のようにパス
ワード回復へ進む）、送受話器１０２はスクリーン２７１２にナビゲートし、Ｄｅｖ１０
６（ステップ２７６２）及びアプリサーバ１０８（ステップ２７６４）にアプリ版クエリ
コマンドを送信し、その両方は、それぞれ送受話器１０２によってスクリーン２７１６に
：送受話器現行版２７１８／２７６８、送受話器最新版２７２０／２７７４a、Ｄｅｖ現
行版２７２２／２７７２a、及びＤｅｖ最新版２７２４／２７７６aが表示されるように、
バージョン情報ステップ２７７２、２７７４及び２７７６で送り返す。ユーザが最新版の
アプリ２７２６に更新することを望み、Ｅｘｅアイコン２７３０を実行する場合、送受話
器１０２に、アプリサーバ１０８（ステップ２７８０）へアプリダウンロードコマンドを
送信させ、アプリサーバ１０８から最新のアプリケーション（２７８２a）のダウンロー
ドされたコピーを受信する（ステップ２７８２）。送受話器１０２はそれから、Ｄｅｖ１
０６（ステップ２７８４）に、Ｄｅｖの最新版アプリ（２７８４a）及びアプリ更新コマ
ンドを送信する。Ｄｅｖ１０６がコマンド及び最新版アプリを受信する時、最新版アプリ
２７８６にそのアプリケーションを更新してそれから送受話器１０２へ承認２７８８を送
る。次に、送受話器１０２は最新版２７９０にそのアプリケーションを更新する。送受話
器１０２及びＤｅｖ１０６の更新された情報は、スクリーン２７４０の送受話器１０２に
より表示される。あるいは、Ｄｅｖ１０６は、送受話器１０２からアプリ更新コマンドを
受信する時アプリサーバ１０８から直接に最新版のアプリをダウンロードすることができ
る。
【０２２７】
　図２８／２９は、本発明の実施態様２８００／２９００の好適な用途の例を示す。この
例示的な実施態様は、彼／彼女がプロバイダへ切り替えることを決めた時、新しい携帯電
話プロバイダのネットワークに彼／彼女の現在登録されたＤｅｖ１０６を起動させるため
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、ユーザにより彼／彼女の送受話器で実行される好適なステップを示す。
【０２２８】
　この実施態様は、ユーザがＤｅｖ１０６の携帯電話サービスを異なる（第２の）携帯電
話サービスプロバイダに切り替えることに決めて、彼／彼女がＤｅｖ１０６を新しいネッ
トワークに起動させる場合を示すものである。彼／彼女が既存の（最初の）サービスプロ
バイダのネットワークからＤｅｖ１０６を切断する前に、ユーザが彼／彼女のＤｅｖ１０
６を新しい（第２の）サービスプロバイダのネットワークに起動しているのが好ましい。
つまり、ユーザがそれ（Ｄｅｖ１０６）を第２のネットワークで起動させている一方で、
Ｄｅｖ１０６はまだ現在のネットワークへのアクセスを有しなければならない。新しいネ
ットワークへのＤｅｖの起動が完了するとすぐに、ユーザのＤｅｖ１０６は現在の（最初
の）サービスプロバイダのネットワークから切断される。これにより、ＳＲＣ１０４媒体
を経由する代わりに携帯電話ネットワークを経た起動の間、ユーザはＤｅｖ１０６と通信
する際に送受話器１０２を使用することができる。（つまり、彼／彼女が今までのように
Ｄｅｖ１０６の付近にいなくてはならない代わりにどこででもＤｅｖ１０６を起動させる
ことができる）。
【０２２９】
　ユーザが自動車／住宅Ｄｅｖ機能メニュー１１５０／１３５０（図１１／１３）の起動
アイコン１１５４／１３５４を実行した後、起動プロセスが開始し、彼／彼女の送受話器
はそのスクリーン２８０２／２９０２に示されるように自動車／住宅起動メニューへナビ
ゲートされる。起動手順の残りは、図２８／２９に示すものと同一であり、Ｄｅｖ１０６
がすでに送受話器の電話番号２８１４／２９１４を含んでいて；図１２／１４ではユーザ
がそれを入力１２１４／１４１４しなくてはならないこと以外は図１２／１４とほとんど
同一である。Ｄｅｖが起動し新しいネットワークに登録及び接続が可能になり、ユーザが
（成功アイコン２８７６／２９７６を実行することによって）Ｄｅｖ１０６へのコマンド
の成功を確認するとすぐに、Ｄｅｖ１０６はその電話番号を含む装置情報（スクリーン２
８８０）を送り、送受話器はそれを記憶してその時からＤｅｖ１０６との通信にそれを使
用する。現在のネットワークへのＤｅｖの携帯電話サービスはそれから切断されて、これ
以降Ｄｅｖ１０６は、新しいネットワークで他のモバイル装置（送受話器）１０２と通信
する。Ｄｅｖの情報ファイル（スクリーン２８８０）は、同じプログラムされたデータを
含む。つまり、ユーザはＤｅｖ１０６を再初期化又は変更する必要はない。好ましくは唯
一の違いは、新しいアカウント番号２８８４／２９８４（更に新しいサービスプロバイダ
の名前）であり、おそらくＤｅｖは異なる電話番号２８８２／２９８２が割り当てられる
。Ｄｅｖはまた好ましくは、ユーザに彼／彼女の送受話器のＤｅｖを（新しい）番号で更
新するよう知らせるメッセージ２８９４／２９９４に加えて、インボックス（スクリーン
２８９０／２９９０）のアイコン２８９２／２９９２の形状で示すように他の送受話器に
コマンドを送る。
【０２３０】
　図３０は、本発明の実施態様３０００の好適な用途の例を示す。この例示的な実施態様
は、Ｄｅｖ自動車制御及びモニタシステムをプログラムし、検索し、見て、モニタするた
め、ユーザにより彼／彼女の送受話器で実行される好適なステップを示す。
【０２３１】
　ユーザは図１１の自動車アプリメニュー１１２０の自動車制御及びモニタアイコン１１
３２を実行し、彼／彼女の送受話器に、そのスクリーン３００２に示すように自動車制御
及びモニタメニューへナビゲートさせる。自動車制御及びモニタメニュー３００４は、例
えば：アラームをオン／オフにする３０５２、ドアをロック／解錠する３０５４、警笛を
鳴らす３０５６、点火をオン／オフにする３０５８、及び非常灯をオン／オフにする３０
６０ようにユーザが自動車アクセサリ（スクリーン３０５０）を制御するために使用する
制御アイコン３０１４をユーザに示す。ユーザがその時の自動車の状態を見るために使用
する状態アイコン３０１８は送受話器スクリーン３０２０／３０３６に示される。モニタ
アイコン３００６は、自動車のカメラ（図２の２１６）の入力であり、ユーザは、（図４
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１００Ｂのスクリーン４１８０Ｂ及び４１９０Ｂに示すように）自動車の周り及び内部で
出来事が起こったリアルタイムをモニタするために使用することができる。
【０２３２】
　チャート図３０７０は、上記のスクリーン３０５０において示されたように送受話器１
０２及びＤｅｖ１０６間の相互作用を示す。例えばアラームアイコン３０５２がユーザに
よって選ばれる（スクリーンタッチで）場合、携帯電話ネットワークを経てグラフ３０７
０のステップ３０７２に示すように、送受話器１０２がＤｅｖ１０６のＳＲＣ媒体の範囲
内で周辺にないときに、送受話器１０２はアラーム「切り替えコマンド」をＤｅｖ１０６
に送る（この例では、発明者は、Ｄｅｖ１０６が送受話器１０２及び他の装置と通信する
ようため、ネットワークにアクセスを有しなければならないことを示すためにサービスプ
ロバイダ１１２を追加する）。一方で、Ｄｅｖ１０６及び送受話器１０２の両方がＳＲＣ
媒体の範囲内にある場合、それらはＳＲＣ通信ネットワークを経て互いに通信するように
好ましくは選択され、これは：送受話器の電話番号がデータ列にカプセル化され、必要に
応じて所有者のアカウントセキュリティパスワードも好ましくは暗号化されるような内蔵
型の保護であるので、より速くかつ好ましくは安全である。
【０２３３】
　Ｄｅｖ１０６が送受話器１０２からコマンドを受信する前にアラームがオンであった場
合、それは切り替わり、ステップ３０７３に示されるように「アラームはオフである」３
０５３と送信する。ステップ３０７２はアイコンアラーム選択３０５２に対応し；ステッ
プ３０７３は「オフである」３０５３メッセージに対応する。ステップ３０７４はアイコ
ンドア選択３０５４に対応し；ステップ３０７５は「ロックされている」３０５５メッセ
ージに対応する。ステップ３０７６はアイコン警笛選択３０５６に対応し；ステップ３０
７７は「鳴っている」３０５７メッセージに対応する。ステップ３０７８はアイコン点火
選択３０５８に対応し；ステップ３０７９は「エンジンがオフである」２３５９メッセー
ジに対応する。ステップ３０８０はアイコン非常灯選択３０６０に対応し；ステップ３０
８１は「オフである」３０６１メッセージに対応する。
【０２３４】
　図３１は、本発明の実施態様３１００の好適な用途の例を示す。この例示的な実施態様
は、ＤｅｖＧＰＳシステムで検索し、見て、情報を入力するため、ユーザにより彼／彼女
の送受話器で実行される好適なステップを示す。
【０２３５】
　ユーザはＧＰＳアイコン３００８（図３０）を実行して、彼／彼女の送受話器１０２に
、Ｄｅｖ１０６へコマンドを送信させる。そして次にそのコマンドを処理し、ＧＰＳ３１
８２にそれを送り、ＧＰＳ３１８２から応答を受信して、その応答を処理して、そのスク
リーン３１０２に示すように自動車ＧＰＳメニューを表示する送受話器１０２にそれを送
り返す。図は、ＧＰＳアドレス目的地入力３１０８、目的地検索３１０６及び最近の入力
アイコン３１１０を含む自動車ＧＰＳメニュー３１０４を示す。ＧＰＳ目的地入力及び目
的地検索により、ユーザは運転席に座ることなく、ＧＰＳ位置アドレスを入力し検索する
ことができる。
【０２３６】
　ＧＰＳに位置アドレスを入力するため、ユーザはまず目的地入力アイコン３１０８を選
び、送受話器１０２をスクリーン３１２０へナビゲートさせる。ユーザは、データ入力の
ためのキーボード３１３２を用いて都市３１２４、州３１２６、通り及び住所３１２８を
入力する。ユーザが都市３１４６の名前を入力する時、送受話器１０２は、Ｄｅｖ１０６
に好ましくはリアルタイム（ＩＭ）で情報を送信して、ＧＰＳ３１８２に情報を送り、ス
クリーン３１４０において示すようにＤｅｖ１０６を経てポップアップヒントスクリーン
３１５０で応答する（文字数により、潜在的に合致した名前の都市名は短くなる可能性が
ある）。すべてのアドレス情報が入力された後、保存アイコン３１７０を実行し、送受話
器１０２にＤｅｖ１０６へ情報及びコマンドに送信させ、それをＧＰＳ３１８２に送り、
ＧＰＳメモリにスクリーン３１６０のすべての情報を保存する。
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【０２３７】
　グラフ３１８０は、送受話器１０２、Ｄｅｖ１０６及びＧＰＳ３１８２間の相互作用を
示す（サービスプロバイダ１１２は説明の容易さのためにここでは省略される）。グラフ
３１８０において、Ｄｅｖ１０６は、送受話器１０２及びＧＰＳ ３１８２の間で情報を
並進させ、往復して送信する導管のような働きをする。ステップ３１８４は、Ｄｅｖ１０
６へ及びＧＰＳ３１８２へ送受話器１０２から都市名３１６６を送信することに対応する
。ステップ３１８６は、Ｄｅｖ１０６へＧＰＳ３１８２から、そして送受話器１０２への
対応する応答である。ステップ３１８８は、Ｄｅｖ１０６へ及びＧＰＳ３１８２へ送受話
器１０２から州の名３１６６を送信することに対応する。ステップ３１９０（ある場合に
は）は、ＧＰＳからの対応する応答である。ステップ３１９２は、Ｄｅｖ１０６へ及びＧ
ＰＳ３１８２へ送受話器１０２から通り及び住所３１６２を送信することに対応する。ス
テップ３１９４（ある場合には）は、ＧＰＳからの対応する応答である。ステップ３１９
６は、Ｄｅｖ１０６へ及びＧＰＳ３１８２への送受話器１０２からのコマンド保存アイコ
ン３１７０に対応する。そして最後に、ステップ３１９８（ある場合には）は、ＧＰＳ３
１８２からの対応する応答である。あるいは、ステップ３１８４、３１８８、３１９２及
び３１９６は、Ｄｅｖ１０６へと単一のステップに（又はすべてのＧＰＳ情報を１つのパ
ケットに）結合することができ、Ｄｅｖ１０６から戻る単一の応答３１９８を得る。本発
明に示されるステップ及び方法は、従来技術の当業者に公知であるように、同じ目標を達
成するための１つ以上の用途であり、唯一の方法として制限されるべきものではない。
【０２３８】
　図３２は、本発明の実施態様３２００の好適な用途の例を示す。この例示的な実施態様
は、ＤｅｖＧＰＳシステムで検索し、見て、グラフィック情報を入力するため、ユーザに
より彼／彼女の送受話器で実行される好適なステップを示す。
【０２３９】
　送受話器のスクリーン表示３１２０は、ドラッグアンドドロップアイコン３１３０を用
いたＧＰＳ入力の他の方法を示しここで繰り返される。ユーザは、彼／彼女の送受話器１
０２でアドレス位置３２０４をＧｏｏｇｌｅ検索することができ、検索結果３２０６及び
３２１０を得る。彼／彼女は、情報をコピー３２０８してドラッグし、アイコン３１３０
にドロップして、そこで送受話器１０２が復号化して、通り及びアドレス３２４６、都市
３２４２及び州３２４４に変換される。ユーザはそれから保存アイコン３２５２を選び、
図３１のフロー図３１８０において示されるように、送受話器１０２にＤｅｖ１０６へ情
報を送信させて、ＧＰＳ３１８２までそれを送る。
【０２４０】
　図３３は、本発明の実施態様３３００の好適な用途の例を示す。この例示的な実施態様
は、申し立てられた支払いアカウントをプログラムしてセットアップし、Ｄｅｖ料金支払
いシステムの活動リストを見るため、彼／彼女の送受話器１０２のユーザにより実行され
る好適なステップを示す。
【０２４１】
　ユーザは料金支払いアカウントアイコン１１３４（図１１）を実行して、彼／彼女の送
受話器１０２に、Ｄｅｖ１０６へコマンドを送信させ、コマンドを処理し、そのスクリー
ン３３０２に示すように料金支払いアカウントメニューを表示する送受話器１０２に応答
を返す。図は、アカウント支払いセットアップ３３１０（料金支払いアカウントをセット
アップするのに用いられる）、アカウント支払いキャンセル３３１２（既存の料金支払い
アカウントを取り消すのに用いられる）、アカウント活動３３０６（様々な既存の料金支
払いアカウント及び活動を表示する）、及び、オンデマンド料金支払いアカウントセット
アップ３３１４（このアカウントへ／からオンデマンドで料金収集装置に支払う）を有す
る料金支払いアカウントメニュー３３０４を示すものである。もちろん、運転手３７５２
は常に現金での支払いに決めることもできる。スクリーン３３２０及び３３５０は、セッ
トアップが実行される方法の例を示す。従来技術の当業者に公知であるように、本発明の
上記の及びこの図で言及する通り、それぞれの用途を達成する多くの方法が存在するので
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、これらの例は、唯一の解決法というわけではない。
【０２４２】
　スクリーン３３２０は、ユーザが選んだアカウント支払いセットアップ３３１０の結果
であり、アカウント支払いセットアップ３３２２が応答を返すＤｅｖ１０６にコマンドを
送信した後に送受話器１０２がナビゲートするものである。ユーザは、受取人のアカウン
ト支払いセットアップ３３２２に受取人のウェブページリンクアドレス３３２４を記入し
、Ｅｘｅアイコン３３２６を選択して、送受話器１０２はスクリーン３３３０に表示され
ている受取人のウェブページを実行して開く。図は、ユーザが：彼／彼女の銀行名３３３
４、アカウント番号３３３６、アカウント種類３３３８、及びアカウント名及びアドレス
３３４０のような必要な情報の入力を完了するところである。彼／彼女はそれからＥｘｅ
アイコン３３４８を選び、送受話器１０２に、アカウント支払い情報を処理するため、受
取人のコンピュータ／サーバ（図示せず）へ情報を送信させる。受取人のコンピュータ／
サーバ（図示せず）完了（スクリーン３３５０）の応答を返す時、受取人の名前３３５６
及びその名前コード３３７０、請求金額３３５８、支払いコード３３６２、支払人コード
３３６４、及び、支払人の支払い情報３３６６及び３３６８が示される。ユーザはそれか
らＯＫアイコン３３７２を実行し、送受話器に、受取人のコンピュータ／サーバへ確認を
送信させかつＤｅｖ１０６へコマンド（完了データスクリーン３３５０を含む）を送信さ
せて、必要な支払いセットアップデータを処理しそのメモリに保存する。Ｄｅｖ１０６は
好ましくは、完了及び確認を送受話器（図示せず）に返信する。従来技術の当業者に公知
であるように、ユーザの電話番号（図示せず）などの他の個人情報が必要となる可能性が
ある。
【０２４３】
　スクリーン３３８０は、ユーザが、情報の応答を返すＤｅｖ１０６にコマンドを送信し
た後に送受話器１０２がナビゲートするアイコン３３０６を選んだ時、過去のアカウント
活動を見ることができるアカウント支払い活動を示すものである。そこには受取人の名前
３３８４、個々の支払い３３８６及び３３９０そして、毎月の総支払い３３８８及び３３
９２が示されている。
【０２４４】
　図３４は、本発明の実施態様３４００の好適な用途の例を示す。図は料金支払いステー
ションの全体図を示すものであり、そこでＤｅｖ１０６を有する車３４１０、３４１２及
び３４１４は屋根の下で料金徴収人／トランシーバ３４０２、３４０４及び３４０６と料
金取引を完了する。媒体３４０８は好ましくは、Ｗｉ－Ｆｉ、あるいはＮＦＣ２５８、ブ
ルートゥース２６０、無線／ワイヤＵＳＢ ２６２及び他の無線周波数（ＲＦ）技術のよ
うなＳＲＣ１０４（狭域通信）装置である。取引データは、図３３の３３２０、３３３０
及び３３５０において示した通りセットアップの間、Ｄｅｖ１０６及び受取人のコンピュ
ータ／サーバ（図示せず）の間で決められたように好ましくは暗号化される。
【０２４５】
　図３５及び３６は、本発明の実施態様３５００及び３６００の好適な例を示す。これは
、図３４にて図示したように、Ｄｅｖ１０６（車３４１０、３４１２及び３４１４に搭載
された）及び料金徴収人３４０２３、３４０４及び３４０６の間で生じている取引を示す
ものである。
【０２４６】
　車３４１０が料金徴収人３４０２との通信距離に接近すると、Ｄｅｖ１０６（車３４１
０内の）は、ステップ３５０２／３６０２に示すように料金徴収人３４０２からのデータ
信号「料金徴収支払い」を受信する。Ｄｅｖ１０６が、図３３の３３７０及び図３６のス
テップ３６０２にも示されるように料金徴収人３４０２から会社名コード「９７５３２９
６」を受信すると、そのコード「９７５３２９６」が図３３のスクリーン３３５０の支払
いアカウント３３７０のものと合致するかどうかを確認する。Ｄｅｖ１０６は、それから
３３６４（図３３）及びステップ３５０４／３６０４の支払人コード「６７８９０」（支
払人取引識別子）と共に承認を料金徴収人３４０２に送り返す。そして、３３６２（図３
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３）及びステップ３５０６／３６０６に示される支払いコード「５６７８１２３４」（取
引識別子）を受信する。次の２つのステップでは、所有者の名前及びその支払いアカウン
ト情報をステップ３５０８／３６０８で料金徴収人３４０２に送信するＤｅｖ１０６との
取引を完了し、Ｄｅｖ１０６はステップ３５１０／３６１０で料金徴収人３４０２から請
求金額の総額を受信する。ステップ３５１２／３６１２において、Ｄｅｖ１０６は、取引
完了後その記憶装置にタイムスタンプと共に支払いを記憶する。ステップ３５０１Ａ、３
５０１Ｂ、３５０１Ｃ及び３５０１Ｄは、異なる伝送媒体を用いて料金徴収が行われる一
方でＤｅｖ１０６及びサービスプロバイダ１１２間で進行している（他の登録された送受
話器に接続できるように）通常の活動を示す。
【０２４７】
　図３７は、本発明の実施態様３７００の好適な用途の例を示す。この例示的な実施態様
は、Ｄｅｖ料金支払システムのオンデマンド支払いのために支払いアカウントをプログラ
ムしてセットアップするため、彼／彼女の送受話器１０２のユーザにより実行される好適
なステップを示す。
【０２４８】
　ユーザは、図３３のオンデマンド料金支払いアカウントセットアップアイコン３３１４
を実行し、彼／彼女の送受話器１０２に、Ｄｅｖ１０６へコマンドを送信させ、コマンド
を処理し、そのスクリーン３７０２に表示されるようにオンデマンド料金支払いアカウン
トセットアップを表示する応答を送受話器１０２に送り返す。
【０２４９】
　図は、他のタイプの料金支払いをセットアップする他の方法を示す。これは、料金支払
いが音声承認又は運転手３７５２から音声の承認なしで料金支払い徴収人により要求され
た時、Ｄｅｖ１０６が取引を実行しそれを可能にする方法を示すものである。ユーザは、
スクリーン３７０２で：ユーザの銀行名３７０８、アカウント番号３７１０、アカウント
種類３７１２、アカウント名及びアドレス３７１４、運転手３７５２からの音声入力（音
声確認）の非音声承認選択３７１６のための承認「ＹＥＳ」又は「ＮＯ」のような情報を
入力し、結果は３７２０に示すようなものである。ユーザはそれからＥｘｅアイコン３７
３８を選び、送受話器１０２に、Ｄｅｖ１０６へコマンド及びすべての情報を送信させ、
送受話器スクリーン３７４０に示すようにその処理している情報と共に「音声起動料金支
払い実行中。お待ちください。」３７４２との応答を返す。Ｄｅｖ１０６が完了した時、
３７４４に示すように送受話器のスクリーンにセットアップ情報が送信され、それから、
ユーザはアカウントのセットアップを完了するために完了アイコン３７４６を実行する。
【０２５０】
　フロー図３７５０は、Ｄｅｖ１０６、料金徴収人３４０２及び運転手３７５２の間で生
じている取引を示し、一方でチャート３７７０は、Ｄｅｖ１０６のプログラムの流れを示
す。それはステップ３７５３において開始し、Ｄｅｖ１０６が、不正行為を防ぐため（車
が一定時間の間静止する時に料金収集がおそらく行われない）に料金収集する前に、若干
の運転時間がすでに生じたことを確認していることを示す。ステップ３７５４において（
ステップ３７７４にも示される）、Ｄｅｖ１０６は、料金徴収人３４０２から「料金支払
い要求」を受信する。Ｄｅｖ１０６は、それから音声（スピーカ経由で）を出力して３７
５６（ステップ３７７６にも示される）、運転手に料金を知らせ、運転手３７５２から「
ＹＥＳ」の承認３７５８（３７７８）を得る。Ｄｅｖ１０６は、料金徴収人３４０２にア
カウント名、アカウント番号及びアドレスを送り（ステップ３７６０及び３７８０）、料
金徴収人から支払い承認（ステップ３７６２及び３７８２）を受信する。Ｄｅｖ １０６
はそれから取引完了（ステップ３７６４及び３７８４）を運転手に通知し、最後に、取引
記録をそのメモリに（ステップ３７６６及び３７８６）記憶する。
【０２５１】
　図３８は、本発明の実施態様３８００の好適な用途の例を示す。この例示的な実施態様
は、彼／彼女の送受話器を経て遠隔で彼／彼女自動車（Ｄｅｖ１０６によって制御された
）の場所を見つけるため、彼／彼女の送受話器１０２のユーザにより実行される好適なス
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テップを示す。
【０２５２】
　ユーザは、図３０のロケータアイコン３０１６を実行し、彼／彼女の送受話器１０２に
、Ｄｅｖ１０６へコマンドを送信させ、コマンドを処理し、そのスクリーン３８０２に示
すように自動車ロケータコマンドを表示する応答を送受話器１０２に送り返す。図は、ユ
ーザに自動車の（Ｄｅｖ１０６）現在のＧＰＳ位置を見つけさせる自動車ロケータコマン
ド３８０４を示す。ユーザは、必要なアカウントセキュリティパスワード３８０６を入力
し、実行アイコン３８０８が選ばれた後、送受話器１０２はそれをＤｅｖ１０６に送信す
る。Ｄｅｖ１０６は、パスワード３８０６及びコマンドを受信する（チャート３８５０の
ステップ３８５２にも示される）。Ｄｅｖ１０６はそれから、セキュリティパスワードが
そのメモリに記憶されたものと合致するかどうか確認し、もし合致した場合、Ｄｅｖ１０
６はそのコマンドをＧＰＳのコマンドフォーマットに変換し、それをＧＰＳ３１８２（ス
テップ３８５４）に送信する。ＧＰＳ３１８２は、その応答を変換するＤｅｖ（ステップ
３８５６）へ応答を送信し、スクリーン３８２０に示すように情報を表示する送受話器１
０２（ステップ３８５８）にそれを送る。スクリーン３８２０は、スクリーン３８３０に
示すように詳細な地図３８３２が拡張されて車がその時点３８２２に存在する場所及びグ
ラフィックアイコン３８２４を示すものである。
【０２５３】
　図３９は、本発明の実施態様３９００の好適な用途の例を示す。この例示的な実施態様
は、彼／彼女の登録された送受話器を経て紛失している登録された送受話器１０２を見つ
けるため、彼／彼女の送受話器１０２のユーザにより実行される好適なステップを示す。
【０２５４】
　ユーザは、送受話器ロケータアイコン１１７０／１３７０（図１１／１３）を実行し、
彼／彼女の送受話器１０２に、Ｄｅｖ１０６へコマンドを送信させ、コマンドを処理し、
そのスクリーン３９０２に示すように送受話器ロケータコマンドを表示する応答を送受話
器１０２に送り返す。ユーザが正しいセキュリティパスワード３９０８を入力し、実行ア
イコン３９１４を選択した後、照会する送受話器１０２に、Ｄｅｖ１０６へコマンド及び
パスワードを送信させる。Ｄｅｖ１０６は（フローチャート３９５０のステップ３９５２
に示すように）それを受信し処理して、登録された送受話器３９１０（ステップ３９５４
）へ送り返す。この例では、ユーザは、領域３９０６でそれを強調する３９１２ことによ
って紛失している送受話器１０２（電話番号９１６-９８７-６５００）を捜すことに決め
るものとして、再び実行アイコン３９１４を選択し、照会する送受話器１０２に（例えば
、電話番号が９１６-９８７-６５４３又は４０８-２３４-５６７８のいずれか）、Ｄｅｖ
１０６へ送受話器ロケータコマンド及び必要なデータを送信させる。Ｄｅｖ１０６はデー
タを処理し、ステップ３９５６の紛失している送受話器１０２（電話番号９１６-９８７-
６５００）に送受話器ロケータコマンドを送信し、スクリーン３９２０に示すようにその
照会する送受話器１０２に捜索状態３９２２を送り返す。Ｄｅｖ１０６が送受話器（３９
５８）から紛失している送受話器１０２のＧＰＳ位置を受信する時、Ｄｅｖ１０６は、そ
の位置３９２６をアイコン３９２８と共に表示する照会する送受話器１０２へ情報３９６
０を送り返す。照会する送受話器１０２は、アイコン３９２８が実行された（拡張された
）後、紛失している送受話器１０２（スクリーン３９３０の３９３２）のグラフィック位
置を表示する。
【０２５５】
　この実施態様は、実際的かつセキュリティの理由のため、その登録された送受話器１０
２検索及び捜索のみにＤｅｖを制限するものである。（Ｄｅｖ１０６内と同様に）送受話
器に存在し作動しているアプリケーション及び操作ソフトウエアは好ましくは、（送受話
器１０２及びＤｅｖ１０６へダウンロードして更新するため）アプリサーバで設計されか
つ修正され、それによって、この実施態様のアプリケーションがより一般的かつ汎用的に
なることができ；スマート送受話器１０２のユーザは、紛失している送受話器がまだ古い
電話番号を利用する限り、他のスマート送受話器１０２を経て紛失しているスマート送受
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話器１０２の場所を突き止めることができる。
【０２５６】
　更に、送受話器が起動して携帯電話サービスプロバイダに登録された時、携帯電話サー
ビスプロバイダデータベースに送信されて記憶される各々のスマート送受話器と関連する
固有識別子（例えば－送受話器／装置ＩＤパラメータ５４２／６４２のような）が存在す
る。したがって、送受話器１０２又はＰＣ（コンピュータ）によって、携帯電話サービス
プロバイダのコンピュータ／サーバへ提供される紛失している送受話器の固有識別子を用
いて、紛失している送受話器が検索エンジン（すなわち携帯電話サービスプロバイダのコ
ンピュータ／サーバに存在するソフトウエア）によって追跡する方法が存在する。そして
その識別子から、紛失している送受話器の現在の（新しいあるいは異なる電話番号）は、
コンピュータ／サーバによって変換（探索）され、紛失している送受話器の場所を突き止
めることができる。
【０２５７】
　図４０は、本発明の実施態様４０００の好適な例を例示する。この例示的な実施態様に
より好ましくは、ユーザは、自動車ルート追跡及び最高速度制限の時間と場所をプログラ
ムしてセットアップすることができ、Ｄｅｖ１０６はデータを記録する。ユーザはデータ
をチェックすることができ、警告オプションが選択された場合、最高速度に達した時彼／
彼女の送受話器を経て彼／彼女は知らされる。データはまた、長期保管のため会社の記憶
装置に記憶することができる。
【０２５８】
　ユーザは、ルート追跡及び速度警告アイコン３０１０（図３０）を実行し、送受話器１
０２に、Ｄｅｖ１０６へコマンド（チャート４０７０のステップ４０７６）を送信させ、
コマンドを処理し、そのスクリーン４００２に示すようにルート追跡及び速度警告プログ
ラム及びセットアップを表示する応答を送受話器１０２に送り返す（ステップ４０７８）
。図は、速度警告及びルート追跡がオフの（使用不能の）状態４０２０及び４０２１を表
す。領域４００６において：ｍｐｈ（毎時マイル）又はｋｐｈ（毎時キロメートル）４４
０８、Ｄｅｖ１０６が速度データ（４０１０）を記憶するネットワーク記憶装置サーバ目
的地‐記憶装置、ユーザの送受話器（４０１２）への超過速度制限警告又は警告選択なし
、速度警告のオン４０１８又はオフ４０２０、及び、ルート追跡のオフ４０２１又はオン
４０２２のような情報が入力される。追跡がオン４０２２の時、ユーザは、ＲＴＣ２４０
（図２）から時間及び日付を得て何分間Ｄｅｖで追跡のためにサンプルをとられるか（４
０２３）、速度計４０７４からの速度、及びＧＰＳ３１８２からの位置を入力することが
できる。ユーザはそれからスクリーン４０３２で示されるデータを入力し、そこで、例え
ばユーザは：７０ｍｐｈ（４０３８）の最高速度制限、記憶装置サーバ目的地４０４０、
ユーザの送受話器１０２への警告の解除４０４４、速度警告４０４８をオンにする、５分
毎４０５３のサンプルによるルート追跡４０５２をオンにすることを設定し；Ｅｘｅアイ
コン４０５６を実行することでプログラミングを完了して、送受話器１０２に、Ｄｅｖ１
０６へコマンド及び情報を送信させる（チャート４０７０のステップ４０８０）。
【０２５９】
　Ｄｅｖは、速度計４０７４と最高速度（ステップ４０８２）を通信する。これ以降（速
度警告がオフ４０２０及び４０５０にされるまで）、自動車が動いているときはいつでも
、Ｄｅｖ１０６は速度がステップ４０８４の速度閾値以上あるいは速度閾値以下になると
すぐに速度計４０７４によって割り込まれる。Ｄｅｖ１０６は、（図２のＲＴＣ２４０経
由で）割込みの日時の記録を保持し、ＧＰＳ３１８２と通信してそれらを取得（ステップ
４０８６）することによりＧＰＳ位置を得る。送受話器ユーザは、したがって、速度超過
制限、その持続期間及び位置の記録を検索し、見ることができる。この好ましい実施態様
は、自動車Ｄｅｖ１０６の主なユーザが、速度を出しすぎて運転している他の運転手の運
転の習慣を知りたい時に非常に役立つ。この実施態様はまた、Ｄｅｖの追跡をオンにする
（４０５２）ことによって自動車の運転ルートの記録を取る自動車レンタル、タクシー、
トラック輸送会社などに適用することができる。これにより、Ｄｅｖは、速度計４０７４
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（チャート７０７０aのステップ４０９２）から速度を得て、ＧＰＳ３１８２（ステップ
４０９４）から位置を得ることによって、５分毎に１つの追跡サンプルをとる（この場合
では）ことができる。追跡記録は、従来技術の当業者に公知であるように、ユーザ（ステ
ップ４０９６）によって後で見られる、又は、会社の記録のための記憶装置サーバ４０７
２（ステップ４０９８）に一日の終わりにダウンロードすることができる。
【０２６０】
　送受話器１０２（そのユーザがＤｅｖ１０６をプログラムした）は、速度警告リストア
イコン３０１２（図３０のスクリーン３００２の）を実行することによって、最高速度超
過ヒストリ（スクリーン４０６０に示すように）を見ることできる。この特徴により、Ｄ
ｅｖ１０６は、自動車がそのプログラムされた速度制限を上回った場所、時間及びその継
続期間のヒストリを構築することができる。Ｄｅｖ１０６は、自動車ナンバープレート４
０６６、速度制限、時間、日付及びその持続期間４０６８を表示する。
【０２６１】
　ルート追跡４０５１により、ユーザ又は会社（図３０のスクリーン３００２のルート追
跡リストアイコン３０１３を実行することによって）、その追跡が可能である時４０２２
／４０５２の自動車の毎日のルート設定を見ることができる。それは、ユーザ／所有者が
どのように彼／彼女の自動車が使われているか（あるいは彼／彼女自動車の運転記録を）
知りたい時に役立つライセンスＩＤ４０５７、日付４０５９、時間４０６１、位置４０６
９及び速度４０６５のような自動車の運転記録を示す。
【０２６２】
　図４１Ａは、本発明の実施態様４１００Ａの好適な例を示す。この例示的な実施態様は
、予想外あるいは未許可の出来事が彼／彼女の自動車に起こった時に彼／彼女の送受話器
で警告を受信するユーザの好適なスクリーン表示を示す。
【０２６３】
　Ｄｅｖ１０６は、侵入、衝突又はその駐車位置からの撤去のような未許可の出来事が彼
／彼女自動車に起こったことをユーザに通知するメッセージを送受話器１０２のインボッ
クス４１０２Ａに送る。ユーザはツールスクリーン４１１４Ａに送受話器１０２をナビゲ
ートし、Ｄｅｖ１０６から自動車警告４１２２Ａを見つけるためにセキュリティ自動車４
１１６Ａを選ぶ。自動車警告アイコン４１２４Ａがユーザによって実行される時、送受話
器１０２は、Ｄｅｖ１０６がちょうど送信した出来事情報、とりわけ警告メッセージ４１
１０Ａを含むスクリーン４１３０Ａにナビゲートされる。スクリーン４１３０Ａの情報は
、理由‐侵入４１３４Ａ、日付及び時間４１３６Ａ、位置４１３８Ａ、車が動かされてい
るか否か４１４０Ａを含む。それはまた、警告されている登録された送受話器の電話番号
４１４２Ａをリストする。アイコン４１４４Ａにより、スクリーン４１６２Ａに示すよう
にユーザはその出来事が生じた４１６４Ａ場所のグラフィック地図を見ることができる。
【０２６４】
　図４１Ｂは、本発明の実施態様４１００Ｂの好適な例を示す。この例示的な実施態様は
、潜在的に命を脅かすものあるいは出来事が彼／彼女の自動車に起こった時に彼／彼女の
送受話器で警告を受信するユーザの好適なスクリーン表示を示す。
【０２６５】
　Ｄｅｖ１０６は、一定期間、子供又はペットが過失で彼／彼女の駐車した自動車に放置
されているような不規則かつ潜在的に危険な状況をユーザに通知するメッセージを送受話
器１０２のインボックス４１０２Ａに送る。ユーザは、映像アイコン４１１４Ｂ及び４１
１６Ｂと共にメッセージ４１１２Ｂを彼／彼女が見た時、適切な決定を下すことができる
。映像アイコン４１１４Ｂ及び４１１６Ｂにより、ユーザは、自動車内部のカメラを通し
て彼／彼女の自動車４１８０Ｂ及び４１９０Ｂの内部を見ることができるので、状況が本
当かどうか彼／彼女は確実に知ることができる。自動車に子供もペットも放置されていな
い場合、ユーザは、Ｄｅｖ１０６へ送受話器１０２によって送信される無視アイコン４１
２０Ｂを実行して；Ｄｅｖ１０６は、警告を止めるあるいはメッセージの送信を止める（
又は完全に止める前に、５分毎に数回警告する）ことができる。子供又はペットが過失で
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中に残っている場合、ユーザは、Ｄｅｖ１０６に送受話器１０２によって送信され、彼／
彼女の送受話器１０２のユーザに実行されるべき（スクリーン４１３０Ｂ）即時の動作を
送り返す警告スクリーン４１１０Ｂにおいて警告を確認するために確認アイコン４１１８
Ｂを実行する。スクリーン４１３０Ｂは、自動車ドアを解錠する４１３２Ｂ、自動車窓を
下げる４１３４Ｂ、警笛を鳴らす４１３６Ｂ、自動車アラームをオンにする４１３８Ｂ、
ヒーターをオンにする４１４０Ｂ、エアコンをつける４１４２Ｂ、照明をつける４１４４
Ｂ、緊急センタに電話する４１４６Ｂ、又は運転手が自動車に戻る途中である４１４８Ｂ
などの動作をリストする。ユーザ／運転手は、この例では、自動車窓を下げて「私は戻る
途中である」アイコン（４１３４Ｂ及び４１４８Ｂ）を選び、それはＤｅｖ１０６へ送受
話器１０２によって送信され、スクリーン４１５０Ｂに示すように必要とされる動作４１
５４Ｂ及び４１６８Ｂの状態を送り返す。
【０２６６】
　図４２は、本発明の実施態様４２００の好適な例を示す。この図は、危険状態アイコン
又は自動車緊急ボタンが押された時、自動車エンジン状態及びＤｅｖの応答をモニタする
際のステップを示す。
【０２６７】
　この図は、ユーザがエンジン状態アイコン４２１０を実行する時のエンジン状態メニュ
ー４２２２を示すものであり、送受話器１０２に、Ｄｅｖ１０６へ対応しているコマンド
を送信させ、エンジン状態Ｉ／Ｏ ２０５（図２）と通信し、そのエンジン状態を送り返
し、スクリーン４２２０に表示されるように送受話器１０２に情報を送るものである。送
受話器１０２は、Ｄｅｖ１０６から受信する自動車エンジン及びアクセサリ状態４２２２
を表示する。
【０２６８】
　燃料レベルアイコン４２２４は、どれくらいの燃料がタンクにあるかを示す（図示せず
）。
【０２６９】
　電気アイコン４２２６は、自動車の電気状態を示す（図示せず）。
【０２７０】
　オイルレベルアイコン４２２８は、オイルを追加する必要があるかを示す（図示せず）
。
【０２７１】
　タイヤ状態アイコン４２３２は、ユーザにタイヤ圧及びスレッドの厚みを知らせる（図
示せず）。
【０２７２】
　最近のサービスアイコン４２３４は、自動車の最近のサービス日を表示する（図示せず
）。
【０２７３】
　ブレーキアイコン４２３６は、ブレーキパッドが交換される必要があるかを示す（図示
せず）。
【０２７４】
　照明アイコン４２３８は、どの照明が消えているあるいは機能していないかをユーザに
知らせる（図示せず）。
【０２７５】
　危険状態アイコン４２１４が選ばれる時、送受話器１０２は、Ｄｅｖ１０６へコマンド
を送信させて、それにより、直ちに自動車警告スピーカ（図２の２２０）及び非常灯がオ
ンにされる。Ｄｅｖ１０６は、オンになっている（図示せず）ものとして警告スピーカ及
び非常灯を表示してそれらの状態を送受話器１０２に送り返す。危険状態アイコン４２１
４は好ましくは、トグル入力のように機能する。つまり、それが再び選ばれる場合、送受
話器１０２はＤｅｖ１０６にコマンドを送信し、それから自動車警告スピーカ（図２の２
２０）及び非常灯をオフにして、またオフになっている（図示せず）ものとしてそれらの
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状態を送受話器１０２に送り返す。
【０２７６】
　図４３は、本発明の実施態様４３００の好適な用途の例を示す。図は、より記述的な用
語で送受話器１０２を経てＤｅｖ１０６によって制御される住宅警告システムの様々な入
出力接続を構成するために実行されるステップを示す。
【０２７７】
　送受話器１０２はスクリーン４３０２にナビゲートされ、ユーザのスクリーンが住宅ア
プリメニュー１３２０へと操作され、住宅制御及びモニタアイコン１３２６（図１３）が
選ばれた後の住宅制御及びモニタメニュー４３０４を示す。ユーザが、送受話器１０２に
Ｄｅｖ１０６へコマンドを送信させる警告構成アイコン４３０６を選択する時、送受話器
１０２はスクリーン４３２０にナビゲートされ、スクリーン４３２０に示すように構成情
報を送り返す。スクリーン４３２０は、すべて数字で記述されているドア／窓エントリ（
４３２４）、運動エントリ４３２８、スピーカ／警笛４３３０、及びカメラ４３３２を示
す工場デフォルトの住宅アラームセキュリティシステム構成を示す。ユーザは、構成情報
の所に到達するためにスクリーンを上下左右に動かすようにディスプレイをわずかに触れ
ることで指の動きを使用する、あるいは、上４３３４、下４３８４、左４３４４、右４３
５２にスクロールしてアイコンを使用する。ドア／窓エントリ＃１アイコン（４３２６）
が構成のために選ばれる時、送受話器１０２がコマンドを送りＤｅｖ１０６から情報を受
信するので、送受話器１０２はスクリーン４３４０にナビゲートされる。キーボード４３
４８を使用して、より認識しやすくするためにエントリ１をメイン（メインエントリ）と
するなど、ユーザはエントリを４３４２で記述的な名前に編集することができ、最終的な
結果はスクリーン４３６０、４３７０及び４３８０に示すものである。（文字Ｔは、示さ
れるエントリが使われる時にアラームを使用不能にするように若干のタイマー遅延を可能
にするものである。）
【０２７８】
　図４４は、本発明の実施態様４４００の好適な用途の例を示す。この例示的な実施態様
は、彼／彼女の送受話器を経て（Ｄｅｖ１０６によって制御されて）彼／彼女の住宅の環
境をモニタして見るため、彼／彼女の送受話器１０２のユーザにより実行される好適なス
テップを示す。
【０２７９】
　ユーザは、状態／モニタアイコン４３１０（図４３）を実行し、送受話器１０２に、Ｄ
ｅｖ１０６へコマンドを送信させ、コマンドを処理し、そのスクリーン４４０２に示すよ
うに住宅セキュリティ状態／モニタ情報を表示する応答を送受話器１０２に送り返す。ユ
ーザは、ＭＢ（主寝室）の窓が開けられた、あるいはホールアイコン４４３４（運動）検
出器がオフになっている４４３２ことを伝えるポップアップスクリーン４４２４で、４４
２２に示すように個々のアイコン／エントリを選択／強調することで状態を点検すること
ができる。ユーザは、ポップアップキッチンウィンドウ４４４４でそれを表示するＫｉｔ
ｃｈアイコン４４４６を選ぶことによって、リアルタイムカメラ入力においてモニタする
こともできる。裏庭アイコン４４５４及びそのポップアップウィンドウ４４５２は、スク
リーン４４５２に触れているユーザによって拡大することができ、それにより、送受話器
１０２はフルスクリーン４４７４で表示される、あるいは領域４４５６への接近を実行す
ることにより近づくことができる。
【０２８０】
　図４５は、本発明の実施態様４５００の好適な用途の例を示す。この例示的な実施態様
は、彼／彼女の送受話器を経て（Ｄｅｖ１０６によって制御されて）彼／彼女の住宅セキ
ュリティシステムを遠隔でプログラムし、制御し、モニタするため、ユーザにより彼／彼
女の送受話器で実行される好適なステップを示す。
【０２８１】
　プログラム／制御アイコン４３０８（図４３）がユーザによって実行される時、送受話
器１０２はスクリーン４５０２にナビゲートされ、送受話器１０２に、Ｄｅｖ１０６へコ
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マンドを送信させて、制御情報を４５０２にそれを表示する送受話器１０２へ送り返す。
この特徴によって、ユーザはキーボードコントロールキー４５０６又はキーパッドコント
ロールキー４５３６を使用することができるので；キーボード４５０８又はキーパッド４
５４６が、住宅セキュリティ機能のためにＤｅｖ１０６を制御しプログラムするように使
うことができる。スクリーン４５０２は、住宅セキュリティシステムがオフであり、準備
できていない４５０４ことを示す。ユーザは、プログラムアイコン４５４８を押すことに
よってより多くのことを知ることができ、それにより、Ｄｅｖ１０６から戻った情報を得
た後、送受話器１０２に理由「主寝室が...開いている」４５３４と表示させる。ユーザ
が回避アイコン（コマンド）４５６８を選ぶ時、Ｄｅｖ１０６は主寝室エントリを回避す
ることができ、送受話器１０２に回避選択４５６４を表示させて、主寝室を回避するため
に送受話器１０２にＤｅｖ１０６へコマンドに送信させるようボックス４５６６が選ばれ
る。ユーザは最後に、カメラモーション警告アイコン４５７０及び警告不在起動アイコン
４５７４を選ぶことによって、彼／彼女の送受話器１０２を用いてアラームをオンにする
ことができ、送受話器１０２に、アラーム、更にカメラモーション検出４５８２がオンで
あり不在である（すべての内部の運動検出がオンである）ことを示すスクリーン４５８０
へナビゲートさせる。ユーザは、オフアイコン４５５６又はオン／オフアイコン１３３６
／１３３８（図１３）を使用することにより常に解除する（アラームをオフにする）こと
ができる。カメラモーション警告アイコン４５７０は（使用可能である場合）、カメラ／
映像入力３１２（図３）に変化があった時にユーザに警告し、一方でカメラモーション音
声アイコン４５７２は、ユーザに、潜在的な侵入者を追い払う音をたてさせる。Ｄｅｖ１
０６は、住宅（図４７に示すように）の外側の活動を警告するため、ユーザの送受話器１
０２にメッセージ及びカメラ入力の変化の映像４５７０を送信する。カメラモーション警
告４５７０は、運搬車が配達をする、庭師が手入れをする、あるいは隣人が郵便を受け取
っている時を所有者が知りたい場合に使われ、一方でカメラモーション音声４５７２は、
家族がいない間不必要な来客を保留するように音をたてる。
【０２８２】
　図４６は、本発明の実施態様４６００の好適な例を示す。この例示的な実施態様は、予
想外あるいは未許可の出来事が彼／彼女の家に起こった時に彼／彼女の送受話器でユーザ
が警告を受信する好適なスクリーン表示を示す。
【０２８３】
　送受話器１０２はスクリーン４６０２にナビゲートされ、ユーザにＤｅｖ１０６からメ
ッセージ及び警告情報データをインボックス４６０６へ知らせる。ユーザはスクリーンツ
ール４６１２にスクロールして、スクリーン４６２２の住宅警告でＤｅｖ１０６からの情
報を見つけるためにセキュリティ住宅４６１４を選ぶ。住宅警告アイコン４６２４がユー
ザによって実行される時、送受話器は、Ｄｅｖ１０６がちょうど送信した出来事情報、と
りわけ警告メッセージ４６０６を含むスクリーンに４６３２にナビゲートされる。図は、
ＢＲ２（ベッドルーム２）４６３８に侵入が起こり、ホール及びＬＲ（リビングルーム）
運動検出器４６４０もそれを検出したところを示すものである。スクリーン４６５２は、
時間及び日付を詳細設定してＢＲ２アイコン４６３８が選ばれる時のポップアップアイコ
ン４６５６を示す。スクリーン４６６０は、警告が鳴る時間４６６８及び警告のメッセー
ジを送る電話番号（４６７２）を詳細設定して、ＳＰＫ１又はＳＰＫ２アイコン４６４２
が選ばれる時のポップアップアイコン４６６４を示す。
【０２８４】
　図４７は、本発明の実施態様４７００の好適な例を示す。この例示的な実施態様は、映
像カメラが彼／彼女住宅周辺で変化を検出した時、彼／彼女送受話器でユーザが警告を受
信する好適なスクリーン表示を示す。
【０２８５】
　送受話器１０２はスクリーン４７１０にナビゲートされ、ユーザにＤｅｖ１０６からメ
ッセージ４７１２及び警告情報データ（映像）４７２２をインボックス４７２０へ知らせ
る。ユーザは、スクリーン４７３０（２０１３年６月１４日午前１０時２３分に撮られた
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）から目標物４７４４（２０１３年６月１４日午前１０時２４分に撮られた）４７４２を
有するスクリーン４７４０へユーザが操作／スクロールする時のスクリーン変化を示すい
くつかのカメラショットを含む住宅アイコン４７２４を実行することによって発見する。
これにより、ユーザが、図４５で前もって使用可能にされるようにカメラモーション警告
アイコン４５７０でアラームをオンにする時、警告が生じるようになる。
【０２８６】
　図４８及び４９は、本発明の実施態様４８００及び４９００の好適な用途の例を示す。
この例示的な実施態様は、Ｄｅｖの住宅制御及びモニタシステムに家庭用器具／設備を追
加するため、ユーザにより彼／彼女の送受話器で実行される好適なステップを示し、一方
で、例示的な実施態様４９００はＳＲＣネットワーク（Ｗｉ－Ｆｉを除く）内におけるこ
れらの装置との通信作用を示す。
【０２８７】
　ユーザは、家庭用器具アイコン１３４４（図１３）を実行し、彼／彼女の送受話器１０
２に、Ｄｅｖ１０６へコマンドを送信させ、コマンドを処理し、そのスクリーン４８０２
に示すように家庭用器具メニュー表示する応答を送受話器１０２に送り返す。家庭用器具
メニュー４８０４によって、使用中でない時、彼／彼女が在宅中あるいは家から離れてい
る時、ユーザは彼／彼女が送受話器１０２を用いて遠隔で制御するよう家庭用器具／設備
又はアクセサリを追加する（４８０６）あるいは、それらを削除する４８０８ことができ
る。
【０２８８】
　ユーザは、器具追加アイコン４８０６を実行し、送受話器１０２に、Ｄｅｖ１０６へコ
マンドを送信させ、それを処理し、スクリーン４８１０に見られる器具／設備に送り返す
。この特徴により、送受話器１０２は、家庭用器具発見スクリーン４８３０に示すように
適切なボックスを選んでチェックすることによって、無視する４８２８、あるいは、エン
トリドアロック４８１４、ヘルプアラート４８１６、暖房及び空気調節４８１８、ケーブ
ルボックス４８２０、ガレージオープナ４８２２、芝生スプリンクラ４８２４、電気メー
タ４８２６、そしてドアベル及びインターコム４８２７に接続する４８２９よう、Ｄｅｖ
１０６にコマンドを与えることができる。ユーザは、Ｅｘｅアイコン４８４８を実行し、
送受話器１０２に、Ｄｅｖ１０６へコマンドを送信させ、それを処理し、器具から家庭用
器具スクリーン４８５０に示すように、対応するソフトウェアアプリケーション：ドアロ
ック４８５４、ヘルプアラート４８５６、暖房及び空気調節４８５８、ケーブルボックス
／ＴＶ４８６０、ガレージオープナ４８６２、スプリンクラコントローラ４８６４、電気
メータ４８６６、そしてドアベル及びインターコム４８６８を送り返す。ユーザはそれか
ら、スクリーン４８５１として示される、送受話器１０２をスクリーン４８０２へ戻るよ
うにナビゲートさせる完了アイコン４８６８aを実行する。スクリーン４８５１において
、家庭用器具メニュー４８５３は、新しく追加される８つの家庭用器具制御アイコン：ド
アロック４８５９、ヘルプアラート４８６１、暖房／空気調節４８６３、ケーブルボック
ス／ＴＶ４８６５、ガレージオープナ４８６７、スプリンクラコントローラ４８６９、電
気メータ４８７１、そしてドアベル及びインターコム４８７３を含む。ドアロック１３３
２、解錠１３３４及びガレージオープナアイコン１３４０はまた、Ｄｅｖの住宅アプリ６
０４によって住宅アプリメニュー１３２２へコピーされ、彼／彼女が機能を使用する必要
がある時、ユーザがナビゲートするのに便利になる（より少ないスクリーンのステップで
済む）。
【０２８９】
　チャート図４８７０及び図４９は、送受話器１０２、Ｄｅｖ１０６及びすべての器具‐
ドアロック４８７２、ヘルプアラート４８７４、空気調節／暖房４８７６、ケーブルボッ
クス／ＴＶ４８７８、ガレージオープナ４８８０、スプリンクラ４８８２、電気メータ４
８８４、そしてドアベル及びインターコム４８８６（その他、例えば：水道メータ、加熱
及び料理用ガスメータ）の間の相互作用を示す。図は、送受話器１０２から家庭用器具接
続コマンドを受信した後、及び、ユーザがスクリーン４８３０に示す特徴を実行した後、
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Ｄｅｖ１０６が送受話器１０２と通信する時のステップ４８８１から始まる。
【０２９０】
　Ｄｅｖ１０６は、（図４９の通信リンク／媒体４８８３としても示される）ドアロック
ステップ４８８３で接続し通信して、そのソフトウェアアプリケーションステップ４８８
３Ａを受信し、それにより、Ｄｅｖ１０６はまた、アイコン４８５４（ＤＡ）の形で示さ
れる送受話器ステップ４８８３Ｂにそのコピーを送る。
【０２９１】
　Ｄｅｖ１０６は、（図４９の通信リンク／媒体４８８５としても示される）ヘルプアラ
ートステップ４８８５で接続し通信して、そのソフトウェアアプリケーションステップ４
８８５Ａを受信し、それにより、Ｄｅｖ１０６はまた、アイコン４８５６（ＨＡ）の形で
示される送受話器ステップ４８８５Ｂにそのコピーを送る。
【０２９２】
　Ｄｅｖ１０６は、（図４９の通信リンク／媒体４８８７としても示される）空気調節／
暖房ステップ４８８７で接続し通信して、そのソフトウェアアプリケーションステップ４
８８７Ａを受信し、それにより、Ｄｅｖ１０６はまた、アイコン４８５８（ＡＡ）の形で
示される送受話器ステップ４８８７Ｂにそのコピーを送る。
【０２９３】
　Ｄｅｖ１０６は、（図４９の通信リンク／媒体４８８９としても示される）ケーブルボ
ックス／ＴＶステップ４８８９で接続し通信して、そのソフトウェアアプリケーションス
テップ４８８９Ａを受信し、それにより、Ｄｅｖ１０６はまた、アイコン４８６０（ＣＡ
）の形で示される送受話器ステップ４８８９Ｂにそのコピーを送る。
【０２９４】
　Ｄｅｖ１０６は、（図４９の通信リンク／媒体４８９１としても示される）ガレージオ
ープナステップ４８９１で接続し通信して、そのソフトウェアアプリケーションステップ
４８９１Ａを受信し、それにより、Ｄｅｖ１０６はまた、アイコン４８６２（ＧＡ）の形
で示される送受話器ステップ４８９１Ｂにそのコピーを送る。
【０２９５】
　Ｄｅｖ１０６は、（図４９の通信リンク／媒体４８９３としても示される）スプリンク
ラステップ４８９３で接続し通信して、そのソフトウェアアプリケーションステップ４８
９３Ａを受信し、それにより、Ｄｅｖ１０６はまた、アイコン４８６４（ＳＡ）の形で示
される送受話器ステップ４８９３Ｂにそのコピーを送る。
【０２９６】
　Ｄｅｖ１０６は、（図４９の通信リンク／媒体４８９５としても示される）電気メータ
ステップ４８９５で接続し通信して、そのソフトウェアアプリケーションステップ４８９
５Ａを受信し、それにより、Ｄｅｖ１０６はまた、アイコン４８６６（ＥＡ）の形で示さ
れる送受話器ステップ４８９５Ｂにそのコピーを送る。
【０２９７】
　電気メータ４８８４は、無線装置との通信において、更にＤｅｖの家庭用器具発見段階
（スクリーン４８１０に図示せず）の間、埋め込み式であるあるいは識別子（例えばシリ
アル番号、位置アドレス）を備えていることが好ましく、それにより、彼／彼女の隣人と
ユーザを識別することができる。
【０２９８】
　Ｄｅｖ１０６は、（図４９の通信リンク／媒体４８９７としても示される）ドアベル及
びインターコムステップ４８９７で接続し通信して、そのソフトウェアアプリケーション
ステップ４８９７Ａを受信し、それにより、Ｄｅｖ１０６はまた、アイコン４８６８（Ｂ
Ａ）の形で示される送受話器ステップ４８９７Ｂにそのコピーを送る。
【０２９９】
　この場合、Ｄｅｖ１０６及び器具（ドアロック４８７２、ヘルプアラート４８７４、空
気調節／暖房４８７６、ケーブルボックス／ＴＶ４８７８、ガレージオープナ４８８０、
スプリンクラ４８８２、電気メータ４８８４、そしてドアベル及びインターコム４８８６
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）間の通信媒体は、ＳＲＣ（狭域通信）ネットワーク１０４であり；一方で、Ｄｅｖ１０
６及び送受話器１０２間の通信は、ＳＲＣ又は携帯電話ネットワーク１１８のいずれであ
ってもよい。
【０３００】
　あるいは、Ｄｅｖ１０６及び送受話器１０２に（グラフ４８７０で）家庭用器具から前
もって送信された、アイコンのようなソフトウェアアプリケーション：ＤＡ４８５４、Ｈ
Ａ４８５６、ＡＡ４８５８、ＣＡ４８６０、ＧＡ４８６２、ＳＡ４８６４、ＥＡ４８６６
及びＢＡ４８６８は好ましくは、ＵＲＬ（アプリダウンロードアドレス・リンク又はハイ
パーリンク）であってもよく、ユーザは、彼／彼女の送受話器１０２に適切なオンライン
アプリケーションをダウンロードするためにそれを使用して、それからＤｅｖ１０６へそ
れらを送信する。
【０３０１】
　ユーザはまた、送受話器ディスプレイスクリーン４８０２／４８５１上のアプリダウン
ロードアイコン４８０９／４８７５を用いて住宅アプリケーションをオンラインでダウン
ロードすることができる。
【０３０２】
　同様に、同一のステップが好ましくは、Ｄｅｖ１０６を経て送受話器によって、一体化
されたスマートペットドア（そのドア６１９０、スピーカ６１９２及びカメラ６１９４）
、そして、複数の他の家庭用器具／設備に適用され、器具／設備を発見し接続して、これ
らの装置からアプリケーション又はハイパーリンクを受信する。送受話器ユーザは、彼／
彼女の送受話器１０２を経てこれらの家庭用器具／設備プログラムし、制御し、モニタす
ることができる。
【０３０３】
　図５０及び５１は、本発明の実施態様５０００及び５１００の好適な用途の例を示す。
例示的な実施態様５１００は、Ｄｅｖの住宅制御及びモニタシステムに家庭用器具／設備
を追加するため、ユーザにより彼／彼女の送受話器で実行される好適なステップを示し、
一方で、例示的な実施態様５１００はＷｉ－Ｆｉネットワーク内におけるこれらの装置と
の通信作用を示す。
【０３０４】
　ユーザは、家庭用器具アイコン１３４４（図１３）を実行し、彼／彼女の送受話器１０
２に、Ｄｅｖ１０６へコマンドを送信させ、コマンドを処理し、そのスクリーン５００２
に示すように家庭用器具メニュー表示する応答を送受話器１０２に送り返す。家庭用器具
メニュー５００４によって、使用中でない時、彼／彼女が在宅中あるいは家から離れてい
る時、ユーザは彼／彼女が送受話器１０２を用いて遠隔で制御するよう家庭用器具／設備
又はアクセサリを追加する５００６あるいは、それらを削除する５００８ことができる。
【０３０５】
　ユーザは、器具追加アイコン５００６を実行し、送受話器１０２に、Ｄｅｖ１０６へコ
マンドを送信させ、それを処理し、スクリーン５０１０に見られる器具／設備に送り返す
。この特徴により、送受話器１０２は、家庭用器具発見スクリーン５０３０に示すように
適切なボックスを選んでチェックすることによって、無視する５０２８、あるいは、エン
トリドアロック５０１４、ヘルプアラート５０１６、暖房及び空気調節５０１８、ケーブ
ルボックス５０２０、ガレージオープナ５０２２、芝生スプリンクラ５０２４、電気メー
タ５０２６、そしてドアベル及びインターコム５０２７に接続する５０２９よう、Ｄｅｖ
１０６にコマンドを与えることができる。ユーザは、Ｅｘｅアイコン５０４８を実行し、
送受話器１０２に、Ｄｅｖ１０６へコマンドを送信させ、それを処理し、器具から家庭用
器具スクリーン５０５０に示すように、対応するソフトウェアアプリケーション：ドアロ
ック５０５４、ヘルプアラート５８５６、暖房及び空気調節５０５８、ケーブルボックス
／ＴＶ５０６０、ガレージオープナ５０６２、スプリンクラコントローラ５０６４、電気
メータ５０６６、そしてドアベル及びインターコム５０６８を送り返す。ユーザはそれか
ら、スクリーン５０５１として示される、送受話器１０２をスクリーン５００２へ戻るよ
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うにナビゲートさせる完了アイコン５０６８aを実行する。スクリーン５０５１において
、家庭用器具メニュー５０５３は、新しく追加される８つの家庭用器具制御アイコン：ド
アロック５０５９、ヘルプアラート５０６１、暖房／空気調節５０６３、ケーブルボック
ス／ＴＶ５０６５、ガレージオープナ５０６７、スプリンクラコントローラ５０６９、電
気メータ５０７１、そしてドアベル及びインターコム５０７３を含む。ドアロック１３３
２、解錠１３３４及びガレージオープナアイコン１３４０はまた、Ｄｅｖの住宅アプリ６
０４によって住宅アプリメニュー１３２２へコピーされ、彼／彼女が機能を使用する必要
がある時、ユーザがナビゲートするのに便利になる（より少ないスクリーンのステップで
済む）。
【０３０６】
　チャート図５０７０及び図５１は、送受話器１０２、Ｄｅｖ１０６及びすべての器具‐
ドアロック４８７２、ヘルプアラート４８７４、空気調節／暖房４８７６、ケーブルボッ
クス／ＴＶ４８７８、ガレージオープナ４８８０、スプリンクラ４８８２、電気メータ４
８８４、そしてドアベル及びインターコム４８８６（その他、例えば：水道メータ、加熱
及び料理用ガスメータ）の間の相互作用を示す。図は、送受話器１０２から家庭用器具接
続コマンドを受信した後、及び、ユーザがスクリーン５０３０に示す特徴を実行した後、
Ｄｅｖ１０６が送受話器１０２と通信する時のステップ５０８１から始まる。
【０３０７】
　Ｄｅｖ１０６は、（図５１の通信リンク／媒体５０８３としても示される）ドアロック
ステップ５０８３で接続し通信して、そのソフトウェアアプリケーションステップ５０８
３Ａを受信し、それにより、Ｄｅｖ１０６はまた、アイコン５０５４（ＤＡ）の形で示さ
れる送受話器ステップ５０８３Ｂにそのコピーを送る。
【０３０８】
　Ｄｅｖ１０６は、（図５１の通信リンク／媒体５０８５としても示される）ヘルプアラ
ートステップ５０８５で接続し通信して、そのソフトウェアアプリケーションステップ５
０８５Ａを受信し、それにより、Ｄｅｖ１０６はまた、アイコン５０５６（ＨＡ）の形で
示される送受話器ステップ４８８５Ｂにそのコピーを送る。
【０３０９】
　Ｄｅｖ１０６は、（図５１の通信リンク／媒体５０８７としても示される）空気調節／
暖房ステップ５０８７で接続し通信して、そのソフトウェアアプリケーションステップ５
０８７Ａを受信し、それにより、Ｄｅｖ１０６はまた、アイコン５０５８（ＡＡ）の形で
示される送受話器ステップ５０８７Ｂにそのコピーを送る。
【０３１０】
　Ｄｅｖ１０６は、（図５１の通信リンク／媒体５０８９としても示される）ケーブルボ
ックス／ＴＶステップ５０８９で接続し通信して、そのソフトウェアアプリケーションス
テップ５０８９Ａを受信し、それにより、Ｄｅｖ１０６はまた、アイコン５０６０（ＣＡ
）の形で示される送受話器ステップ５０８９Ｂにそのコピーを送る。
【０３１１】
　Ｄｅｖ１０６は、（図５１の通信リンク／媒体５０９１としても示される）ガレージオ
ープナステップ５０９１で接続し通信して、そのソフトウェアアプリケーションステップ
５０９１Ａを受信し、それにより、Ｄｅｖ１０６はまた、アイコン５０６２（ＧＡ）の形
で示される送受話器ステップ５０９１Ｂにそのコピーを送る。
【０３１２】
　Ｄｅｖ１０６は、（図５１の通信リンク／媒体５０９３としても示される）スプリンク
ラステップ５０９３で接続し通信して、そのソフトウェアアプリケーションステップ５０
９３Ａを受信し、それにより、Ｄｅｖ１０６はまた、アイコン５０６４（ＳＡ）の形で示
される送受話器ステップ５０９３Ｂにそのコピーを送る。
【０３１３】
　Ｄｅｖ１０６は、（図５１の通信リンク／媒体５０９５としても示される）電気メータ
ステップ５０９５で接続し通信して、そのソフトウェアアプリケーションステップ５０９
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５Ａを受信し、それにより、Ｄｅｖ１０６はまた、アイコン５０６６（ＥＡ）の形で示さ
れる送受話器ステップ５０９５Ｂにそのコピーを送る。
【０３１４】
　電気メータ４８８４は、無線装置との通信において、更にＤｅｖの家庭用器具発見段階
（スクリーン５１１０に図示せず）の間、埋め込み式であるあるいは識別子（例えばシリ
アル番号、位置アドレス）を備えていることが好ましく、それにより、彼／彼女の隣人と
ユーザを識別することができる。
【０３１５】
　Ｄｅｖ１０６は、（図５１の通信リンク／媒体５０９７としても示される）ドアベル及
びインターコムステップ５０９７で接続し通信して、そのソフトウェアアプリケーション
ステップ５０９７Ａを受信し、それにより、Ｄｅｖ１０６はまた、アイコン５０６８（Ｂ
Ａ）の形で示される送受話器ステップ５０９７Ｂにそのコピーを送る。
【０３１６】
　この場合、Ｄｅｖ１０６及び器具（ドアロック４８７２、ヘルプアラート４８７４、空
気調節／暖房４８７６、ケーブルボックス／ＴＶ４８７８、ガレージオープナ４８８０、
スプリンクラ４８８２、電気メータ４８８４、そしてドアベル及びインターコム４８８６
）間の通信媒体は、Ｗｉ－Ｆｉ（有線／無線ＬＡＮ）ネットワーク１０４であり、一方で
、Ｄｅｖ１０６及び送受話器１０２間の通信は、ＳＲＣ又は携帯電話ネットワーク１１８
のいずれであってもよい。
【０３１７】
　あるいは、Ｄｅｖ１０６及び送受話器１０２に（グラフ５０７０で）家庭用器具から前
もって送信された、アイコンのようなソフトウェアアプリケーション：ＤＡ５０５４、Ｈ
Ａ５０５６、ＡＡ５０５８、ＣＡ５０６０、ＧＡ５０６２、ＳＡ５０６４、ＥＡ５０６６
及びＢＡ５０６８は好ましくは、ＵＲＬ（アプリダウンロードアドレス・リンク又はハイ
パーリンク）であってもよく、ユーザは、彼／彼女の送受話器１０２に適切なオンライン
アプリケーションをダウンロードするためにそれを使用して、それからＤｅｖ１０６へそ
れらを送信する。
【０３１８】
　ユーザはまた、送受話器ディスプレイスクリーン５００２／５０５１上のアプリダウン
ロードアイコン５００９／５０７５を用いて住宅アプリケーションをオンラインでダウン
ロードすることができる。
【０３１９】
　同様に、同一のステップが好ましくは、Ｄｅｖ１０６を経て送受話器によって、一体化
されたスマートペットドア（そのドア６１９０、スピーカ６１９２及びカメラ６１９４）
、そして、複数の他の家庭用器具／設備に適用され、器具／設備を発見し接続して、これ
らの装置からアプリケーション又はハイパーリンクを受信する。送受話器ユーザは、彼／
彼女の送受話器１０２を経てこれらの家庭用器具／設備プログラムし、制御し、モニタす
ることができる。
【０３２０】
　図５２は、本発明の実施態様５２００の好適な用途の例を示す。この例示的な実施態様
は、Ｄｅｖの住宅制御及びモニタシステムに家庭用器具／設備を削除するため、ユーザに
より彼／彼女の送受話器で実行される好適なステップを示す。
【０３２１】
　この特徴により、ユーザは、器具削除アイコン５０５７を強調して選び、送受話器１０
２はスクリーン住宅装置除去５２０２へナビゲートされて、メニューから器具装置を削除
することができる。ユーザは：ドアロック５２０６、ヘルプアラート５２０８、暖房／空
気調節 ５２１０、ケーブルボックス５２１２、ガレージドアオープナ５２１４、スプリ
ンクラ５２１６、電気メータ５２１８、そして、ドアベル及びインターコム５２２０のよ
うな適切な削除するボックスをスクリーンタッチすることで、削除する装置を選ぶことが
できる。送受話器スクリーン「住宅装置除去」５２３０は、装置＃６‐削除されるのに選
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ばれているスプリンクラ５２４４（Ｔｏｒｏ‐３５６）を示している。ユーザがＥｘｅア
イコン５２５０を実行すると、送受話器１０２はＤｅｖ１０６へコマンドを送信して、Ｄ
ｅｖの完了応答を待つ。送受話器１０２がＤｅｖ１０６から戻る応答を受信する時、それ
は、芝生スプリンクラ（アプリケーションソフトウェア）がＤｅｖ１０６から削除された
ことを意味する。送受話器１０２は、そのメモリからスプリンクラアプリケーションソフ
トウェアを削除する。家庭用器具メニュー５２８２は、スプリンクラがもはや住宅装置と
してリストされていないような更新された内容を示す。（送受話器ソフトウエアは、Ｄｅ
ｖ１０６がその除去機能を完了するまで好ましくは装置ソフトウェアアプリケーションを
削除しない‐したがって、アプリケーションソフトウェアの部分的な削除を防ぎ、Ｄｅｖ
１０６及び送受話器１０２間の同期を維持する）。
【０３２２】
　図５３は、本発明の実施態様５３００の好適な用途の例を示す。例示的な実施態様５３
００は、送受話器及びＤｅｖがＳＲＣネットワーク（Ｗｉ-Ｆｉを除く）内で家庭用器具
／設備と通信する時の通信作用を示す。
【０３２３】
　図は、ユーザが在宅している時の送受話器１０２、Ｄｅｖ１０６及び、ドアロック４８
７２、ヘルプアラート４８７４、空気調節／暖房４８７６、ケーブルボックス／ＴＶ４８
７８、ガレージオープナ４８８０、スプリンクラ４８８２、電気メータ４８８４、ドアベ
ル及びインターコム４８８６、（更に一体化されたスマートペットドア６１９０、そのス
ピーカ６１９２及びそのカメラ６１９４、そして示されないアプリをサポートする他の複
数の装置）のような様々な家庭用器具／設備間の相互作用を示すものである。Ｄｅｖ１０
６及び送受話器１０２は、ＳＲＣ ５３０３を経て互いに検出し通信し、したがって、送
受話器１０２もすべての上記の家庭用器具と直接通信し、ＳＲＣ媒体を経て：ドアロック
５３０４、ヘルプアラート５３０６、空気調節／暖房５３０８、ケーブルボックス／TV５
３１０、ガレージオープナ５３１２、スプリンクラ５３１４、電気メータ５３１６、そし
てドアベル及びインターコム５３１８を制御して、一方で（前もって）Ｄｅｖ１０６は、
ドアロック４８８３、ヘルプアラート４８８５、空気調節／暖房４８８７、ケーブルボッ
クス／ＴＶ４８８９、ガレージオープナ４８９１、スプリンクラ４８９３、電気メータ４
８９５、そしてドアベル及びインターコム４８９７（図４８、４９及び５３）とも通信す
る。
【０３２４】
　図５４は、本発明の実施態様５４００の好適な用途の例を示す。例示的な実施態様５４
００は、送受話器のみがＳＲＣネットワーク（Ｗｉ-Ｆｉを除く）内で家庭用器具／設備
と能動的に通信する時の通信作用を示す。
【０３２５】
　図は、ユーザが在宅している時の送受話器１０２、及び、ドアロック４８７２、ヘルプ
アラート４８７４、空気調節／暖房４８７６、ケーブルボックス／ＴＶ４８７８、ガレー
ジオープナ４８８０、スプリンクラ４８８２、電気メータ４８８４、ドアベル及びインタ
ーコム４８８６、（そして示されないソフトウエアをサポートする他の複数の装置）のよ
うな様々な家庭用器具／設備間の相互作用を示すものである。Ｄｅｖ１０６及び送受話器
１０２は、ＳＲＣ５３０３を経て互いに検出し通信するが、そのＳＲＣ媒体内で送受話器
の存在を検出するので、Ｄｅｖ１０６は家庭用器具との通信を中断する。Ｄｅｖ１０６は
、それがコマンドの対応している家庭用器具からの応答がないのを検出する場合、送受話
器１０２からのコマンドに反応するだけである。
【０３２６】
　図５５Ａは、本発明の実施態様５５００Ａの好適な例を示す。この例示的な実施態様は
、Ｄｅｖの住宅制御及びモニタシステムのケーブルボックス／ＴＶをプログラムし、制御
し、記録して、見るため、ユーザにより彼／彼女の送受話器で実行される好適なステップ
を示す。
【０３２７】
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　家庭用器具メニュー４８５１／５０５１（図４８／５０）のケーブルボックス／ＴＶア
イコン４８６５／５０６５が実行される時、送受話器１０２は、Ｄｅｖ１０６にコマンド
を送信し、Ｄｅｖ１０６はそのコマンドを処理し、それをケーブル／衛星テレビ４８７８
（図４８）へ送り、ケーブル／衛星テレビ４８７８から応答を受信して、その応答を処理
し、そのスクリーン５５０２に示されるように情報を表示する送受話器１０２に戻す。
【０３２８】
　リモートコントロール５５１６及びチャンネルサーフィングスクリーン５５０４は、１
つのコピーをＤｅｖ１０６に、そしてもう１つを送受話器１０２にケーブル／衛星テレビ
４８７８から送信された（又はウェブからダウンロードされた）図４８／５０のＣＡソフ
トウエア４８６０／５０６０によって制御される。５５０４及び５５１６のあらゆる選択
（アイコンが強調される／スクリーンボタンに触れる）により、送受話器１０２は、Ｄｅ
ｖ１０６へコマンドを送信し、Ｄｅｖ１０６はケーブル／衛星テレビ４８７８にそれらを
送信して、応答が必要な場合は、Ｄｅｖ１０６を経て、スクリーン５５０２上にそれを表
示する送受話器１０２にケーブル／衛星テレビ４８７８から返信される。チャンネル４Ｋ
ＹＯＮのニュース（ニュース・アイコン５５１０）は、示すようにそれに触れる、あるい
は強調してＯＫアイコン５５２０を触れることによりスクリーンで見ることができる。
【０３２９】
　記録アイコン５５１８が選ばれる時、送受話器１０２は、Ｄｅｖ１０６を経てケーブル
／人工衛星ＴＶ４８７８にコマンドを送信し、Ｄｅｖ１０６は、記録されたプログラムと
してそれを表示する（スクリーン５５３０）送受話器１０２へケーブル／衛星テレビ４８
７８から応答を返す。その瞬間に必要がないため、リモートコントロール５５１８はサイ
ズ減少５５１８Ａされる。ユーザは、動作メニュー５５３８でそれを強調してプレーアイ
コン５５４０を選ぶ（実行している）ことで示されるＣｏｐｓアイコン５５３６のような
記録されたプログラムを見ることができる。
【０３３０】
　図５５Ｂは、本発明の実施態様５５００Ｂの好適な例を示す。この例示的な実施態様は
、Ｄｅｖの住宅制御及びモニタシステムのガレージオープナを開閉するため、ユーザによ
り彼／彼女の送受話器で実行される好適なステップを示す。
【０３３１】
　ユーザが１秒以上（送受話器１０２のスクリーンが変わるまで）送受話器のガレージオ
ープナアイコン４８６７／５０６７を長押しして選択した時、送受話器１０２はスクリー
ン５５６０にナビゲートされ、ガレージドアオープナ５５６０の状態を遠隔で示す。ユー
ザは、彼／彼女が住宅から遠く離れている時にガレージを開閉することができ、また、ス
クリーン５５６２に表示されるようにそれが開閉しているかを知ることができる。
【０３３２】
　ボタン制御５５７０及びディスプレイ５５６２は、１つのコピーをＤｅｖ１０６に、そ
してもう１つを送受話器１０２にガレージオープナ４８８０から送信された（又はウェブ
からダウンロードされた）ＧＡソフトウエア（図４８／５０の４８６２／５０６２）によ
って制御される。
【０３３３】
　その一方で、ユーザは、通常のガレージオープナのようにガレージを開閉するためにガ
レージオープナアイコン４８６７／５０６７にわずかに触れることによって、あるいは、
アイコン１３４０を触れることによって、ガレージドア（ＳＲＣを経て近距離で）を開閉
することができる。
【０３３４】
　図５６Ａは、本発明の実施態様５６００Ａの好適な例を示す。この例示的な実施態様は
、Ｄｅｖの住宅制御及びモニタシステムの集中暖房及び空気調節をプログラムし、制御し
、見るため、ユーザにより彼／彼女の送受話器で実行される好適なステップを示す。
【０３３５】
　家庭用器具メニュー４８５１／５０５１（図４８／５０）の送受話器暖房／空気アイコ
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ン４８６３／５０６３が実行される時、送受話器１０２は、Ｄｅｖ１０６にコマンドを送
信し、Ｄｅｖ１０６はそのコマンドを処理し、それを暖房／空気システム４８７６（図４
８／５０）へ送り、暖房／空気システム４８７６から応答を受信して、その応答を処理し
、そのスクリーン５６０２に示されるように情報を表示する送受話器１０２に戻す。
【０３３６】
　キーパッド制御５６０６及びディスプレイ状態５６０４は、１つのコピーをＤｅｖ１０
６に、そしてもう１つを送受話器１０２に暖房／空気４８７６から送信された（又はウェ
ブからダウンロードされた）図４８／５０のＡＡソフトウエア４８６０／５０６０によっ
て制御される。５６０６（５６０８、５６１０及び５６１２）のあらゆる選択（アイコン
が強調される／スクリーンボタンに触れる）により、送受話器１０２は、Ｄｅｖ１０６へ
コマンドを送信し、Ｄｅｖ１０６は暖房／空気調節器４８７６にそれらを送信して、応答
が必要な場合は、Ｄｅｖ１０６を経て、スクリーン５６０２上にそれを表示する送受話器
１０２に暖房／空気調節器４８７６から返信される。スクリーン５６０４は、自動モード
でＨ／Ａファンがオンであり、住宅が華氏７２度である状態を示す。従来技術の当業者に
公知であるように午前１０時から午後６時まで華氏７８度で暖房／空気調節器４８７６を
オンにするように、ユーザが（Ｐｒｏｇアイコン５６１４、暖房アイコン５６２０、時間
アイコン５６１６、キーパッドアイコン５６１２及び設定アイコン５６１８を調節するこ
とによって）暖房装置をプログラムする場合、送受話器１０２はスクリーン５６３０にナ
ビゲートされる。
【０３３７】
　図５６Ｂは、本発明の実施態様５６００Ｂの好適な例を示す。この例示的な実施態様は
、Ｄｅｖの住宅制御及びモニタシステムの住宅入口を開閉するため、ユーザにより彼／彼
女の送受話器で実行される好適なステップを示す。
【０３３８】
　家庭用器具４８５１／５０５１（図４８／５０）の送受話器ドアロックアイコン４８５
９／５０５９が実行される時、送受話器１０２は、Ｄｅｖ１０６にコマンドを送信し、Ｄ
ｅｖ１０６はそのコマンドを処理し、それをドアロック４８７２（図４８／５０）へ送り
、ドアロック４８７２から応答を受信して、その応答を処理し、そのスクリーン５６５０
に示されるように情報を表示する送受話器１０２に戻す。
【０３３９】
　スクリーン５６５０は、アイコン５６５６が触れられた時のドアロックの状態に示すも
のである；それは、解錠（メッセージ５６５４）とロック（メッセージ５６６４）とに切
り替わる。スクリーンタッチ制御アイコン５６５６／５６６６及びディスプレイスクリー
ン５６５２／５６６２は、１つのコピーをＤｅｖ１０６に、そしてもう１つを送受話器１
０２にドアロック４８７２から送信された（又はウェブからダウンロードされた）図４８
／５０のＤＡソフトウエア４８５４／５０５４によって制御される。
【０３４０】
　図５７は、本発明の実施態様５７００の好適な例を示す。この例示的な実施態様は、Ｄ
ｅｖの住宅制御及びモニタシステムの屋内の／屋外の散水制御をプログラムし、セットア
ップし、見るため、ユーザにより彼／彼女の送受話器で実行される好適なステップを示す
。
【０３４１】
　家庭用器具４８５１／５０５１（図４８／５０）の送受話器スプリンクラアイコン４８
６９／５０６９が実行される時、送受話器１０２は、Ｄｅｖ１０６にコマンドを送信し、
Ｄｅｖ１０６はそのコマンドを処理し、それをスプリンクラ４８８２（図４８／５０）へ
送り、スプリンクラ４８８２から応答を受信して、その応答を処理し、そのスクリーン５
７０２に示されるように情報を表示する送受話器１０２に戻す。
【０３４２】
　キーパッド制御５７０６及びディスプレイ５７０４は、１つのコピーをＤｅｖ１０６に
、そしてもう１つを送受話器１０２にスプリンクラ４８８２から送信された（又はウェブ
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からダウンロードされた）図４８／５０のＳＡソフトウエア４８６０／５０６０によって
制御される。５７０６（５７０８、５７１０及び５７１２）のあらゆる選択（アイコンが
強調される／スクリーンボタンに触れる）により、送受話器１０２は、Ｄｅｖ１０６へコ
マンドを送信し、Ｄｅｖ１０６は芝生スプリンクラコントローラ４８８２にそれらを送信
して、応答が必要な場合は、Ｄｅｖ１０６を経て、スクリーン５７０２上に現れる送受話
器１０２に芝生スプリンクラコントローラ４８８２から返信される。ユーザが、スプリン
クラーシステムを午前８時に６０分の持続期間でオンになるように、月曜日、水曜日及び
金曜日５７５２にスクリーン５７５０に；そして位置１、２及び３（スクリーン５７７２
）のためスクリーン５７７０にプログラムする場合、送受話器１０２はスクリーン５７３
０にナビゲートされる。
【０３４３】
　図５８及び５９は、本発明の実施態様５８００及び５９００の好適な例を示す。この例
示的な実施態様は、支払いアカウントをセットアップし、メータ記録を見て、Ｄｅｖの住
宅制御及びモニタシステムの電気メータをプログラムするため、ユーザにより彼／彼女の
送受話器で実行される好適なステップを示す。
【０３４４】
　ユーザが家庭用器具４８５１／５０５１の電気メータアイコン４８７１／５０７１を実
行すると、送受話器１０２は、そのスクリーン５８０２に表示されるように電気メータメ
ニュー５８０４にナビゲートされる。電気メータメニュー５８０４は、プログラムされる
とＤｅｖ１０６、送受話器１０２、電気メータ４８８４及び電力会社５９８２間の相互作
用が可能になるアカウントセットアップ５８１０を含む。ユーザは送受話器１０２を用い
て、電気請求書をオンラインで支払うことができる、あるいは電力会社５９８２は毎月、
自動的に代金を受け取る。メータ記録５８０６及びアカウント支払い５８０８により、ユ
ーザは現在の電気メータ記録及び過去のアカウントの請求（スクリーン５９５４）を見る
ことができる。支払いオンラインアイコン５８１２によりユーザは未払いのアカウントを
支払うことができ、毎月の使用ｉｎｆ.アイコン５８１４によりユーザは過去のアカウン
ト使用活動５８２２を見ることができる。
【０３４５】
　ユーザは、アカウントセットアップアイコン５８１０を選び、送受話器１０２は　アカ
ウントアプリケーションセットアップ５８２２を示すスクリーン５８２０にナビゲートさ
れる。ユーザは、ユーザの名前５８２６、アドレス５８２８、送受話器電話番号５８３０
及び電力会社のウェブアドレス５８３２を記入する必要がある（電力会社のウェブアドレ
ス５８３２は、好ましくは予め図４８／５０の電気メータアプリケーションＥＡ４８６６
／５０６６により予め記載されるが；別途、ユーザは会社から電話、テキストメッセージ
、ダウンロード又は他の手段で得ることができる）。送受話器スクリーン５８２０aは、
送受話器１０２に電力会社５９８２へ情報５８２４ａを送信させる（ステップ５９８４、
フロー図５９８０にも示すように）Ｅｘｅアイコン５８３４aを実行するユーザによって
記入される必要がある情報を示す。電力会社５９８２はアプリケーションデータを処理し
、送受話器スクリーン５８４０に示すように部分的に記入されたアカウント支払いセット
アップ情報５８４４をユーザの送受話器１０２に送り返す（ステップ５９８５）。ウィン
ドウ５８４４は、電力会社名５８４６、ユーザ／顧客割り当てアカウント番号５８４８、
電気メータシリアル番号 ５８５０（各々のメータが電気使用量を測定するために用いら
れ、その対応する住居／勤務先の住所に紐付けられるので、シリアル番号又は識別番号。
アパート又は高層住宅のように複数の装置が近接している可能性があるので、この番号は
Ｄｅｖとの通信の間装置を識別するものである）及び、電力会社支払いウェブアドレス（
ＵＲＬ）５８５２を示す。
【０３４６】
　フィールド５８４４はまた、（スクリーン５８２０ａに前もって記入されている）顧客
の名前、住所、電話番号５８５４及び５８５６を示す。ユーザは、銀行名５８５８、支払
人の銀行口座番号５８６０及び支払いの種類５８６２のような残りの情報を記入する。ユ
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ーザが、自動支払いアイコン５８６３ａのチェックを外してスクリーン５８４０aで示す
ように仕上げて、Ｅｘｅアイコン５８６４実行する場合、送受話器１０２は、フィールド
５８４４aに示すように電力会社５９８２に情報を返信する（ステップ５９８６）。送受
話器１０２も、ステップ５９８７に示すようにＤｅｖ１０６にそのコピー５８４４aを送
信して、Ｄｅｖ１０６は、それが正しい装置と通信し読み込んでいると確認するためシリ
アル番号５８５０aを用いてステップ５９８８に示すように電気メータ４８８４と通信す
る。Ｄｅｖ１０６はまた、電力会社５９８２のアカウント支払い部署に月の電気記録を送
るために電力会社ＵＲＬ５８５２aを使用する。自動車支払いボックス５８６３（チェッ
クされた）により、ユーザは毎月自動的に支払いをすることができる。
【０３４７】
　各月（ＲＴＣ２４０から読み取り）の最初に、Ｄｅｖ１０６は電気メータ４８８４と通
信して電気使用量を読み取り（ステップ５９９０）、ステップ５９９１に示すように記録
情報５９２０（スクリーン５９０２）を電力会社５９８２に送信する。電力会社５９８２
はそれを処理し、スクリーン５９２２に示すように請求書５９２４をユーザの送受話器１
０２に送信する（ステップ５９９２）。フィールド５９２６は、ユーザの毎月の電気使用
量５９３６及び月５９４０の必要な支払い５９３８の概略を示す。フィールド５９２６は
また、支払い情報がファイル５９４２（電力会社データベースサーバへのＵＲＬリンク）
にあることを示し、支払い情報に変化がある場合、編集する５９５０ことができる。支払
い情報はまた、支払いオンラインアイコン５９４６にハイパーリンクされていて、ユーザ
により実行される時、送受話器１０２に、情報（ステップ５９９３）を電力会社５９８２
に送信させ、支払い情報スクリーン５９５４が返信される（ステップ５９９４）。ユーザ
は、送受話器に支払いコマンドを送信させ、電力会社５９８２からインボックスへの確認
５９７０の受信（ステップ５９９５）を実行５９６８して支払いをすることができる。
【０３４８】
　アプリケーションソフトウェアにより、Ｄｅｖ１０６は電気メータ４８８４と通信する
ことができ、送受話器１０２は図４８／５０で、１つのコピーをＤｅｖ１０６に、そして
もう１つを送受話器１０２に電気メータ４８８４から送信された（あるいは、ＵＲＬが電
気メータ４８８４によって提供されたアプリサーバからダウンロードされた）ＥＡソフト
ウエア４８６６／５０６６によって制御される。
【０３４９】
　この実施態様はまた、同様に水道メータ、調理及び加熱ガスメータなどに適用可能であ
る。
【０３５０】
　図６０Ａは、本発明の実施態様６０００Ａの好適な起動例を示す。この例示的な実施態
様は、Ｄｅｖの家庭用器具システムを経て遠隔でヘルプアラート着用者をモニタして着用
者と話すため、ユーザにより彼／彼女の送受話器で実行される好適なステップを示す。
【０３５１】
　図は、送受話器のユーザ又はヘルプアラート着用者が互いに通信する必要がある場合の
本発明の一態様を例示する。Ｄｅｖ１０６がヘルプアラート装置４８７４と通信するので
、ユーザは（彼／彼女の送受話器経由で）その装置の着用者の健康状態をモニタすること
ができる。装置４８７４は好ましくは無線カメラ及び音声認識集積回路から構成されて、
ヘルプアラート４８７４はＤｅｖ１０６と接続し、その着用者が送受話器ユーザと通信す
るためにユーザの送受話器１０２にメッセージを送信して電話をかける。装置着用者が、
例えば「こんにちは、デイブ（すなわち送受話器のユーザの名前）、きみと話したい」と
言った場合、ヘルプアラート装置４８７４はＤｅｖ１０６にコマンドを送信して、それに
よりユーザの送受話器に電話して、更に好ましくはテキストメッセージを送信する。ユー
ザが電話に応答した時、会話が始まる。ユーザが電話を切るとすぐに、あるいは５分間の
音声の変更がない場合、Ｄｅｖ１０６はヘルプアラート装置４８７４との音声通信を止め
る。
【０３５２】
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　ユーザがヘルプアラートアイコン６０６１を選ぶ時、送受話器１０２はスクリーン６０
０２にナビゲートされ、そこでヘルプアラートメニュ６００４は、トークアイコン６００
８及びモニタアイコン６００６で構成される。ユーザがモニタアイコン６００６を選ぶ時
、送受話器はＤｅｖ１０６にコマンドを送信し、ヘルプアラート装置４８７４カメラに接
続されて、カメラが見ているものを送受話器１０２へ送り返し、したがってユーザは着用
者の前に何があるかをモニタする（例えば、彼／彼女の高齢の親の健康状態をモニタする
ため）ことができる。ユーザがトークアイコン６００８を選ぶ時、送受話器はＤｅｖ１０
６にコマンドを送信して、それからヘルプアラート装置４８７４音声に応答しそれに接続
して、会話をすることができる。ヘルプアラート装置４８７４は好ましくは、落下のよう
な振動を検出することができるので、Ｄｅｖ１０６にそのような出来事をユーザに警告す
るコマンドを送信することができ、彼／彼女は直ちにモニタして、着用者と話をすること
ができる。
【０３５３】
　アプリケーションソフトウェアにより、Ｄｅｖ１０６はヘルプアラート４８７４と通信
することができ、送受話器１０２は図４８／５０で、１つのコピーをＤｅｖ１０６に、そ
してもう１つを送受話器１０２にヘルプアラート４８７４から送信された（あるいは、Ｕ
ＲＬがヘルプアラート４８７４によって提供されたアプリサーバからダウンロードされた
）ＨＡソフトウエア４８５６／５０５６によって制御される。
【０３５４】
　図６０Ｂは、本発明の実施態様６０００Ｂの好適な起動例を示す。この例示的な実施態
様は、遠隔でＤｅｖの住宅制御及びモニタシステムを経てドアベル及びインターコムを鳴
らした訪問者に応答し、話して、モニタするため、ユーザにより彼／彼女の送受話器で実
行される好適なステップを示す。
【０３５５】
　訪問者がドアベルを鳴らす時（フロー図６０８０のステップ６０８２）、ベル及びイン
ターコム４８８６は、彼／彼女の送受話器スクリーン６０２０を経てユーザに警告する（
ステップ６０８６）Ｄｅｖ１０６にコマンドを送信する（ステップ６０８４）。ユーザは
それからインボックス６０４０へスクロールして、ドアベル呼び出しメッセージ６０４２
を見る。ユーザはトークアイコン６０４４（ドアに応答するために）を実行し、送受話器
１０２に、スクリーン６０５０のドアベルインターコムメニュ６０５２へナビゲートさせ
る。これにより、送受話器１０２は、Ｄｅｖ１０６への携帯電話接続（ステップ６０８８
）を確立して、正面ドアインターコム（図４８／５０のドアベル及びインターコム４８８
６）で音声全二重伝送（６０９０）を行い、ユーザは、彼／彼女の送受話器を通じてベル
を押した人と話すことができる。ドアベルインターコムメニュ６０５２により、ユーザ（
すなわち家主）がその時家にいないことを訪問者が認識せずに、正面のドアスピーカ及び
マイクロホンを通じて、ユーザ及び訪問者は互いに通信することができる。ユーザはまた
、電話６０５４で会話をする、ミュートにする６０５６、あるいは、一時保留の状態６０
５８にすることもできる。この実施態様により予想外の訪問者は誰かが家にいると思い込
み、したがって、住宅に侵入する意図を回避することができる。
【０３５６】
　アプリケーションソフトウェアにより、Ｄｅｖ１０６はドアベル及びインターコム４８
８６と通信することができ、送受話器１０２は図４８／５０で、１つのコピーをＤｅｖ１
０６に、そしてもう１つを送受話器１０２にドアベル及びインターコム４８８６から送信
された（あるいは、ＵＲＬがドアベル及びインターコム４８８６によって提供されたアプ
リサーバからダウンロードされた）ＢＡソフトウエア４８６８／５０６８によって制御さ
れる。
【０３５７】
　図６１は、本発明の実施態様６１００の好適な起動例を示す。この例示的な実施態様は
、遠隔でＤｅｖの住宅制御及びモニタシステムを経て、一体化されたスマートペットドア
（そのドア、スピーカ及びカメラ）をプログラムし、セットアップして、制御するため、
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ユーザにより彼／彼女の送受話器で実行される好適なステップを示す。
【０３５８】
　ユーザは、スマートペットドアアイコン６０７７（図６０のスクリーン６０５１）を実
行することによってペットプログラム及びモニタシステムをセットアップし、送受話器１
０２に、スマートペットドアコントロールメニュ６１０２へナビゲートさせる。プログラ
ム及びセットアップアイコン６１０６によりユーザは彼／彼女のペットの外出の要求を予
定することができ、コマンドアイコン６１０８によりユーザはリアルタイムでペットの毎
日の要求に関する特定のタスクをするようそのアクセサリにコマンドを出すことができる
。
【０３５９】
　プログラム及びセットアップ制御（ユーザがアイコン６１０６を実行した後スクリーン
６１１２）により、ユーザは、ペットが住宅から出て戻る（６１２２）時間を示すスケジ
ュール＃１（６１２０）及びスケジュール＃２（６１２４）を予定する（追加スケジュー
ルアイコン６１１６）ことができる。ユーザは、古いスケジュール（削除スケジュールア
イコン６１１８）を削除することもできる。ユーザは、スケジュールがペットの要求に合
っているかを彼／彼女が確認する必要がある場合に再生するため、場面を記録するオプシ
ョンを有する。この例示的な実施態様では、ペットが一日３回各２０分（午前８：００－
午前８：２０、午後１２－午後１２：２０、及び午後４：２０－午後４：２０）外出する
ようにユーザが予定しているものを示している。チャート６１６０は、予定時間にＤｅｖ
１０６によって実行される動作を示す。開始時間（すなわち午前８：００）に、Ｄｅｖ１
０６は、ペットドア６１９０（ステップ６１６６）にオープンドアコマンドを送り、所有
者がスピーカ６１９２（ステップ６１６８）で住宅を出るようにペットを呼ぶ声を録音し
たものを送信し、そして随意にカメラ（ステップ６１６４）をオンにする。終了時間（す
なわち午前８：２０）に、Ｄｅｖ１０６は、所有者がスピーカ６１９２（ステップ６１６
８）で住宅に戻るようにペットを呼ぶ声を録音したものを送信し、そしてカメラ（ステッ
プ６１６４）をオフにする。
【０３６０】
　スマートペットコマンドメニュ（ユーザがアイコン６１０８を実行した後スクリーン６
１４０）により、ユーザは、ペットドアアイコン６１４４（ステップ６１７２及び６１７
４）をリアルタイムで開閉することができ、彼／彼女がその状態アイコン６１４５を見る
ことができる。ユーザは、コールペットアイコン６１４６（ステップ６１７６及び６１７
８にも示される）を押しながらスピーカ６１９２を通じてペットを呼んでみることができ
る。彼／彼女は、ペットに呼びかけスピーカでそれを再生する、あるいはそれ（アイコン
６１４８）を聞くために再生するため、彼／彼女の音声（Ｄｅｖ１０６の上に彼／彼女の
声）コールアイコン６１５０を記録することができる。ユーザは、映像を記録して、それ
を再生することができる（アイコン６１５２及び６１５４、ステップ６１８０及び６１８
２にも示される）。これにより、所有者は彼／彼女のペットの毎日の要求に秩序を与える
ことができ、急いで家に帰る、又は、誰かにタスクを依頼するような緊急性はなくなる。
【０３６１】
　同様にＤｅｖ１０６は、スマートペットフィーダ（図６０Ａのスクリーン６０５１の６
０７９）に、コマンドを送信するようにプログラムされ、ペットの給餌時間及びその適量
を予定して、フィーダを補充する必要がある場合、送受話器１０２に警告を出すことがで
きる。他の住宅装置に関して図５２において先に記載のように、好ましくは、所有者はま
た、送受話器１０２を経て、これらがもはや必要でない時Ｄｅｖ１０６がこれらのタスク
をキャンセルして、送受話器１０２及びＤｅｖ１０６からそれらのソフトウェアアプリケ
ーションを削除するようにプログラムすることができる。
【０３６２】
　図６２は、ロボットの用途のための本発明の実施態様６２００の好適な起動例を示す。
この例示的な実施態様は、Ｄｅｖ１０６及びロボットの用途における複数の他のモバイル
装置間の通信の相互作用を示し、そこで複数のユーザ（送受話器）は、そのタスクを果た
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【０３６３】
　図は、そのＩ／Ｏインタフェース４３８（図４）に接続する通信リンク／コネクタ６２
１０を通じて、タスク又は機能６２０８に関してＤｅｖ１０６によって実行又は実施され
る操作を示す。Ｄｅｖ１０６は、そのI／O制御４０１（図４）を用いて、送受話器１０２
（ユーザ）に代わって明るさの照明制御４１０、環境表示をチェックする温度センサ４０
４、音声／音響のための音声Ｉ／Ｏ４０８、閲覧のための映像Ｉ／Ｏ４０６、そしてタス
クを完了するため様々なステップ及び手順を実行して制御するための一般のＩ／Ｏ４１２
のようなタスク６２０８を実行する。ビデオスクリーン６２０６は映像Ｉ／Ｏ４０６から
イメージを投影するので、第三者が観察して参加することができる。未登録の送受話器６
２０４の（図１で記載のように、スマートフォン、タブレットＰＣ、ラップトップＰＣ、
ｉＰａｄのような装置、ＰＤＡ[パーソナルデジタルアシスタント]又は移動式の電子装置
あってもよい）ユーザは、能動的にタスク６２０８の実行に参加するため、（図１９／２
０の装置構成プロセスを通じて）送受話器１０２のユーザによって招待される（登録され
る）。接続６２１４及び６２１６は好ましくは携帯電話１１８であり、６２１２は好まし
くは有線／無線ＬＡＮであるが、それらは無線ネットワークであってもよい。タスク６２
０８は、内科手術のロボット装置、ロボットの移動、圧壊した建物内での救援活動の飛行
操縦装置、住宅の火事又は人間が近づけない所での救援活動であってもよい。
【０３６４】
　本発明はいくつかの実施態様の観点から記載されているが、改造、修正、置換及び代替
の同等物は本発明の範囲内に含まれるものである。本発明の方法及び装置を実施する多く
の他の方法が存在することにも留意されるべきである。したがって、以下に添付の請求の
範囲は、すべてのそのような改造、修正、置換及び代替の同等物が本発明の真の趣旨及び
範囲内に含まれるものと解釈される。

【図１】 【図２】
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